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GE１．はじめに

　私たちのまち柳井市は、約20年前の平成17年２月、
旧柳井市と旧大畠町が合併して誕生しました。山口県
の南東部に位置し、北は岩国市、西は光市と田布施町、
南は平生町と上関町に接し、東には瀬戸内海に架かる
大島大橋を挟んで周防大島町を臨みます。国の重要伝
統的建造物群保存地区に選定されている「白壁の町並
み」や明治維新に影響を与えた「僧月性」所縁の史跡、
国指定の「茶臼山古墳」などの歴史的資産があり、郷
土民芸品の「金魚ちょうちん」は全国的にも知られて
います。また、「スポーツのまち柳井」と称され、高校
野球、水泳、卓球、レスリング、近年では山口県立柳
井商工高等学校女子バドミントン部や本市出身のバス
ケットボール日本代表・河村勇輝選手の活躍で盛り上
がっています。
　人口は近年、目覚ましい企業誘致などによる社会増
加が見られますが、圧倒的な自然減を背景とした人口
減少により、昭和22年のピーク時51,143人から令和６
年９月末には29,375人となるなど、全国的な傾向と同
様に少子化・高齢化が進んでいます。
　加えて、南海トラフ巨大地震を始めとする大規模自
然災害への備えや地域経済の維持など、多くの向き合
うべき課題が山積し、多様化・複雑化する中で、基礎
自治体の果たすべき最も重要な役割は、将来にわたっ
て持続可能な地域社会をつくることであると考えてい
ます。

２．柳井市の上下水道
　本市の上水道は、柳井町営上水道として昭和15年に
給水を開始しました。周辺部においては、昭和30年代
から５つの簡易水道の給水を開始、その後に統合を行
い、現在は上水道と離島の簡易水道を経営し、本市の
約77.5%の方に安心・安全な水を供給しています。
　本地域は昭和42年、43年、53年と自衛隊に派遣を要
請するなど度重なる異常渇水の苦い経験から、水源確
保のために、広島県境の弥栄ダムに水源を求めました。

昭和57年に現在の２
市４町で構成する柳
井地域広域水道企業
団を設立し、総額586
億４千万円の巨費を
投じた長期にわたる
大工事の後、平成13
年４月から柳井市の
水道事業の全量を受
水することにより、
この水不足は解消されています。
　現在は、令和６年３月に改訂した「柳井市水道ビジ
ョン」に基づき、「安全」で「強靭」な水道を「持続」
するため、老朽化した管路・施設の更新や耐震化、執
行体制と施設の最適化、健全な経営基盤の確立に取り
組んでいます。
　本市の下水道は、下水道事業、農業集落排水事業及
び浄化槽設置整備事業によって、生活排水の処理を進
めており、汚水処理人口普及率は、令和５年度末時点
では約75.4％となっています。下水道事業としては、昭
和61年に事業認可を受け整備を進めてきましたが、施
設等はおおむね30年程度経過しており、老朽化対策に
要する費用の増加は避けられません。一方で、人口減
少等による使用料収入の減少も予測されています。そ
のような中、計画的な施設整備や使用料の改定などに
加え、令和４年８月策定の「柳井市汚水処理施設整備
構想」に基づいた汚水処理の整備手法の見直しにより、
持続的で安定した下水道経営を目指して取り組んでい
ます。

３．水道事業の広域化の検討
　本市の水道事業は、厳しい経営環境のもとで、経費
の削減を図るとともに、すでに山口県下で最も高い料
金を、公募市民や各分野を代表する市民などが参画し
た柳井市上下水道事業経営審議会による６回の議論を
経て、令和５年12月検針分から平均改定率8.21％の値
上げをするなどして、収支の均衡が保たれています。
　収益は、水道料金と高料金に対する補助金が大部分
を占めており、費用では、水源である弥栄ダムの責任
水量制による受水費、減価償却費や企業債の支払利息
など固定的な費用が全体の８割近くを占めています。
これらの費用は、市単独の努力で削減することは困難

柳井市長　井原　健太郎

「柳井で暮らす幸せ」の実現

写真－１　日積浄水場

写真－２　柳井地域水道事業経営統合調印式
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であり、同じ問題を抱える柳井地域の広域連携による
経営の効率化を模索する中、平成29年度には、柳井地
域１市４町２企業団（本市、周防大島町、上関町、田
布施町、平生町、田布施・平生水道企業団並びに柳井
地域広域水道企業団）により「柳井地域水道事業広域
化検討委員会」を設立、同検討委員会で水道メーター
の共同発注や周防大島町との水道料金窓口業務の共同
化などに取り組みました。さらに広域化に向け協議を
進めた結果、令和６年１月30日には、柳井地域広域水
道企業団に経営統合する「柳井地域水道事業の統合に
関する基本協定書」を取り交わし、令和６年９月、柳
井地域広域水道企業団の構成団体の議会における企業
団規約の変更と水道事業の共同処理を行う旨の議決を
受け、現在は令和７年４月１日の経営統合に向けて準
備を進めています。

４．新たな広域水道企業団
　検討委員会では、企業団の基本理念や基本方針、10
年間（令和７年度～16年度）の組織体制や業務運営、
施設整備、財政運営などの方針を取りまとめた柳井地
域広域水道企業団事業計画を作成しています。
　事業計画では、経営統合後の企業団の基本理念とし
て、急速に進む人口減少や遠距離導水による高額な水
道料金に加え、水道施設・管路の老朽化、災害への対
策、水道事業を担う職員の不足など、経営環境が厳し
さを増す中で、安全・安心で良質な水を適切な水道料
金で安定的に供給する水道システムを構築することに
より、住民福祉の向上と地域経済の発展に寄与するこ
ととし、基本方針に「水道サービスの提供」「施設・維
持管理の最適化」「組織・管理体制の強化」を掲げてい
ます。
　企業団議会の議員定数は現在の８人から11人に増員
し、企業長は構成市町の長から互選、企業長以外の首
長を副企業長とし、構成市町の副市長または副町長を
参与として充てます。職員定数は40人、経営統合開始
時の配置予定人数は33人とし、職員は当分の間、企業
団の職員と１市４町からの派遣職員で対応する予定で
す。また、企業団で新たな営業窓口を設置するととも
に従来からの構成団体の営業窓口も維持し、水道料金
は現在の料金体系を引き継ぐこととしています。

５．水道事業等の経営統合のメリット
　事業計画書では、今後10年間で、国交付金の活用に
よる負担減や維持管理費の削減で４億7,000万円の効
果が見込まれています。また、経営統合により組織力
を高めることで、危機管理体制の強化や老朽化対策、
耐震化対策などの施設整備も加速化されることが期待
されています。

６．下水道使用料の見直し
　本市の下水道の処理区域内人口は、平成26年度をピ
ークに年々減少傾向にありますが、加えて節水型機器
の普及などもあり、使用料の対象となる排水量（有収

水量）が減少してい
ます。
　下水道事業におけ
る汚水処理に必要な
維持管理費は、下水
道使用料により負担
すべき経費ですが、
上記の有収水量の減
少傾向もあり、必要
な経費の約75％しか
使用料収入では賄えておらず、収入不足に対しては一
般会計から補助金を受けることで、収支の均衡を保っ
ていました。
　そのため、令和４年７月、柳井市上下水道事業経営
審議会へ適正な使用料水準の在り方について諮問を行
い、その答申を受けて、令和５年12月検針分から平均
改定率9.11％の使用料改定を行うことで経営の健全化
に努めています。

７．汚水処理施設の整備方針の見直し
　本市の下水道事業は、早期に事業を着手した県内他
市と比べて、20年程度遅れて整備を開始しています。
また、過去の浸水被害の対策として雨水排除事業を重
点的に実施したこともあり、長期間にわたり公共下水
道の整備ができていない地区が生じていました。
　人口減少等の社会情勢の変化も踏まえ、持続可能な
汚水処理施設の整備方針を検討するため、令和３年度
に下水道事業検討委員会を開催。その答申を受け、令
和４年度には汚水処理施設整備構想を見直し、公共下
水道の整備に長期間を要する地域について整備手法を
改め、合併処理浄化槽での整備を促進していくことと
しています。
　新たな汚水処理施設整備構想のもと、令和５年度に
は下水道事業の全体及び事業計画区域を見直し、事業
計画区域を556haから482haに縮小しています。縮小
された区域では、合併浄化槽設置補助金の限度額を上
乗せする制度を創設するなど、汚水処理施設の整備促
進に取り組んでいます。

８．おわりに
　本市の第２次総合計画における将来都市像「市民の
力で支えあい、一人ひとりが主役の笑顔あふれるまち柳
井～柳井で暮らす幸せを実感できるまちをめざして～」
において、上下水道は、市民が「柳井で暮らす幸せ」を
実感するうえでの最重要な生活基盤施設の一つです。
　今後、この上下水道の健全経営を維持し、安定的に
将来に繋げていくためには、さらなる事業費用の削減や
水道事業の統合などが必要となります。これらを確実に
実施することで、本市の上下水道は未来の世代に向か
って、正しく引き継いでいけるものと考えています。
 　今後も全ての市民に「柳井で暮らす幸せ」を実現・
実感していただけるよう取り組んでまいります。

～持続可能な上下水道を目指して～

写真－３　柳井浄化センター
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（図ー２）。水道事業会計は、収益的収支、資本的収支で
構成され、収支表として示されます。しかしこの収支表
だけでは、再投資事業を実施する上での財務基盤の健全
性を把握することは困難です。そこで、この図にあるよ
うに「内部留保資金」を中心とした資金収支を明確にし
て、再投資額規模（建設改良費）と将来の水道料金収入、
自己資金と起債の財源計画をセットで立案するようにし
たものです。従来の更新計画では、必要となる建設費と
その財源計画の算出までが基本でしたが、アセットマネ
ジメント段階ではその事業の可能性を評価するための財
政計画が必要で、技術コンサルタント領域の広がりを示
すものとなりました。いろいろな講習会でこの図がみら
れる機会が増えました。記憶に残る１枚でした。
　水道事業では、建設事業の財源内訳として国庫補助金
割合が下水道事業と比較してとても少なくなります。建
設改良事業の実施は、資金として活用するため内部留保
資金の減少、起債発行による利息費用の支出を伴います。
また、償還元金が減価償却費を上回る状況では留保資金
がさらに減少します。このような状況下では料金改定が
必要となりますが、料金改定は原則として議会承認事項
であり、承認を得るには、相当の資料準備、調整等の労
力、時間を要することとなります。このため、計画的な
更新事業への着手が遅れ、平常時は何とか最低限の維持
管理で安全かつ安定した給水を継続してきましたが、近
年では老朽化による断水事故、地震による長期間断水な
どライフラインとしての安定性が脅かされるようになり
ました。コンサルタントの役割は、「単に建設のための設

はじめに

　新年あけましておめでとうございます。会員各社の皆
様におかれましては、平素より協会活動にご支援、ご協
力をいただき厚く御礼申し上げます。
　私事ですが、昨年12月、水道関係功労者国土交通大臣
表彰を受賞いたしました。昨年までは厚生労働大臣表彰
だったもので、水道行政移管後初の表彰となりました。
昭和55年に現在のコンサルタント会社に入社して以来45
年にわたり、国内外水道事業の計画設計業務、関連団体
活動に携わってきました。受賞に携わった多くの皆様、
そして推薦頂いた日本水道工業団体連合会様にこの場を
借りて感謝の気持ちを表したいと思います。
　水コン協では、主に本部上水道委員会で、20年にわた
り設計標準歩掛の作成、厚生労働省や日本水道協会等か
らの各種委託作業、災害時支援対応等、とても貴重な経
験をしました。その中から、本号のテーマ「水道事業の
これからの姿」を考えるうえで参考となるような「記憶
に残る仕事」の成果について図を交えて紹介します。

アセットマネジメント

　国が策定する「水道ビジョン」の基礎資料作成を、水
コン協上水道委員会が中心になって共同作業する機会が
ありました。その時の記憶に残る図が２枚あります。一
つは、現水コン協間山会長（私と同じく水道業務に長年
携わってこられました。）による「投資額と更新需要の推
移」です（図ー１）。水道事業における建設投資額と施設
更新需要額（除去額）の関係を時系列で「見える化」し
たもので、現状の投資額が更新需要額を下回るシミュレ
ーションは将来の水道事業破綻を示唆するものでした。
水道事業において施設の老朽化が顕著になり、将来の安
定供給が懸念される中、建設事業の再投資を加速できる
ような説明資料は何かないか？から生まれたものでし
た。水道界にはとてもインパクトがありました。いたる
ところでこの図が説明に用いられました。そして、計画
的な施設更新事業と水道事業の財政検討がセットになる
アセットマネジメントの実施へとつながりました。
　次の段階として、公営企業会計を原則とする水道事業
の「お金」の流れを「見える化」した図を作成しました

水道と共に歩んで

副会長挨拶

公益社団法人 全国上下水道コンサルタント協会／副会長
（株式会社 東京設計事務所／代表取締役副社長）　　　　　 片石謹也

図ー１　投資額と更新需要の推移
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計計画」から「積極的な事業実施のための経営支援コン
サルティング」が必須とされる段階となってきています。
　そのためには水道事業経営の本質をよく理解し、関係
者のコンセンサスを得るサービスを提供することが重要
と考えています。

2011.3.11東日本大震災対応

　東日本大震災対応を記録した社内記事を紹介します。
　『従来、地震直後の応急対応は、水道コンサルの支援の
出番は少ない。まず断水対応の応急給水で、水道事業体
の支援連携である。中越地震、阪神淡路大震災もそうで
あった。応急復旧段階は工事事業者で、その後、本復旧
段階の災害査定や復旧設計でコンサルタントの出番とな
っていた。しかし、過去の経験でも、その後の災害査定
上、仮復旧段階でもっと早く現場の状況を把握記録して
いたらとか、仮通水段階で、水運用等に効果的な対応の
アドバイスができていたらなどの反省があった。これら
の経験は、水コン協内で共有していた。3.11は違った。そ
れぞれのコンサルタント会社が、いわゆるホームドクタ
ーとして付き合いのある被災都市へいち早く応援に出て
いた。被災事業体は、津波で図面や管理データが使えな
い。応援事業者が来ても何がどうなっているのかわから
ない状態であり、各コンサルタント会社に保存されてい
たデータが役に立った。水道施設、管路管理データの整
備・保全に対する認識が変わった。仮復旧段階でも、被
災状況の現場写真の記録や復旧手順、洗管方法、仮通水
の水運用等、事業者との迅速な連携がなされた。とはい
え、すべての事業者までには及ばない。特に、更新事業
が停滞していた小規模水道事業、簡易水道事業者は、後
手後手の対応となってしまった。（途中略）
　震災後も、耐震診断、耐震設計、耐震化計画、BCP計
画等、それぞれの手法等を検討する委員会に水コン協と
して数多く参加した。そして、多くの知見をとりまとめ、

地域の事業者へ届けられる仕組みづくりに取り組んだ。
また、緊急事態に迅速な支援ができるように、水コン協
と事業体間での災害時支援協定等にも取り組み、その後
の熊本地震等に効果を発揮した。』
　これらの経験を活かし、能登半島地震においても被災
地域の復旧支援に取り組んできました。2024年６月末時
点で、水コン協会員会社による支援人工総数は7,000人に
及んでいます。今回の特徴は、上下水道一体となって復
旧に取り組んだことが挙げられます。今後も復旧計　画
の作成等さらなる支援が必要となっています。

DB/DBO（M）事業

　15年ほど前からDB/DBO（M）事業方式による浄水場
の更新がPPP事業として急速に増えました。長期にわた
る運転管理業務が付随するDBOは官民連携事業の代表
と考えられました。併せて設計施工分離方式に代わる設
計施工一括のDB方式も官民連携の一つとなりました。　
　種々の膜処理方式が開発され、性能発注を原則に各地
の中～大規模浄水場更新事業で数多く採用されました。
現在では急速ろ過方式浄水場の更新事業にも採用されて
います。性能発注による合理性、調査設計～建設工事総
額の経済性、運転維持管理の安定性、発注事務の効率性
等が普及の理由とされました。
　しかし、普及後５～10年経過した後、様々な事例で以
下のような課題がみられるようになりました。
・ 施設要求水準書では、ほぼ施設仕様が規定されており、

性能発注要素が活かされる場面が少ない。
・ 予定事業費と民間事業者積算事業費の乖離が大きい事

例がみられる。
・ 事業費算定のための基本設計を含め、提案書作成段階

での作業量が多く、費用リスクが大きい。
・ 提案時基本設計レベルでは想定困難な追加工事が発生

した場合の費用負担が課題となる事例もある。
　これらについて、例えば水処理設備などの機械電気設
備工事はDB事業、土建工事は従来型の発注方式の採用、
予定事業費算定のための基本設計の確実な実施、提案書
の簡素化、民間事業者間でのリスク分担に対するコンセ
ンサス確保等DB方式の改善検討が求められる段階にあ
るものと感じています。

おわりに

　今年は巳（ヘビ）年です。巳年は、力を蓄えていたも
のが芽を出す「起点」の年、脱皮する特性と併せ「再生
と誕生」を意味する年と言われています。国土交通省が
上下水道事業の監督官庁となり、１年が経過しようとし
ています。今後、我々コンサルタントが果たす役割はさ
らに重要になるものと思われます。力を合わせて、上下
水道の発展に寄与したいものです。
　

図ー２　水道事業における建設財源としての資金の流れ

A４判文字数 ＝ W25（字）× L49（行）× 2（段） ＝ 2,450（字／頁） 
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が普及の理由とされました。

しかし、普及後 5～10 年経過した後、様々な事例で多

くの課題がみられるようになりました。

・施設要求水準書では、ほぼ施設仕様が規定されてお

り、性能発注要素が活かされる場面が少ない。

・予定事業費の精度が十分でなく(基本設計が行われてい

ない事例もある)、民間事業者積算額との乖離が大きくな

る。地盤条件等基礎資料が十分でなく、想定外の基礎、

仮設費用リスクが生じる例がある。

・工事金額算定のための基本設計を含め、提案書作成作

業量が多く、受注できない場合費用リスクが大きい。

・基本設計レベルでは想定されない工事項目の費用が実

際に発生した場合、民間事業者間でコンサルタントにそ

の負担を求める事例も発生している。

これらについて、例えば水処理設備などの機械電気設

備工事は DB 事業、土建工事は従来型の発注方式の採
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化、民間事業者間でのリスク分担に対するコンセンサス

確保、リスク費用の計上等、DB 方式の改善検討が求め

られる段階にあるものと感じています。

おおわわりりにに

今年は巳（ヘビ）年です。巳年は、力を蓄えていたも

のが芽を出す「起点」の年、脱皮する特性と併せ「再生

と誕生」を意味する年と言われています。国土交通省が

上下水道事業の監督官庁となり、1 年が経過しようとし

ています。今後、我々コンサルタントが果たす役割はさ

らに重要になるものと思われます。力を合わせて、上下

水道の発展に寄与したいものです。
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震化や災害時の地下水の活用等による代替性・多重性の
確保等の重要性が改めてクローズアップされたことや、
水道行政の移管を踏まえた上下水道一体での取り組みや
官民連携等による上下水道の基盤強化、さらにカーボン
ニュートラルの取り組みの強化の必要性等を踏まえ、昨
年４月に当時の岸田総理より改定の指示がなされ、８月
に改定がなされました。
　改定された水循環基本計画では、今後５年間に重点的
に取り組むべき施策として、水道・水供給の関係では、
①耐震化や、災害からの早期復旧を可能とする手法の構
築、非常時における地下水等の活用など代替性・多重性
による安定した水供給の確保
②地域の実情を踏まえた広域化や分散型システムの検
討、上下水道一体のウォーターPPPをはじめとした官民
連携やDX導入等による事業の効率化・高度化を図るこ
とによる基盤強化など、施設等再編や官民連携による上
下水道一体での最適で持続可能な上下水道への再構築　
③上下水道施設等の施設配置の最適化による省エネルギ
ー化など、流域一体での2050年カーボンニュートラル等
に向けた取組
④健全な水循環に向け、流域治水・水利用・流域環境の
一体的な取組を進め、「水災害による被害の最小化」、「水
の恵みの最大化」、「水でつながる豊かな環境の最大化」
を実現させる「流域総合水管理」の推進
といった取り組みが示されています。

３．水道の基盤強化に向けて

　水道が将来にわたり、健全な水循環の形成のための役
割を果たしていくためには、水道の基盤を強化し持続可
能なものとしていくことが必要です。
　水道施設は、他のインフラと同様に高度経済成長に急
速に整備され、この時期に整備された施設等が老朽化し
更新時期を迎えています。例えば、耐用年数を超えた水
道管路の割合は年々上昇しており、令和４年度は23.6％
となっています。一方で管路の更新率は年々低下してい
ます。漏水・破損の事故件数は年間２万件を超え、重要
施設の耐震化も遅れており、大規模災害時には断水が長
期化するおそれがあります。昨年の能登半島地震ではこ

１．はじめに

　2025年の年頭に当たり、謹んでご挨拶を申し上げます。
　昨年は、元旦に発生した能登半島地震により、水道施
設に非常に大きな被害が生じました。さらに９月には、
能登半島地震の被災地を豪雨災害が襲いました。これら
の災害等の被災者の皆様に、心よりお見舞いを申し上げ
ますとともに、水道施設の復旧について、多くの様々な
水道関係者のご協力、ご尽力をいただいたことに、心よ
り御礼申し上げます。
　さて、今回の特集のテーマは「健全な水循環への道」
と伺いました。一方、小稿のテーマは自由と伺いました
が、私もこのテーマに沿った内容で執筆させていただき
ます。
　昨年４月の水道行政の移管により、水道水質・衛生管
理を除く水道整備・管理行政を国土交通省が担うことと
なり、上下水道行政の多くを国土交通省が所管すること
となりました。地域の水循環の多くを担う上下水道は、
健全な水循環の形成に重要な役割を果たしており、上下
水道全体を将来に向けて持続可能なものとする取り組み
を進めることは、同時に健全な水循環・水環境の実現に
大きく貢献するものと考えております。

２．水循環基本計画の改定

　「健全な水循環」の構築・形成といった言葉は、2000
年頃から将来に向けた水関係施策のテーマとして出てき
たと記憶しています。2014年には、水循環施策を総合
的・一体的に推進し、健全な水循環を維持・回復させる
ことなどを目的とした水循環基本法が公布・施行されま
した。そして昨年、水循環基本法に基づく水循環基本計
画の見直し、改定がなされました。
　水循環基本計画は水循環政策の総合的・計画的な推進
を図るために、水循環基本法に基づき政府が策定するも
ので、水循環基本法が施行された翌年の2015年に初めて
策定されました。情勢の変化等を勘案し、概ね５年ごと
に見直しをするとされ、2020年６月に最初の見直しがな
されました。単純に５年ごとであれば、次回の見直しは
2025年だったのですが、能登半島地震で水インフラの耐

水循環と水道

特集

国土交通省／水管理・国土保全局／
上下水道審議官グループ／水道事業課長　筒井誠二
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切な資金や人材の確保などの課題にも取り組むための基
盤強化が不可欠です。水道法第５条の２に基づく基本方
針では、水道の基盤強化に向けた基本的な考え方として、
①適切な資産管理、②広域連携、③官民連携を示してい
ます。
　適切な資産管理には、①台帳の整備、②適切な維持管
理とこれを踏まえた保有資産の健全性等の把握、③水需
要予測を踏まえた中長期的な更新需要・財政収支試算に
基づく計画的更新、④これらを踏まえた料金の算定・見
直しを進めていくことが必要です（図－１）。中長期的な
更新需要の試算では、水道事業の施設規模・配置の適正

のような懸念が現実となりました。これを受け、国土交
通省が設置した上下水道地震対策検討会が昨年９月にと
りまとめた報告書では、上下水システムの急所となる施
設の耐震化、避難所など重要施設に係る上下水道管路の
一体的な耐震化、代替性や多重性の確保などが提言（表
－１）されました。耐震化の取り組みは老朽化対策への
取り組みにも通じます。国土交通省では、この提言を踏
まえ、耐震化の取り組みを進めていくこととしています。
　施設の老朽化対策と耐震化に取り組み、水道を持続可
能なものとしていくためには、将来の人口や水需要、料
金収入の減少を見据え、老朽化・耐震化対策とともに適

表－１　上下水道地震対策検討委員会　最終とりまとめ概要

図－１　適正な資産管理のプロセス

○ 能登半島地震では「水」が使えることの重要性・公共性があらためて認識
○ 今般の被害を踏まえつつ、上下水道の地震対策を強化・加速化するため、

関係者一丸となって取組を推進

今後の地震対策 上下⽔道⼀体の災害対応被災市町での整備の⽅向性
○ 復興まちづくりや住民の

意向等を踏まえつつ、分
散型システム活用も含め
た災害に強く持続可能な
将来にふさわしい整備

○ 代替性・多重性の確保と、
事業の効率性向上とのバ
ランスを図ったシステム構
築

○ 人口動態の変化に柔軟に
対応できる等の新技術の
積極的な導入

○ 台帳のデジタル化や施設
の遠隔監視などのDXの
推進

○ 広域連携や官民連携によ
る事業執行体制や災害対
応力の更なる強化 等

○ 上下水道システムの「急
所」となる施設の耐震化

○ 避難所など重要施設に係
る上下水道管路の一体
的な耐震化

○ 地すべりなどの地盤変状
のおそれのある箇所を避
けた施設配置

○ 可搬式浄水施設・設備／
汚水処理施設・設備の活
用などによる代替性・多
重性の確保

○ マンホールの浮上防止対
策・接続部対策

○ 人材の確保・育成や新技
術の開発・実装 等

○ 国が上下水道一体の全
体調整を行い、プッシュ
型で復旧支援する体制
の構築

○ 処理場等の防災拠点化
による支援拠点の確保

○ 機能確保優先とした 上
下水道一体での早期復
旧フローの構築

○ 点検調査技術や復旧工
法の技術開発

○ DXを活用した効率的な
災害対応

○ 宅内配管や汚水溢水な
どの被害・対応状況の早
期把握、迅速な復旧方
法・体制の構築 等

表１ 上下⽔道地震対策検討委員会 最終とりまとめ概要

図１ 適正な資産管理のプロセス
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化や費用の平準化等を適切に配慮し、また、水道料金の
算定・見直しにおいては、水道施設の計画的更新の原資
として内部留保すべき額として資産維持費を料金設定の
基礎として織り込むことが必要です。
　次に広域連携についてですが、水道事業では、特に地
方部において小規模で経営基盤が脆弱な事業者が多いた
め、経営基盤強化・効率化と必要な人材確保などのため
に広域連携を進めることが喫緊の課題です。広域連携に
は、施設の共同設置・共用、総務的事務や維持管理の共
同実施・委託といった「業務の共同化」や、認可上の事
業は別形態のまま経営主体を一体化する「経営の一体
化」、さらに認可や料金体系も含め経営主体も事業も統合
する「事業統合」と様々な形態（表－２）があり、必要
な取り組みを確実かつ速やかに進めていくことが必要で
す。
　また、民間企業の持つノウハウや人材を活用する官民
連携の取り組みも極めて重要です。水道における官民連
携についても様々なレベル・手法があります。国土交通
省では、官民連携の手引きの作成、官民連携の活用を検
討する水道事業者等の事業スキーム検討等の支援、水道
事業者と民間事業者のマッチングを促進する協議会の開
催、ウォーターPPPの導入に要する経費にかかる財政的
支援等を行っており、これらの活用などにより取り組み
を進めていただきたいと思います。
　このほか、健全な水循環の確保のためには、水利用に
おける2050年カーボンニュートラルに向けた取り組みも
勿論重要です。水道事業における省エネ化や、水道施設

を活用した小水力発電や太陽光発電といった再生可能エ
ネルギーの創出、そして、中長期的な取り組みとして、
水の持つ位置エネルギー活用に配慮した水道施設の再
編・再構築といった取り組みを進めていくことも重要で
あり、これらについても国土交通省として関係省庁と協
力して、関係者の取り組みの加速化を促してまいります。

４．おわりに

　これまで述べてきたようなことを踏まえ、来年度の上
下水道予算概算要求では、能登半島地震の被害や人口減
少社会の進行等を踏まえた「強靱な上下水道システムの
構築」に向け、上下水道施設の耐震化と災害時の代替性・
多重性確保、最適で持続可能な上下水道への再構築を基
本的方針とし、施設の耐震化等に係る支援の拡充や、上
下水道の基盤強化を図るための上下水道分野のDX推進
や流域単位での施設等の再編などを重点的に要求してい
ます。
　健全な水循環の確保において、水道の果たす役割は非
常に重要であり、水道事業を持続可能なものとするため
の様々な取り組みが、健全な水循環の確保にも資するこ
とになります。関係の皆様の取り組みを期待しておりま
す。国土交通省としても取り組みを進める事業者等をし
っかり支援してまいります。
　結びに、本年が災害のない穏やかな年となり、皆様に
とって幸多き年となりますことを心よりお祈り申し上げ
ます。本年もよろしくお願いいたします。

表－２　広域連携の様々な形態

事例内容連携の形態

⾹川県広域⽔道企業団
（⾹川県及び県下８市８町の
⽔道事業を統合：H30.4〜）

・経営主体も事業も⼀つに統合された形態
（⽔道法の事業認可、組織、料⾦体系、管理が⼀体

化されている）
事業統合

⼤阪広域⽔道企業団
（⼤阪広域⽔道企業団が13市
町村の⽔道事業を経営：
H29.4〜順次拡⼤）

・経営主体は同⼀だが、⽔道法の認可上、事業
は別形態
（組織、管理が⼀体化されている。事業認可及び料

⾦体系は異なる）

経営の⼀体
化

神奈川県内５⽔道事業者
（神奈川県、横浜市、川崎市、
横須賀市、神奈川県内広域⽔
道企業団の⽔源⽔質検査業務
を⼀元化：H27.4〜）

・維持管理の共同実施･共同委託
(⽔質検査や施設管理等)

・総務系事務の共同実施、共同委託

管理の
⼀体化

業
務
の
共
同
化

熊本県荒尾市と福岡県⼤牟
⽥市
（共同で浄⽔場を建設：
H24.4〜）

・⽔道施設の共同設置・共⽤
（取⽔場、浄⽔場、⽔質試験センターなど）

・緊急時連絡管の接続
施設の
共同化

多数・災害時の相互応援体制の整備、資材の共同整
備等その他

表２ 広域連携の様々な形態
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深井戸にすること」「玉川上水を市内に完全に巡る鉄管で
導水すること」を提言していた。
　この頃、世界的にもコレラの流行が散発しており、
1854年には英国ロンドンのブロード・ストリートでコレ
ラの大発生（600名以上死亡）があった。ジョン・スノ
ウ博士が井戸を感染源であることを特定し、井戸の取っ
手を外し、発生が収束したとされる。1883年にはコッホ
がコレラ菌を発見し、1892年にはドイツのハンブルグ市
で大規模なコレラの流行があり１万7,000人がコレラに
罹患し、8,600人以上が死亡した。同じ原水を用いろ過を
行って給水していたアルトナ市におけるコレラの罹患者
数が少なく、ろ過の有効性が示唆された。
　詳細は別にゆずるが、当時国際的にもまだ「細菌」が
発見されていない1877年の段階で、おそらくわが国で初
めて行われた疫学調査による水と疾病の関係の考察は極
めて意義深い。
　このような調査により、水質検査そして、清浄な水の
導水、外から水が入らない鉄管による送水が推奨された
ことは、日本の水道の発展の重要な起点となったと考え
られる。しばらく行方不明となっていたが、この度、当
時掲載された雑誌の原本１）が入手されたため、医学史の
研究者らと共に専門的観点も含め公開できるよう検討を
行っている。

１．はじめに

　このところ水道水質のニュースと言えば、すっかり有
機フッ素化合物（PFAS）のことに席巻されている。ひ
ところのトリハロメタン、トリクロロエチレン、環境ホ
ルモンのことを思い出される方も多いのではないだろう
か。この機会に公衆衛生に関わる水の課題と情報の関係
について事例を示し、今後の方向性を考えたい。

２．日本の疫学調査

　居所と疾病の関係を表したものが環境疫学地図であ
る。我が国最初の環境疫学地図と思われる地図は、かつ
て公衆衛生院で所有されていた。1877年のコレラ流行時
に、招聘オランダ人のヘールツ博士が主導者となって行
った横浜の井戸（浅井戸）水の衛生学的水質調査とコレ
ラ患者発生の調査である。現在も残る横浜の街区の地図
に、浅井戸を利用したコレラ感染者の発生状況及び水路
の水質との関係が示されている。
　その中で博士は、「横浜の井戸の性質に関する体系的な
調査によって、丘の上にあるいくつかの井戸を除いて、
この町のすべての井戸は、表面水のみを含む最悪の種類
の浅い井戸に属することが明らかになった」ため、「下水
処理の改善」「井戸に近い便所の撤去」「現在の浅井戸を

水と公衆衛生水と公衆衛生

水質情報公表戦略の必要性水質情報公表戦略の必要性

特集特集

国立保健医療科学院／生活環境研究部／
水管理研究領域／上席主任研究官　　　　浅見真理浅見真理

図ー２　1877年横浜周辺の水質検査1）

赤：不適（Bad, not for drink）
紫：飲用適（Good, fit for drink）
緑：中間（Middle, might be better）

図ー１　1877年横浜のコレラ集団発生1）

紫：感染者、赤：死亡者
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示されている。LeadOut Map の予測モデリングとAI解
析により、最も懸念される地理的領域が特定され、米国
政府により、事業者と自治体が地区の鉛管交換プロジェ
クトの資金援助要請を行う際の優先順位付けの元とする
ことができる。予測の精度は 80～90% （適合率）以上で、
ミシガン州フリントの例では、従来よりも鉛配管の同定、
交換率が４ 倍高くなり、非常に有効な手法が示されたと
される。日本でも筆者らは建物の建築年数との関係を研
究しているが、参考となる手法と考えられる。

５．今後の方向性

　人は未知のもの、人為的なもの、非自発的なもの、次
世代に影響を及ぼすものに不安を感じる。これまでの環
境汚染物質や消毒副生成物を考えても、着実に知見を積
み重ね、しっかり対応を行い、情報公開を続けることが
重要である。
　水道業界や建築業界の人手不足が指摘され、また行政
も効率化が重要となる中、このような水質情報の迅速な
収集と電子化、地図など分かりやすい形での情報を行政
側から積極的に発信することは日本でも喫緊の課題であ
ると考える。
　現在、水道統計の基準項目の水質情報は日本水道協会
が集計・公表しているが、提出前に各県などでチェック
を行う手間もかかり、検査から集計、公表まで1.5～2.5
年かかる。水道水質については国民の関心も高く、今回
PFASのデータを２ヶ月で収集・公開したように迅速に
公開する手法を検討する必要がある。
　情報は、①正確に、②迅速に、③役立つ内容を、④信
頼のおける機関が、⑤わかりやすく発信する必要がある。
DXの進展著しい昨今、今後も効率的な情報収集、公開
の方法を戦略的に検討する必要があると考える。

図ー４　LeadOutにおける表示例3）

３．PFASの検出状況

　「PFAS」は、有機フッ素化合物の総称で、撥水剤、消
火剤等として使われてきた。PFASの中のPFOSやPFOA
は特に健康影響が懸念され、製造や輸入など一部の用途
を除いて原則禁止となっている。
　PFOS、PFOAが全国各地の川や水源地から検出され、
水道水においても過去管理目標設定項目の目標値50ng/
Lを超えて検出された事例が報告されている。2020年度
11/466箇所超過が見られたが、2024年度は９月30日時点
で０/1,745箇所（超過なし）となっている。
　これらのデータを元にマスコミ各社が即日地図にし公
表しているが、水道での検出を事業単位や自治体単位で
色塗りして公表した結果、ごく一部の地区で検出された
場合でも、自治体全体で検出されたように見える場合も
散見される。また、河川などの環境が水道のデータと混
同されるような公表方法である場合もある。
　米国でもPFASに関する関心は高く、多くの報道がな
されているが、PFAS濃度については、米国環境保護庁
が過去からの水質データや排出源の可能性がある施設な
どを重ね合わせて表示できる「PFAS分析ツール」２）と
いうサイトを作り、検索しやすいよう表示されている。

４．鉛管の残存状況

　もう一つ米国で進められているのが鉛管対策である。
30年間かけ塗料改善や血中濃度調査などの対策を進めて
きたが、2024年８月、環境関連の非営利団体 Environ-
mental Defense Fund と環境政策イノベーションセンタ
ーの情報を基に作成されたインタラクティブマップ
LeadOut Map３）がインターネットで公開された。これ
は、ロックフェラー財団とGoogleの資金提供を受け、機
械学習技術を使用して、国および地域の水道システムレ
ポート、国勢調査および不動産データ、履歴記録などの
データに基づき、鉛管の残存推定値が公表されたもので
ある。初期の結果では、各州で交換が行き届いていない
地区で、鉛管が大量に発生するリスクが最も高いことが

図ー３　PFASの検出状況の表示例2）

参考情報
１） Geerts, A.and Onaka, T, Transactions of the Asiatic Society of 

Japan, Vol. VII, 1879.
２） https://awsedap.epa.gov/public/extensions/PFAS_Tools/

PFAS_Tools.html 
３）https://leadoutmap.org/map/
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め、さらに10年が経過するとその割合は40%にまで達す
る見込みでした。このような状況を背景として、管渠の
点検・調査、設計、修繕・改築工事といったストックマ
ネジメント（以下、SM）関連事業の業務量増大が想定さ
れ、事業を円滑に執行するための職員体制確保が緊急の
課題となることが明らかとなりました。この課題の解決
方法として、管路施設の維持管理に官民連携手法の適用
を検討することとなり、管路包括の導入検討に着手しま
した。
　導入に向けた流れについては、まず、国土交通省開催
の「下水道における新たなPPP/PFI事業の促進に向けた
検討会」へ参加しました。ここで、情報収集や先行自治
体へのヒアリングを行い、管路包括について理解を深め
るとともに本市に合わせた管路包括のスキームを検討し
ました。次に、優先的検討の中で、管路包括導入の効果
を整理し、説明を重ねることで、市として管路包括導入
の意思決定を行うことができました。また、民間事業者
への事業説明と参画意向についてアンケート調査を実施
し、本業務に応募者が期待する意向などを確認しました。
　以上の導入検討を踏まえ、令和２年度に公募型プロポ
ーザル方式による事業者選定を行い、地元清掃企業３社
を中心に、大手コンサルタント企業及びメンテナンス企
業の計５社による共同企業体「吹田下水道メンテナンス

（以下、SGM）」が事業者として選定され、令和３年度か
ら３年間の管路包括がスタートしました。

１．はじめに

　吹田市は、大阪府北部に位置する人口約38万人の中核
市です。大阪では令和７年に開催される大阪・関西万博
に向けて機運が高まっていますが、昭和45年にアジアで
初めて、日本で開催された万国博覧会会場の地でありま
す。本市の下水道事業は、昭和34年度に浸水対策事業と
してポンプ場の用地買収と幹線整備工事から始まりまし
た。昭和35年度からは大阪府により日本初の大規模ニュ
ータウン構想である千里ニュータウンの建設が始まり、
それに伴って下水道の整備も行われました。この下水道
施設は昭和48年に本市に引き継がれ、現在に至っていま
す。本市の現在における下水道概要は図－１に示すとお
りです。

図－１　吹田市下水道事業の概要

A４判文字数 ＝ W25（字）× L49（行）× 2（段） ＝ 2,450（字／頁） 

■１．はじめに

吹田市は、大阪府北部に位置する人口約 38 万人の中

■２．管路包括導入の経緯

千里ニュータウン建設時の下水道管は一斉に耐用年数

を迎えて急激に老朽化が進行しており、管路包括導入前

の令和 2 年度末では、管渠総延長約 850km のうち耐用年

数 50 年を経過した管渠が約 194km、全延長の約 23%を

占め、さらに 10 年が経過するとその割合は 40%にまで

達する見込みでした。このような状況を背景として、管

渠の点検・調査、設計、修繕・改築工事といったストッ

クマネジメント（以下、SM）関連事業の業務量増大が

想定され、事業を円滑に執行するための職員体制確保が

緊急の課題となることが明らかとなりました。この課題

の解決方法として、管路施設の維持管理に官民連携手法

の適用を検討することとなり、管路包括の導入検討に着

手しました。

導入に向けた流れについては、まず、国土交通省開催

の「下水道における新たな PPP/PFI 事業の促進に向けた

検討会」へ参加しました。ここで、情報収集や先行自治

体へのヒアリングを行い、管路包括について理解を深め

るとともに本市に合わせた管路包括のスキームを検討し

ました。次に、優先的検討の中で、管路包括導入の効果

を整理し、説明を重ねることで、市として管路包括導入

の意思決定を行うことができました。また、民間事業者

への事業説明と参画意向についてアンケート調査を実施

し、本業務に応募者が期待する意向などを確認しまし

た。

以上の導入検討を踏まえ、令和 2 年度に公募型プロポ

ーザル方式による事業者選定を行い、地元清掃企業 3 社

を中心に、大手コンサルタント企業及びメンテナンス企

業の計 5 社による共同企業体「吹田下水道メンテナンス

（以下、SGM）」が事業者として選定され、令和 3 年度

から 3 年間の管路包括がスタートしました。 

図図－－２２  導導入入検検討討のの主主なな流流れれ  

事例報告 健全な⽔循環への道〜上下⽔道事業のこれからの姿〜

「吹田市における管路施設の包括的民間委託について」  

吹田市／下水道部／管理保全室／主査  竹竹内内  健健造造  

・・流域関連公共下⽔道区域
・・単独公共下⽔道区域
・・分流式下⽔道区域
・・合流式下⽔道区域

概要 

⾏政⼈⼝ 約 38 万⼈ 

事業着⼿（昭和 34 年度） 

全体計画⾯積 3,582ha 

汚⽔⼈⼝普及率 99.9% 

管路施設（令和 5 年度末） 

汚⽔管 約 339km 

⾬⽔管 約 181km 

合流管 約 346km 

合計 約 866km 

⼈⼝普及率︓99.9% 

処理区数︓5 区 

処理施設 

下⽔処理場 2 箇所 

ポンプ場 1 箇所 

２．管路包括導入の経緯

　千里ニュータウン建設時の下水道管は一斉に耐用年数
を迎えて急激に老朽化が進行しており、管路包括導入前
の令和２年度末では、管渠総延長約850kmのうち耐用年
数50年を経過した管渠が約194km、全延長の約23%を占

事例報告　健全な水循環への道～上下水道事業のこれからの姿～

吹田市における管路施設の

包括的民間委託について

吹田市／下水道部／管理保全室／主査　竹内健造

図－２　導入検討の主な流れ
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３．本市の管路包括の概要と現状

　本市の管路包括は、７つの業務で構成されており、ス
キームは図－３のとおりです。
　当初、本市は管路包括導入により受注者にすべて任せ
ることができると考えていました。しかしながら、導入
前まで受注者は本市の指示を受け、作業を実施していま
した。従来の方法から意識を変え、受注者が主体的に考
え、案件を処理し、業務を履行するようシフトチェンジ
する上では、習熟するための時間がかかり、市職員がサ
ポートすることで本市の考え方を伝えていく必要があり
ました。業務開始当初の試行錯誤期間を経て、現在では
受注者が主体的に業務を履行する一定の流れが構築され
るようになっています。特に、住民要望対応では、受注
者が多岐にわたる住民要望の処理に苦慮し、市職員と共
に対応することもありましたが、時間の経過とともに要

望への対応も習熟し、マニュアルを作成するといった取
り組みもあり、主体的に案件を処理することができるよ
うになっています。市職員が現場対応する機会も減り、
複数年一括発注による事務の簡素化も図られたことか
ら、導入効果として職員配置を見直し、工事担当部署の
増強が可能となりました。同時に、受注者が住民要望の
受付・現地確認・清掃等までをワンストップ化すること
で、対応までに要する時間を短縮化できるなど市民サー
ビスの向上につながっています。
　これらの住民要望対応におけるサービス向上におい
て、受注者の提案により導入したクラウド型の維持管理
システム（図－４）が役立っています。SGM内の各企業
及び市職員といった複数の関係者が業務に従事していま
すが、クラウド型システムによるリアルタイムでの情報
共有により、途中経過が確認できるモニタリングが可能
となっています。これにより、市職員が対応内容を確認

図－３　吹田市の管路包括のスキーム

図－４　維持管理システムのイメージ図
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　第１期と比較してスキームに変更はありませんが、一
部に性能発注の要素を取り入れました。第１期業務では、
清掃等を仕様発注としたところ、要求水準書に示された
数量を実施することが優先され、必要がないと思われる
状況でも清掃が行われることが課題であると考えていま
した。第２期業務では、管路施設の不具合（つまり・臭
気・破損に伴う陥没等）を未然に防ぐことを目的として
実施する計画的維持管理業務において、頻度や実施方法
を受託者に任せる形で発注しており、より受注者が状況
判断を行い、主体的に業務を実施できるものとしました。
　性能発注が機能するためには適切なアウトカム指標の
設定が必要です。一般的には、管渠等のつまり発生件数
や道路陥没箇所数が評価指標となっており、本業務でも
それらを評価指標として設定しています。しかし、つま
りや道路陥没の原因となる施設は取付管が多く、予防保
全的維持管理の対象外である取付管が大きく影響する評
価指標で業務を適切に評価できるのか課題がありまし
た。そこで、第２期業務のプロポーザル実施時には、適
切なアウトカム指標についても提案を求めました。提案
内容の一つには、市民満足度の維持向上が挙げられまし
た。第１期業務から、図－５のようなアンケートを実施
し、市民満足度を調査していましたが、第２期ではアン
ケートの実施方法をWEB方式に改善し、サービスを受
けた多くの方の意見を収集できるようにすることで、管
路包括導入の効果を計る指標にしたいと考えています。
　引き続き適切なアウトカム指標の設定は課題ですが、
異常発生のリスク減少だけでなく、異常発生時の迅速な
機能回復といった観点での評価指標も取り入れつつ、取
り組んでいるところです。

し、必要な場合は対応の修正などを指示しています。結
果として受注者の対応内容が継続的に改善されること
で、市民サービスの向上へとつながっています。この維
持管理システムについては、今後時間の経過とともに維
持管理情報が蓄積されていくことによるデータの管理・
活用の可能性も期待しているところです。
　また、SM計画関連業務でも管路包括導入の効果が出
ています。本市の管路包括では、改築・修繕工事は含ま
れていませんが、SM計画に基づく点検・調査・計画策
定・実施設計のサイクルが円滑に進められています。従
来方式では、点検・調査業務の個別発注により、受注者
によって点検や調査における判定内容にばらつきがあり
ました。管路包括導入後は、SGMが勉強会やクロスチェ
ックを実施することで、点検・調査における判定内容が
平準化できるようになりました。点検・調査が進むにつ
れて、これまで不具合等は発生していないものの管路施
設の破損箇所などが多く発見され（写真－１）、緊急工事
が増加しましたが、道路陥没や沈下に対する事前対策で
あるととらえています。
　このように、受注者との連携により、複数年一括発注
による経済的効果だけでなく、市・企業・市民に対して
それぞれメリットが生じています。

写真－１　調査により発見された管路破損箇所

４．取り組んでいる課題

　令和３年度から開始した本市の管路包括業務は令和５
年度で第１期が完了し、令和６年度からは第２期を開始
しました。業務期間は３年から５年に変更し、さらに民
間企業が創意工夫を発揮できるよう配慮しています。第
２期も公募型プロポーザルにて事業者を選定し、第１期
と同様にSGMが選定されました。構成企業は第１期の企
業に、新たにコンサルタント企業が１社加わっています。
現時点で、取り組んでいる点について幾つかご紹介した
いと思います。 図－５　第1期でのアンケート用紙
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　新たに大きな課題となっているのは、管路包括におけ
る広報です。現在でも、年間600～700件の住民要望の約
半数は市へ直接連絡がある状況です。この件数が少しで
も減少し、受注者が受付する割合が増えていくことが、
スムーズな住民要望対応へとつながります。市ホームペ
ージや市報などを活用して周知に努めていますが、新た
な方法も含め継続的に広報には取り組んでいきたいと考
えています。

５．おわりに

　第２期業務が始まったところですが、本市の実情に合
わせた管路包括を導入し、協力的な地元企業の力を借り
て、効果的な管路施設の維持管理を開始することができ
ました。導入当初の課題も、受注者とコミュニケーショ

ンを図り、積極的な提案もいただきつつ業務改善に取り
組むことができています。
　一方で、令和５年６月に国土交通省がウォーターPPP
導入推進を公表し、ウォーターPPPの導入が令和９年度
以降の汚水管改築の交付金要件になったことで、本市で
も対応を検討していく必要があります。本市の管路包括
第２期業務は、ウォーターPPPの要件について未対応で
あり、今後、整合性をどのように図っていくか検討して
いく必要があります。
　また近年、労務費の上昇率が高く、業務期間が長期化
するほど当初想定していた委託費用との乖離が生じるこ
とが課題となっています。これらの課題に取り組みつつ、
これからも持続可能な下水道事業を実現するため、より
有効な官民連携を進めていきたいと考えています。
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用許可を大蔵省より受け、暫定的に水道事業を開始しま
した。その後、昭和23年に光市水道事業の認可を取得し、
昭和28年に一時的使用許可を受けたまま使用していた旧
海軍工廠専用水道施設の無償貸付を大蔵省より正式に受
け、これに併せて、島田川流水引用の許可を受け、平成
28年度までに４次にわたる拡張事業により整備を進めて
きました。
　現在は、計画給水面積47k㎡、計画給水人口48,300人、
計画一日最大給水量41,500㎥となっています。また平成
28年度からは、第三者委託制度を活用して、近隣都市で
ある周南市熊毛地区への取水・浄水・送水業務の受託、
令和２年度からは、山口県企業局へ市長部局が行う自家
用工業用水道供給業務の受託も開始しています。さらに
令和５年度より、本市では企業の存在意義となるパーパ
スとして『100年後も変わらない「安心」を蛇口から』を
かかげ、水道局職員並びに水道関係者と共有し、日々の
業務に励んでいます。　　

（２）水道施設の状況
　本市の水道事業は、島田川の河床より４m下に位置す
る伏流水を水源としています。この島田川は、岩国市由
宇町から23の支流を集めながら、祖生玖珂盆地を西方へ
流れ、周南市熊毛地域、光市を通り周防灘まで流路延長
34.5km、流域面積269.5k㎡の２級河川です。原水となる
伏流水は水量も豊富で渇水に強く、水質も良好で通常時
は0.1度を超えることのない濁度を維持しています。施設
としては、３か所ある集水埋管で取水した原水を、隣接
する林浄水場で急速ろ過により処理し、市内にある７つ
の配水池より水道水を供給しています。管路延長は、導
水・送水・配水管の合計で延長約364km布設しています。
過去には、主要管路の多くに鋼管を使用し、配水管につ
いてはダクタイル鋳鉄管とビニル管を使用していました
が、現在は、耐震性能を有したダクタイル鋳鉄管とポリ
エチレン管への更新を進めています。令和５年度の管路
の更新率は0.75%、基幹管路の耐震適合率は令和５年度
末で45.5%となり、現在は、浄水場からメイン配水池を
つなぐ送水管の布設替えに着手しているところです。

１．はじめに

　光市は、山口県の東南部、周南工業地帯の東部に位置
し、瀬戸内海国立公園を一部に含む自然環境に優れた、
人口約48,000人の都市です。平成16年10月４日に古くか
ら歴史的・経済的なつながりが強く、日常生活や教育文
化など多くの分野で交流のあった旧光市と大和町は、分
権時代の新たな行政ニーズに対応すべく合併をして、新

「光市」が誕生しました。
　市域東部には、由緒深い古代の史跡と共に豊かな広葉
樹林が広がる石城山があり、北西部を島田川が貫流して
周防灘に注ぎ、中心地域は河口デルタを形成して、その
両端に西日本を代表する海水浴場として知られる室積・
虹ケ浜海水浴場の白砂青松の海岸が広がっています。
　気候は温暖な瀬戸内式気候であり、全国でも屈指の日
照時間を誇る「晴れ」のまちです。
　このような山・川・海に囲まれた自然的地理条件は、
市民の良好な居住環境となり、さらには、産業活動を進
めていく上でも優れた条件になっています。

図－１　光市の位置図

２．光市の水道事業

（１）水道事業の概要
　本市の水道事業は、第２次世界大戦の終戦を迎えた昭
和20年に遊休施設となった旧海軍工廠専用水道施設の使

事例報告　健全な水環境への道～上下水道事業のこれからの姿～

山口県光市の水道事業

山口県／光市／水道局／工務課／工務課長　藤井訓司
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（３）課題
　当市の水道施設は、その時代の人口及び水需要の増加
に合わせ拡張事業を推進してきましたが、軸となる主要
施設は、旧海軍工廠が昭和15年に建設したときの施設配
置であり、その施設の一部は当時のまま稼働しています。
また浄水施設は、一系統であることや、配水池はメイン
配水池に供給割合が集中し、分散化ができていないこと
なども課題に挙げられます。
　近年の上水道を取り巻く環境は、人口減少時代への突
入、さらには節水機器の普及などの要因も加わり、有収
水量が確実に減少するトレンドに入っています。その一
方で物価高騰により経費は増加傾向になり、今後の計画
的な更新事業を進めるためには、その財政確保が非常に
難しくなると予測されます。
　このような背景の中、稼働中の旧海軍施設に加え、昭
和40年代から50年代の高度経済成長期に整備した施設の
更新、さらには、施設配置や施設規模によるリスク分散
の検討など、中長期的な視野に立った取組が今後の大き
な課題となります。

３．整備計画

　平成30年に作成した整備計画では、水道事業を持続し
ていくための中長期的な視点に立ったアセットマネジメ
ント手法を活用し、水道システムから見た重要度等を考
慮した更新の優先順位付けによる事業費の平準化と、今
後の水需要動向を見据えた施設の効率化、維持管理の充
実化により、可能な限り水道施設の延命化を図り、更新
需要を抑制することとしています。
　限られた財源の中、効果的な更新・耐震化を進めるた
めの基準として、南海トラフ地震において、施設・管路
被害を最小限に抑えることを目標としました。これによ
り、全ての水道施設の耐震性能をレベル１地震動に適合
させることを整備計画の明確な目的として定め、現在進
めているところです。
　この計画では、重要度により独自に管路を３段階に分
類し、取り組みの優先度を定めました。
　
①基幹管路・・・最も重要な送水管・配水本管
②幹線管路・・・ 配水本管より分岐し、各地域に水を配

水するための重要な配水支管
③支援管路・・・ 配水本管・幹線管路より分岐し、各地

区へ配水する重要な配水支管
　
　また、災害指定病院などの重要施設や避難場所など、
災害時の重要拠点となる施設への供給管路となる配水管
についても優先的に耐震化を行う対象として抽出しまし
た。

４．送水管整備事業

（１）更新事業の内容
　整備計画のうち、管路更新計画として「基幹管路更新
計画」「管路耐震化計画」「老朽管更新計画」の３つの更
新計画を展開していますが、このうち「基幹管路更新計
画」として、令和４年度より送水管の更新工事に着手し、
令和８年度の完成を目指し整備を進めています。
工事概要としては、
・総工事費　18億円
・工事期間　令和４年度～令和８年度（５年間）
・管　　種　NS型・PN型ダクタイル鋳鉄管φ600mm
・工事延長　2680m
　　　　　　（開削工事2650m、JR軌道下推進工事30m）
　更新対象となる鋳鉄管φ450mmは、旧海軍工廠の専用
水道として昭和15年に布設され、83年間にわたり水道水
を送り続け、光市の発展と市民の生活を支えてきました。
連結する清山配水池は、市内一般用として12,000㎥のス
テンレス製配水池と、企業用として15,000㎥のコンクリ
ート製配水池の合計27,000㎥の容量を有し、総配水量の
95％を占めるメイン配水池です。島田川の左岸に設けら
れた林浄水場から清山配水池を結ぶ送水管は、更新対象
となる鋳鉄管φ450mmと昭和36年に布設した鋼管φ
600mmの２系統で送水を行ってきました。今回の更新工
事で、災害に強い強靭な送水管を構築しつつ、もう一つ
の送水管である鋼管φ600mmについては、計画期間中に
更新時期を迎えますが、当面の間は、維持管理を行いな
がらバックアップ送水管として運用します。

図－２　整備概要図（平面図）

A４判文字数 ＝ W25（字）× L49（行）× 2（段） ＝ 2,450（字／頁） 
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させることを整備計画の明確な目的として定め、現在進

めているところです。 

この計画では、重要度により独自に管路を３段階に分

類し、取り組みの優先度を定めました。 

 

①基幹管路・・・最も重要な送水管・配水本管 

②幹線管路・・・配水本管より分岐し、各地域に水を配

水するための重要な配水支管 

③支援管路・・・配水本管・幹線管路より分岐し、各地

区へ配水する重要な配水支管 

 

また、災害指定病院などの重要施設や避難場所など、

災害時の重要拠点となる施設への供給管路となる配水管

についても優先的に耐震化を行う対象として抽出しまし

た。 

 

 

４．送水管整備事業 

（１）更新事業の内容 

整備計画のうち、管路更新計画として「基幹管路更新

計画」「管路耐震化計画」「老朽管更新計画」の３つの

更新計画を展開していますが、このうち「基幹管路更新

計画」として、令和４年度より送水管の更新工事に着手

し、令和８年度の完成を目指し整備を進めています。 

工事概要としては、 

・総工事費 １８億円 

・工事期間 令和４年度～令和８年度（５年間） 

・管  種 NS 型ダクタイル鋳鉄管φ６００ｍｍ 

PN 型ダクタイル鋳鉄管φ６００ｍｍ 

・工事延長 ２６８０ｍ 

（開削工事 2650m、JR 軌道下推進工事 30m） 

更新対象となる鋳鉄管φ４５０ｍｍは、旧海軍工廠の

専用水道として昭和１５年に布設され、８３年間にわた

り水道水を送り続け、光市の発展と市民の生活を支えて

きました。連結する清山配水池は、市内一般用として１

２，０００㎥のステンレス製配水池と、企業用として１

５，０００㎥のコンクリート製配水池の合計２７，００

０㎥の容量を有し、総配水量の９５％を占めるメイン配

水池です。島田川の左岸に設けられた林浄水場から清山

配水池を結ぶ送水管は、更新対象となる鋳鉄管φ４５０

ｍｍと昭和３６年に布設した鋼管φ６００ｍｍの２系統

で送水を行ってきました。今回の更新工事で、災害に強

い強靭な送水管を構築しつつ、もう一つの送水管である

鋼管φ６００ｍｍについては、計画期間中に更新時期を

迎えますが、当面の間は、維持管理を行いながらバック

アップ送水管として運用します。 

図図－－２２  整整備備概概要要図図（（平平面面図図）） 
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５．これからの整備計画について

　計画策定から６年が経過し、送水管整備をはじめとし
た管路施設については、前述した優先順位により、効果
的に整備を展開し、災害に強い管網が構築されつつあり
ます。管路については、計画に基づき取り組みを進めて
いるところですが、取水・浄水施設については、可能な
限り維持管理により、施設の延命化を図ることを行いつ
つ、先を見据えた中長期的な観点で更新計画を策定する
ことを基本方針としています。
　創設期から現在も使用している主な施設として、第１
集水埋管、清山配水池、配水本管φ450mmなどがありま
す。拡張期には、企業進出・人口増加に伴う水需要の増
加で施設の増強、エリア拡張を行い、林浄水場、第２・
第３集水埋管、送水管φ600mm、観音寺配水池などを建
設し、約50年を経過しております。
　このように、多くの主要施設の更新期が迫り、水需要
に応じた施設構築が求められる中、今後は当市の課題で
ある、浄水施設や配水池の施設のリスク分散や、それに
伴う配水管網整備などと、現在進めている計画と照らし
合わせながら計画を策定し進めていきます。

６．おわりに

　令和６年１月に発生した能登半島地震では、多くのラ
イフラインが被災し、特に水道は、広範囲にわたって断
水被害が起き、さらに長期化するなど市民生活に大きな
影響を与えました。
　本市も応援給水活動で職員を派遣いたしましたが、日
常が失われた中で、復興・復旧に携わる関係者や住民の
皆様の姿を目の当たりにし、我々の責任の重大さを改め
て痛感した所であります。
　安全な水を安定的に送ること、災害時においても市民
生活を支える水道を維持することが、私たちの使命だと
考えます。効率の良い強靭な施設構築を目指し、安心し
て日常が送られるよう、前進していきたいと考えます。

（２）事業の進捗状況
　現在３年目を迎えており、工事の進捗状況は令和５年
度終了時点で、約40％となっています。布設ルートには、
JR軌道下の推進工事や、JRに近接するルート、また交通
量の多い県道の規制など、施工するにあたり制約や調整
が必要な場所が多く、関係所管との調整や地域住民や近
隣企業などへの情報提供を図るなど理解と協力を得なが
ら進めています。また、規制が困難なところについては
夜間施工で工事を進め、即日道路開放が難しい場所は覆
工板の仮設設置を行うなど、現場環境に合わせ計画を立
て実施しています。

（３）願いを込めた「タイム送水管」
　令和５年７月には、現在更新工事で使用しているNS型
ダクタイル鋳鉄管φ600mmに市民のメッセージを記し
た「タイム送水管」を埋設しました。この「タイム送水
管」は、水道局が毎年６月に林浄水場で開催している水
道まつりの企画の１つです。　　　
　当市の水道まつりは、企画から準備、当日の対応全て
を職員が行う手作りのイベントとして平成８年より開催
していますが、「タイム送水管」も職員のアイデアから生
まれた企画です。
　その企画内容は、通常は見ることがない83年間活躍し
撤去された送水管φ450mmと、実際に送水管整備事業で
使用するNS型ダクタイル鋳鉄管φ600mmを並べて展示
し、大きさの違いや、管の性能などの説明するとともに、
実際使用する新しい管には、来場者に水道に対する思い
思いのメッセージを書いていただき、次回の布設替まで
埋設するといった、タイムカプセルをイメージしたもの
です。
　今後も、このような事業への関心や理解を深めていた
だく企画も含めた広報活動を積極的に展開しながら地域
に寄り添った事業展開を進めていきたいと考えていま
す。

写真－１　事業紹介ブースでの様子（水道まつり）

写真－２　タイム送水管布設状況
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庄江に放流しています。
　下水浄化センターは、迷惑施設から脱却し地域に喜ば
れる歓迎施設「宝を生む施設」へと変化するため、バイ
オマス資源の利用を通した様々な取り組みを行っていま
す。ここで紹介する取組が、（１）処理水の利用、（２）
下水汚泥の肥料化、（３）消化ガス発電による電力自給、

（４）地域バイオマス資源の受入の４つです。

３．佐賀市下水浄化センターの取組

（１）処理水の利用
　下水の処理水には、窒素やリンなどの栄養分が含まれ
ています。これを漁業や農業に活用する取り組みを進め
ています。
　有明海は海苔の一大養殖地として有名ですが、冬場は
海苔の養殖に必要な栄養が不足し、海苔の色落ちなどの
被害が発生することもあります。下水浄化センターは本
庄江の河口近くに位置し、放流水がちょうど海苔の養殖
場付近に流れ込んでいます。平成19年度から季節ごとに
微生物の働きをコントロールする季別運転の取組を開始
し、海苔の養殖期である10月から３月にかけては硝化を
抑制して栄養塩を多く含む水を放流しています。
　季別運転の導入当初に地元の漁業者の方に説明を行い
ました。その際、「また佐賀市は地元漁業者を苦しめるの
か！」「処理水で出来た海苔など風評被害で海苔が売れな
くなるのでは」「佐賀市は責任をとれるか！」など反発を
持たれた方が多かったと報告されています。しかし、当
時の市長自らが漁協組合幹部と放流水の効果、補償等の
話し合いを重ね、反発心は次第に和らいでいきました。
現在では、「処理水のおかげで海苔の生育が良くなってい
る」「今後も取り組みを続けて欲しい」と漁業者から好評
をいただいています。最終的に、この季別運転で漁業者
と佐賀市がWin＆Winの関係になるようになりました。
　また、農業においても、肥料の三要素（窒素、リン酸、
カリウム）のうち、窒素とリン酸が豊富に含まれる処理
水は有効活用が期待される資源です。下水浄化センター
では、処理水を無償で取水できる蛇口を場内に設けてお
り、近隣の農家などが自らタンク等を用いて取水し、軽
トラック等で運搬しています。その後、農地にて農薬の

１．はじめに

　佐賀市は、人口約23万人を有する佐賀県の県都で、北
部は脊振・天山山系に連なる緑あふれる山間地であり、
中南部は平坦な土地にクリークが張り巡らされたのどか
な田園地が広がり、南部はラムサール条約登録湿地の干
潟を有する有明海に面している、多様な環境に恵まれた
自然豊かな都市です。この自然の恵みを活かした農業や
漁業が盛んで、平成15年度から生産量が19年連続連続日
本一となった海苔をはじめ、米や麦、玉葱、アスパラガ
ス、苺、みかんなど多くの作物が全国有数の収穫量を誇
っています。また、毎年11月初めに開催されるアジア最
大級の熱気球競技大会『佐賀インターナショナルバルー
ンフェスタ』には、国内外から80万人を超える来場者が
訪れています。

写真－１　佐賀インターナショナルバルーンフェスタ

２．佐賀市の状況（下水道事業）

　佐賀市の公共下水道は分流式を採用しており、平成30
年度に面整備が概成し、水洗化率は令和５年度末で約93
％となっています。
　佐賀市下水浄化センター（以下、下水浄化センターと
いう。）は昭和53年度に供用を開始して以来、佐賀市の
公共下水道エリアから集められた汚水を一手に処理して
きました。令和５年度の日平均流入汚水量は58,177㎥/
日、処理方式は標準活性汚泥法（４系列）・担体投入標準
活性汚泥法（３系列）であり、処理水は有明海に注ぐ本

事例報告　健全な水環境への道～上下水道事業のこれからの姿～

佐賀県／佐賀市／上下水道局／
下水プロジェクト推進部／下水道施設課／主査　青木一平

佐賀県佐賀市の下水道事業
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希釈水として使用されたり、栽培用水としてそのまま農
地に撒かれたりします。
　このように、処理水は地域の漁業や農業の振興に貢献
しており、地域に豊かな恵みをもたらしてくれることか
ら、関係者からは「宝の水」と呼ばれています。

（２）下水汚泥の肥料化
　水処理の過程で発生する汚泥については、濃縮、メタ
ン発酵、脱水処理を行った後、以前は施設内の汚泥焼却
施設で焼却処理を行い、焼却灰は産業廃棄物として場外
搬出していました。しかし、平成19年に発生した汚泥焼
却施設の故障をきっかけに肥料化へと舵を切ることにな
りました。
　肥料化施設は設計、施工、運営を一体的に行うDBO方
式により業者決定を行い、平成21年４月に工事着工し、
同年10月に供用を開始しました。施設規模としては、脱
水汚泥の処理能力が日量30ｔ、敷地面積約10,000㎡とな
っています。
　肥料の製造方法は、脱水汚泥に超高温好気性細菌を加
え、副資材（廃白土や竹チップなど）を適宜添加し、ホ
イルローダーで何度も切り返しを行うことで脱水汚泥の
発酵を促します。その際、100℃近い超高温発酵により細
菌や雑草の種子等が死滅し、約50日かけて脱水汚泥が安
全な肥料に生まれ変わります。
　完成した肥料は「かんとりースーパー佐賀」という名
称で農林水産省の普通肥料として肥料登録を受けてお
り、下水浄化センター内で販売しています。10kgあたり
20円と安価であるため、農家や家庭菜園を楽しむ市民に
広く利用されています。利用者からは土が元気になると
好評で「宝の肥料」と呼ばれています。
　下水汚泥の肥料化に当たっては、重金属が含まれてお
り人体に有害ではないかとの懸念を持つ方もいらっしゃ
います。下水浄化センターに流入する汚水の９割は家庭
からの排水で、そもそも大規模な工場等が市内に少ない
ため、重金属の含有量は国の許容値を大幅に下回ってい
ます。こうした事実を利用者に広めて不安を払拭するこ
とが必要と考え、佐賀市では肥料成分及び重金属含有量
の分析調査を年４回実施し、結果をホームページ等で広
く公表しています。
　国土交通省から令和５年３月17日に発生汚泥等の処理
に関する基本的考え方について通知されており、発生汚
泥等の処理を行うにあたっては、肥料としての利用が最
優先に位置付けされています。また、農林水産省からは、
令和３年度に「みどりの食糧戦略システム」が策定され、
この戦略に基づき下水汚泥肥料の活用を推進されていま
す。
　このような背景から、多くの自治体の方が佐賀市の肥料
化施設に見学に来られており、本事業は下水汚泥の肥料
化事業における成功例として高い評価を受けております。

（３）消化ガス発電による電力自給
　濃縮汚泥を消化槽でメタン発酵する際に発生する消化
ガスは、以前は消化槽加温用のボイラや汚泥焼却施設の
燃焼ガスとして有効利用していました。しかし、前述の
とおり汚泥焼却施設を廃止して肥料化に踏み切った結
果、汚泥焼却施設で使用していた消化ガスの新たな利用
先を検討した結果、小型ガス発電コージェネレーション
システムを用いた消化ガス発電を平成23年度から開始し
ました。
　下水浄化センターで設置している消化ガス発電設備の
特徴として、小型の発電機（25kW）複数台を並列運転
している点が挙げられます。小型のため、建屋が不要で
屋外に設置できることからイニシャルコストの削減につ
ながるほか、故障や点検等で発電機が１台止まっても他
の発電機が稼働するため発電量が安定することもメリッ
トに挙げられます。発電の際に生じる排熱は回収して消
化槽の加温熱源として利用しており、仕様上の総合効率
は84％となっております。
　発電した電力は全て下水浄化センター内で自家消費し
ています。令和５年度の発電量は4,148.2MWhで、下水
浄化センターで使用する電力の約50％を賄っています。

写真－２　ホイルローダーでの切り返し作業風景

　写真－３　消化ガス発電設備
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％前後であった下水浄化センターの電力自給率は、受入
後の令和５年度には約50％に向上しました。また、肥料
製造量も増加しており、更なる資源循環を目指して今後
は販売量増加の施策を行っていく予定です。

４．おわりに

　下水浄化センターで行っている季別運転や汚泥肥料化
の取り組みでは、漁業者や肥料利用者とのコミュニケー
ションを大切にして、処理水や肥料の成分に問題が無い
こと、海苔・農作物の生育向上や肥料のコスト削減など
のメリットが得られることを丁寧に説明し、地域に受け
入れられてきました。地域バイオマスの集約に際しても、
相手方との対話を密にし、事業に対する不安や法的な課
題等を１つ１つクリアしていくことで、事業への協力を
得てきました。
　このような官民一体となった佐賀市独自の資源循環シ
ステムを構築することで、地域一体となった低炭素社会
を実現していくとともに、下水道資源の活用を通じて、
地場産業の活性化にも貢献する取り組みは、「低炭素杯
2017」において環境大臣賞グランプリに選定されるなど、
高く評価されています。
　昨今、国が下水汚泥の肥料利用の拡大の方針を示すな
ど、下水道の資源としてのポテンシャルを最大限に活か
すことが今後の下水道行政に求められています。全国の
下水処理場が地域の実情に合わせた下水道資源の活用に
積極的に取り組むことで、低炭素社会の実現に向けて大
きな力となることが期待されます。下水浄化センターの
取り組みを紹介したことがその一助となれば幸いです。
　最後になりましたが、下水浄化センターの取り組みは、
地域の皆様をはじめとして、全ての関係者のご理解とご
協力の下に成り立っています。日頃からの皆様のご理解
とご協力に深く感謝申し上げます。　

（４）地域バイオマス資源の受入
　佐賀市では、地域のバイオマスを下水浄化センターに
集約し、活用する取り組みも進めています。ここで、集
約対象として検討をしたのが、市内の味の素株式会社九
州事業所（以下、「味の素」という。）の食品系バイオマ
スと、佐賀市衛生センター（以下、「衛生センター」とい
う。）に持ち込まれるし尿・浄化槽汚泥です。これらの資
源を新たに受け入れ、資源循環につなげることを目的と
して、「佐賀市下水浄化センターリノベーション計画」に
取り組み、令和２年度から必要な施設整備を行い、令和
５年４月に味の素から、同年７月に衛生センターから汚
泥等の受入を開始しました。
　味の素からの受入に際して、当初計画では下水浄化セ
ンター内に専用受入施設を整備してトラックによる輸送
を行う方式としてしました。しかし、車両の往来が増加
することへの地元住民の懸念や受入施設の建設コストが
多額になるなどの課題があったことから、近隣のポンプ
場までの専用管を設置し、ポンプ場からは既設の下水道
管を通して、下水浄化センターへ送水する方式を採用し
ました。この工事は味の素の費用負担にて実施しました。
　また、衛生センターからの受入に際しては、当初から
バキュームカーによる下水浄化センターへの搬送を行っ
た場合、バキュームカーの往来により浄化センターの近
隣住民による苦情が懸念されたことから、近隣のポンプ
場への専用管を設置することとしました。この工事は佐
賀市の費用負担で実施しました。
　受入側の下水浄化センターにとっても、活用できる資
源が増加するメリットがあります。平成23年度の消化ガ
ス発電導入時よりも下水道整備により流入汚水が増加し
ていたことに加えて、地域バイオマスの受け入れにより、
さらに消化ガスの発生が増えることが見込まれたことか
ら、25kWの小型発電機を16基から24基に増設し、令和
５年４月から稼働しています。これにより、受入前は40

図ー１　地域バイオマス受入のイメージ

A４判文字数 ＝ W25（字）× L49（行）× 2（段） ＝ 2,450（字／頁） 
 

他の発電機が稼働するため発電量が安定することもメリ

ットに挙げられます。発電の際に生じる排熱は回収して

消化槽の加温熱源として利用しており、仕様上の総合効

率は８４％となっております。 
 発電した電力は全て下水浄化センター内で自家消費し

ています。令和５年度の発電量は４,１４８．２ＭＷｈ

で、下水浄化センターで使用する電力の約５０％を賄っ

ています。 

（４）地域バイオマス資源の受入 

 佐賀市では、地域のバイオマスを下水浄化センターに

集約し、活用する取り組みも進めています。ここで、集

約対象として検討をしたのが、市内の味の素株式会社九

州事業所（以下、「味の素」という。）の食品系バイオ

マスと、佐賀市衛生センター（以下、「衛生センター」

という。）に持ち込まれるし尿・浄化槽汚泥です。これ

らの資源を新たに受け入れ、資源循環につなげることを

目的として、「佐賀市下水浄化センターリノベーション

計画」に取り組み、令和２年度から必要な施設整備を行

い、令和５年４月に味の素から、同年７月に衛生センタ

ーから汚泥等の受入を開始しました。 
味の素からの受入に際して、当初計画では下水浄化セ

ンター内に専用受入施設を整備してトラックによる輸送

を行う方式としてしました。しかし、車両の往来が増加

することへの地元住民の懸念や受入施設の建設コストが

多額になるなどの課題があったことから、近隣のポンプ

場までの専用管を設置し、ポンプ場からは既設の下水道

管を通して、下水浄化センターへ送水する方式を採用し

ました。この工事は味の素の費用負担にて実施しまし

た。 
また、衛生センターからの受入に際しては、当初から

バキュームカーによる下水浄化センターへの搬送を行っ

た場合、バキュームカーの往来により浄化センターの近

隣住民による苦情が懸念されたことから、近隣のポンプ

場への専用管を設置することとしました。この工事は佐

賀市の費用負担で実施しました。 
受入側の下水浄化センターにとっても、活用できる資

源が増加するメリットがあります。平成２３年度の消化

ガス発電導入時よりも下水道整備により流入汚水が増加

していたことに加えて、地域バイオマスの受け入れによ

り、さらに消化ガスの発生が増えることが見込まれたこ

とから、２５ｋＷの小型発電機を１６基から２４基に増

設し、令和５年４月から稼働しています。これにより、

受入前は４０％前後であった下水浄化センターの電力自

給率は、受入後の令和５年度には約５０％に向上しまし

た。また、肥料製造量も増加しており、更なる資源循環

を目指して今後は販売量増加の施策を行っていく予定で

す。 

図図１１  地地域域ババイイオオママスス受受入入ののイイメメーージジ  

■４．おわりに 

 下水浄化センターで行っている季別運転や汚泥肥料化

の取り組みでは、漁業者や肥料利用者とのコミュニケー

ションを大切にして、処理水や肥料の成分に問題が無い

こと、海苔・農作物の生育向上や肥料のコスト削減など

のメリットが得られることを丁寧に説明し、地域に受け

入れられてきました。地域バイオマスの集約に際して

も、相手方との対話を密にし、事業に対する不安や法的

な課題等を１つ１つクリアしていくことで、事業への協

力を得てきました。 
このような官民一体となった佐賀市独自の資源循環シ

ステムを構築することで、地域一体となった低炭素社会

を実現していくとともに、下水道資源の活用を通じて、

地場産業の活性化にも貢献する取り組みは、「低炭素杯

２０１７」において環境大臣賞グランプリに選定される

など、高く評価されています。 
昨今、国が下水汚泥の肥料利用の拡大の方針を示すな

ど、下水道の資源としてのポテンシャルを最大限に活か

すことが今後の下水道行政に求められています。全国の

下水処理場が地域の実情に合わせた下水道資源の活用に

積極的に取り組むことで、低炭素社会の実現に向けて大

きな力となることが期待されます。下水浄化センターの

取り組みを紹介したことがその一助となれば幸いです。 
最後になりましたが、下水浄化センターの取り組み

は、地域の皆様をはじめとして、全ての関係者のご理解

とご協力の下に成り立っています。日頃からの皆様のご

理解とご協力に深く感謝申し上げます。 
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浄化センターは昭和43年、南部浄化センターは昭和56
年、また、県が管理する花見川終末処理場は昭和49年に
稼働を始めています。
　また、平成４年に政令指定都市へ移行してからは、汚
水幹線の整備や面整備を積極的に推進したため、現在、
下水道処理人口普及率は、97.5％となっています。

（２）老朽化対策
　本市では、現在、約3,800kmの管路施設と、２箇所の
処理場および18箇所の大規模ポンプ場を管理していま
す。これらの膨大なストックを適切に維持しつつ、今後
急増していく老朽化施設を計画的に改築していく必要が
あることから、「第１期下水道ストックマネジメント計画

（平成30年度～令和４年度）」を策定し、点検・調査から
修繕・改築に至るまでの一連のプロセスを計画的に実施
してきました。
　令和５年度からの第２期計画（令和５年度～令和９年
度）では、経年劣化による不具合が全国で多発している
Zパイプ（硬質瀝青管）を取付管に使用していることが
想定される民間開発区域等の点検調査を優先的に行うほ
か、1973年以前のコンクリート管（旧下水道規格管）の
陥没が全国で多発しているため、優先して対応すること
としました。
　処理場・ポンプ場では、新規設備の点検頻度や項目等
を設定するとともに、修繕計画では定期的修繕に加えて、
第１期計画での修繕結果や包括受注者による点検結果を
考慮し修繕点数を精査し、改築計画では、リスク評価を
基に複数の長期的な改築シナリオから最適な改築計画を
策定しました。
　また、単に下水道施設の維持管理や改築を行うだけで
なく、将来汚水量を考慮したうえで、老朽化が著しいポ
ンプ場を統廃合することや、南部浄化センターにおいて、
老朽化が進んでいる汚泥焼却炉の更新に合わせた汚泥固
形燃料化施設の導入などを進めていきます。

（３）地球温暖化対策
　温暖化への対策が地球規模で求められる中、本市では
令和５年３月に「千葉市地球温暖化対策実行計画」を策
定し、令和12年度までに市役所の事業全体での温室効果

１．はじめに

　千葉市は、東京湾の湾奥部に面した千葉県のほぼ中央
にあり、東京都心部から東に約40kmに位置します。ま
た、成田国際空港及び木更津市（東京湾アクアラインの
接岸地）からそれぞれ約30kmの距離にあり、鉄道や幹
線道路の結節点として、県内交通の要衝となっています。
　市域面積は、約272㎢で、地形は花見川や都川、鹿島
川などの河川によって刻まれた低地と台地、そして、東
京湾沿いに広がる埋立地に大別されます。
　全体的に平坦な地形のため、都市の成長とともに市街
化が進みましたが、内陸部には緑豊かな自然環境が残さ
れており、また延長約42kmに及ぶ海岸線や13の河川を
擁するなど、大都市でありながら緑と水辺に恵まれてい
ることが特徴です。
　なお、千葉のまちは、1126年、桓武平氏である平高望

（たいらのたかもち）の子孫、常重（つねしげ）が、現在
の緑区大椎町から中央区亥鼻付近に本拠地を移し、初め
て「千葉」と名乗ったことが始まりとされ、2026年を

「千葉開府900年」として位置付け、様々な記念事業を行
うこととしています。

図－１　千葉市の位置

２．千葉市の下水道事業

（１）下水道事業の沿革
　本市の下水道は、昭和10年に雨水排除を目的に、市の
中心部で下水道事業に着手したのが始まりであり、中央

わがまちの下水道

千葉市の下水道事業の現状と

今後に向けた取り組み

千葉県／千葉市／建設局／下水道企画部長　髙梨雅和
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ガス排出量を50%削減（平成25年度比）することを目標
としています。また、本市は令和４年11月に環境省の実
施する「脱炭素先行地域」に選定されており、市域の脱
炭素化に取り組んでいます。
　本市の下水道事業では、これまでも消化ガス発電や過
給式焼却炉の導入など、温室効果ガス排出量の削減に向
け継続的に取り組んできた結果、令和４年度における削
減量は18％（平成25年度比）に達していますが、下水道
事業からの温室効果ガス排出量は、千葉市役所全体の約
14％を占め、廃棄物処理施設に次いで２番目に多く、更
なる排出量削減に積極的に取り組む必要があります。こ
のような中、市役所全体の計画における目標値が大幅に
引き上げられたことを受け、令和６年６月に「下水道に
おける地球温暖化対策計画2030」を策定し、新たな削減
目標を設定するとともに、温室効果ガス削減対策につい
て体系的に整理をしました。
　本計画では、計画期間を令和６年度から令和12年度ま
での７年間とし、市全体で取組む「脱炭素先行地域」に
基づく施策と合わせ、温室効果ガス排出量70%削減（平
成25年度比）を目標としています。
　このうち、「脱炭素先行地域」に基づく施策では、令和
８年度に稼働する清掃工場等で発電したCO₂排出実質ゼ
ロの電力を一般送配電事業者の送配電網を介して市有施
設へ供給し、残る購入電力については小売電気事業者が
提供する再生可能エネルギーで発電した電力メニューへ
切り替えます。これによる削減効果が約31%と非常に大
きく、温室効果ガス排出量70%削減という高い目標を設
定することができました。

（４）浸水対策
　近年、全国的に50mm/h以上の短時間強雨の発生頻度
が増加傾向にあるなど雨の降り方が変化しており、これ
は地球温暖化の影響と考えられています。本市でも、令
和元年10月25日に89.5mm/hの既往最大降雨を記録する
など、大型台風や短時間強雨により、整備が完了した地
区においても浸水被害が再び発生するようになったこと
から、都市機能集積度が高く、かつ、浸水リスクが高い
地区を重点地区と位置づけ、計画降雨を従来の53.4mm/
hから近年の降雨特性を踏まえた65.1mm/hに引き上げ

ました。
　現在、13の重点地区のうち、４地区（６施設）は着手
済みで、２地区については『下水道床上浸水対策事業』
を活用し事業を進めています。また、そのうち２施設に
ついては、整備が完了し、再び浸水被害が発生した時と
同程度の雨が降った場合でも被害がないことが確認され
ています。今後も、各地区の特性に応じたバイパス管や
雨水貯留槽などの整備を進めていきますが、ハードの整
備は多くの期間を要するため、超過降雨対策を含めたソ
フト対策についての強化も行っています。
　ソフト対策の一つ目は、市内の雨量情報や浸水常襲箇
所である水路や調整池の水位情報や映像をリアルタイム
にインターネットで配信するとともに、市内全域の内水
ハザードマップを公開しております。さらに、重点地区
では、マンホール内部に水位計を設置し、管内の水位情
報の公開を進めていく予定です。
　二つ目は、防水板の工事費の助成や宅地内への雨水貯
留槽及び雨水浸透ますの設置費用を補助することによ
り、市民の取り組みを促進しています。
　今後も、ハード、ソフトの両面から、浸水の被害軽減
に努めていきます。

（５）広報活動
　本市では、日頃から様々な機会を通じて、下水道が担
っている役割や効果等について積極的に発信しており、
日常的な施設見学会等のイベントによる広報のほか、下
水道関連部署の若手職員を集めて「広報戦略ワーキング
グループ」（以下、「WG」という。）を作り、下水道事業
の新たな広報手法を計画・検討し、企画・運営を行って
います。
　毎年夏休み期間に行っている「下水道教室」では、小
学生を対象に浄化センターの施設見学や微生物の観察等
を実施しており、このほか、各種イベントにも参加して
広報を行っています。イベントを通じた広報は、直接市
民の方の意見を聞ける貴重な機会であり、そこで得られ
た意見や感謝の言葉が仕事の原動力となり、とても励み
になっています。
　また、最近のWGの取組みとして、市民の方に下水道

図－２　温室効果ガス排出量削減目標

写真－１　みんなの下水道

※インターネットではこちら
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の役割や災害対策などをわかりやすく紹介するパンフレ
ット「みんなの下水道」を作成しました（写真－１）。
　 下水道は普段目にすることがない施設であるため、写
真やイラストを用いて視覚的・直観的に伝わりやすいも
のを意識して作成し、水がきれいになる仕組みや浸水被
害軽減に向けた取り組みなどを説明しています。
　その他の取り組みとしては、下水道広報動画をWGで
企画から撮影、編集まで行い、市ホームページ上で公開
しています。その内容は、千葉市下水道のイメージキャ
ラクターであるかわうそ一家のパパ「アクア」が、下水
道施設を紹介するもの（写真－２）で、普段知ることの
ない下水道施設の役割やその施設の見どころをPRする
動画となっており、今後も様々な施設を巡りシリーズ動
画を展開していく予定です。
　また、本市は、現在２種類のマンホールカードを発行
しており、一つ目は市の花であるオオガハスと市の鳥の
コアジサシ、市の木のケヤキをモチーフにしたデザイン

蓋のカード（写真－３）で、二つ目は、千葉市章と「初
音ミク」が似ていると話題になっていたことをきっかけ
に、千葉市章と初音ミクがコラボレーションをして誕生
したデザイン蓋のカード（写真－４）です。
　さらに、令和７年に市下水道事業開始90周年、また令
和８年には千葉開府900年という節目を迎えることから、
新たなデザインマンホールの作成と三つ目のマンホール
カードの発行を検討しています。

３．おわりに

　本市の下水道事業は、人口減少や節水意識の高まりに
よる使用料収入の減少、電力価格の高騰による維持管理
費の増加、企業債金利の上昇など、経営面で厳しい状況
が続きますが、事業の選択と集中や更なるコスト縮減を
図ることで、今後もより良い市民生活の礎となる下水道
事業を力強く推進していきたいと考えております。

写真－２　イメージキャラクターが出演するPR動画

写真－３　マンホールカード（市の鳥・木・花） 写真－４　マンホールカード（初音ミク）

※インターネットではこちら
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とする「大阪市水道施設基盤強化計画【改訂版】」は本計
画を踏まえた当面のアクションプランとして位置づけま
した。
　また、本計画は、中長期的な視点から施設整備を戦略
的に実施するため、リスクマネジメントの枠組みに沿っ
てリスクの特定、分析、評価といった各プロセスを踏ま
えて、計画期間における達成水準と対策の方向性を定め
ることとしました。

３．整備対象とする事象

　水道水の安定供給に対するリスクとしては、施設の経
年化と危機事象に分けられると考え、このうち、危機事
象については、「大阪市水道経営戦略（2018－2027）【改
訂版】」におけるSWOT分析で、「安全でおいしい水道水
の安定的な供給」に対する外部環境の脅威として８項目
が挙げられています。
　施設整備による対策については、大規模な投資を必要
とし、整備にも一定の期間を要することなどから、実施
にあたっては「計画期間内に施設整備を行うことで、投
資に見合う効果が得られること」、「生じる危機事象がそ
れなりに明確であること」が求められます。
　こうした条件に当てはまりうるものとしては、「地震や
風水害などの自然災害の発生の切迫」、「水源水質の汚染
事故（浄水処理対応困難物質等）」及び「気候変動によ
る水源環境の悪化」の３項目が挙げられますが、「水源水
質の汚染事故（浄水処理対応困難物質等）」については、
高度浄水処理の導入に加え、突発的に生じる油やカビ臭
物質などへの対策として、粉末活性炭を遠隔制御で注入
できるシステムを導入していること、また「気候変動に
よる水源環境の悪化」については、当面は見込んでおら
ず、悪化のレベルも未知数であるため、本計画における
危機事象としては、「地震や風水害などの自然災害の発生
の切迫」を対象としました。

４．各事象に対する施設整備の現状と対策の方向性 

（１）地震
　大阪市の地域防災計画では、６つの地震が想定されて

１．はじめに

　大阪市の水道事業は、1895（明治28）年の創設以来、
130年近くにわたり市民生活と都市活動を支えるライフ
ラインとして給水を続けてきましたが、近年の事業を取
り巻く環境は、水需要の低迷が続き給水収益が減少傾向
にあり、また労務費や資機材などの物価の上昇による物
件費の増加が見込まれます。
　こうした状況にあっても、巨大地震をはじめとする危
機事象への対策に取り組むとともに、高度経済成長期に
急速に整備され更新時期を迎えつつある施設の経年化対
策にも取り組んでいく必要があります。
　このように、財政的な見通しが厳しい中でも、安全で
良質な水道水を将来にわたって安定的に供給し続けてい
くために必要となる、危機事象対策や経年化対策として
の施設整備を着実に進めていくにあたっては、戦略的な
計画を立案することが不可欠であります。
　本稿では、令和６年５月に策定した大阪市水道施設整
備中長期計画（以下、「本計画」という。）について紹介
します。

２．本計画の位置づけ及び構成

　本計画は、大阪市の「水道事業ビジョン」である「大
阪市水道・グランドデザイン」と「大阪市水道経営戦略

（2018-2027）【改訂版】」に基づく、中長期的な視点に立
った今後30年間の施設整備に関する基本計画として位置
づけるとともに、2027（令和９）年度末までを計画期間

大阪市／水道局／工務部／計画課長　相良幸輝相良幸輝

安全で良質な水道水の安全で良質な水道水の
安定的な供給を目指して安定的な供給を目指して
－大阪市水道施設整備中長期計画に基づいた施設整備－－大阪市水道施設整備中長期計画に基づいた施設整備－

わがまちの上水道わがまちの上水道

図－１　本計画の位置づけ
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おり、このうち今後30年以内の発生確率が70％～80％と
発生確率が最も高い南海トラフ巨大地震と、市内で最大
震度７と震度が最も大きい上町断層帯地震を本計画の主
な対象としました。
　これらの地震による被害として、施設の損壊と長期停
電による運用停止が見込まれますが、土木構造物や管路
の耐震化はこれまでから進めてきているものの、耐震性
を有していない施設が多く残っていること、また停電対
策としての非常用電源の確保についても、十分な浄水処
理能力が確保できていないことなどから、現時点ではど
ちらの地震が発生した場合においても、広範囲にわたる
断水リスクを抱えている状況です。
　こうした状況を踏まえ、本計画の期間内においては、
上町断層帯地震が発生し、長期かつ広範囲にわたる大規
模停電が生じた際にも、将来の整備水準とする163万立
方メートル/日分の浄水処理能力を確保し、製造された
水道水を、市内を12に区分けした１次配水ブロック内の
より広範囲に供給するため、配水施設において所要の能
力・機能を確保することをめざします。また、耐震性の
ある基幹管路をより広範囲かつ下流側へと拡大していく
ことにより、１次配水ブロック内における断水エリアが
縮小されている状態をめざしていくこととしました。

　さらに、めざす状態に向けて、緊急度を示す地震の発
生確率と重要度を示す断水エリアの広さを踏まえ、図－
２のとおり３つのフェーズに分け、優先順位を設定し、
対策を実施していくこととしました。
　こうした各フェーズの取組の実施にあたっては、まず
水づくりの拠点で水源となる取・浄水施設、次に水送り
の拠点となる配水施設と水を送り届ける供給網である基
幹管路といったように、水道システムの上流から下流に
向かう順に、図－３のように地震時における水道施設の
機能を連続的に確保していくことを基本として耐震化の
取組を進めることとしました。

（２）風水害
　大阪市の地域防災計画で想定される風水害のうち、浸
水想定区域内に大阪市の水道施設が含まれている淀川・
大和川・神崎川・寝屋川における河川氾濫、内水氾濫、
高潮を対象としました。
　これらの風水害による被害として、施設の浸水と長期
停電による運用停止が見込まれますが、こうした被害の
発生による影響として、現時点では寝屋川・大和川にお
ける氾濫と高潮の発生時には数か月にわたる長期間の断
水が見込まれるほか、その他の事象でも数か月にわたる

図－２　リスク分析を踏まえた対策フェーズの設定（地震）

図－３　地震時の広域断水回避に向けた整備の考え方

図－４　リスク分析を踏まえた対策フェーズの設定（風水害）
A４判文字数 ＝ W25（字）× L49（行）× 2（段） ＝ 2,450（字／頁） 
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長期間の減水・減圧のリスクを抱えている状況です。
　こうした状況を踏まえ、本計画の期間内においては、
発生確率が比較的高い河川氾濫や内水氾濫への対策に注
力することとしたうえで、発生時における長期の断水が
回避されるとともに、長期の減水・減圧及び一時的な減
水・減圧が回避又はこれらの減水・減圧が生じる期間・
エリアが縮小されるなど、可能な限り早期に市内給水へ
の影響を最小化していくことをめざしていくこととしま
した。また、めざす状態に向けて、緊急度を示す風水害
の発生確率と、重要度を示す影響度（期間・深刻度）を
踏まえ、図－４のとおり３つのフェーズに分け、優先順
位を設定し、対策を実施していくこととしました。

（３）経年化
　水道施設を大別すると、土木構造物、建築物、電気・
機械設備、管路に分けられますが、このうち、耐震整備
と併せて経年化対策を行う土木構造物と計画期間内で更
新対象とならない建築物を除き、電気・機械設備と管路
を対象と定めました。
　まず、電気・機械設備は一体的な更新整備を行うもの
をグルーピングすると、約440項目になります。これら
の設備はこれまでの供用実績などを踏まえ、表－１のと
おり、種類別に更新基準年数を設定していますが、これ
を基に試算すると、計画期間末までに、複数回の更新が

必要なものを考慮すると、約670項目の設備が更新基準
年数を超え、機能低下・喪失のリスクを抱える状況にな
ります。
　また、管路については約5,220kmのうち、表－２のと
おり、これまでの調査結果に基づいた使用可能年数から
試算すると、計画期間末までに約1,800kmの管路が使用
可能年数を超過し、腐食による破損のリスクを抱える状
況になります。
　こうした状況を踏まえ、本計画の期間内においては、
経年化対策としての更新を適切に行っていくことで、水
道水の安定的な供給を継続するために必要な、施設の所
要の能力・機能が確保された状態であり続けることをめ
ざすこととしました。
　具体的には、電気・機械設備については、更新基準年
数を超過し点検等を踏まえ供用継続が不可能とされた経
年劣化による故障リスクの高い設備を生じさせないよう
にするとともに、管路については、使用可能年数を超過
した管路が最小限となるよう、将来的に使用可能年数を
超過した管路を解消していくことが可能な更新ペース

（基幹管路が約８km/年、配水支管が約45km/年）にお
いて、使用可能年数を超過した管路から更新していくこ
ととしました。
　こうしためざす状態に向けて、電気・機械設備につい
ては、図－５のとおり、更新基準年数を超過している設

表－１　主な電気・機械設備の更新基準年数

設備名称 法定耐用年数 当局更新基準年数
ポンプ設備（清水用／清水用以外） 15 50/30
弁設備 17 30
水処理設備 17 25
薬品注入設備 15（次亜塩10） 20
特別高圧受変電設備 20 50
高・低圧受配電設備 20 28
計測設備（流量計・圧力計・水位計／水質計器） 10 15/12
VDT監視制御装置、情報処理装置 10 30（ハードは15）
交流無停電電源装置／直流電源装置 6 15/26
現場制御盤（屋内／屋外） 20 28/25

表－２　管種ごとの使用可能年数

管種 使用可能年数
鋳鉄管 40

ダクタイル鋳鉄管 
やや腐食性の高い土壌 65

一般土壌 100

鋼管
口径800mm未満 60
口径800mm以上 80

塩化ビニル管他 40
※ポリエチレンスリーブを被覆した管はさらに20年程度伸ばすことが可能と見込んでいる
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備のうち、点検整備の結果や保守点検・修繕対応（故障
時の代替部品確保等）の可否を踏まえて更新が必要と判
断した時点で、その都度更新を行うこととしました。
　また、管路については、図－６のとおり、使用可能年
数を超過し、漏水多発管路など老朽化が特に進行してい
る管路の中でも、水運用上の重要度が高い管路から優先
的に更新していくこととしました。

５．おわりに

　こうして定めた対策の方向性を基に具体的な施設整備
の工程を作成し、施設整備に必要となる費用を算出した
ところ、計画期間である30年間で約9,200億円の投資を
要することが分かりました。
　今後は、本計画に基づき着実に水道施設の整備を行っ
ていくことで、将来にわたり、安全で良質な水道水を安
定的に供給していきます。　

図－５　電気・機械設備の経年化対策における更新対象として見込む範囲

図－６　管路の経年化対策における優先順位の考え方



28

数が多く、このことは本市の特徴となっています。
　このため、日常の効率的な施設管理が重要と認識し取
り組んでいます。

（１）水源地等の水道施設
ア．維持管理体制
　水道施設の維持管理は、市域を４ブロックに区分し、
河頭浄水場（20名）、滝之神浄水場（19名）、平川浄水場

（10名）、施設管理係（17名）の３浄水場・１係で行って
います。なお、故障発生時等に速やかに対応できるよう
に、水道施設の遠方監視を行っています。水質に関する
維持管理は、本市全域を水質係（18名）で行っています。

イ．点検等
　日常の維持管理業務（施設の運転管理や保守管理）に
おいて、定期・不定期の保守点検を実施し、施設の現状
把握や機能保持に努めています。

１．はじめに

　鹿児島市は、九州の南端、鹿児島県本土のほぼ中央部
に位置し、錦江湾をはさんで桜島を含んだ東西約33キロ
メートル、南北約51キロメートル、人口約60万人の中核
市です。県都として、商業、教育、文化、行政など多様
な都市機能が集積した南九州の中核都市として発展を続
けています。
　鹿児島市の水道事業は、大正８年に近代水道として通
水したのが始まりです。その後、市勢の発展に併せて11
回にわたる拡張事業を行うとともに、平成16年の隣接５
町との合併に伴い、平成17年４月１日には、旧５町が運
営していた26箇所の簡易水道事業を統合しました。
　現在は、給水人口等が減少傾向にあることや、事業内
容が拡張から更新・耐震化へ移行していることから、令和
４年度の事業認可取得の際は、従来の「水道拡張事業計
画」を「水道整備事業計画」に改称しました。事業計画
は以下のとおりで、引き続き安定給水に努めております。

２．施設管理の現況

　本市は市勢の発展に応じて地下水、湧水水源を段階的
に開発してきました。これら水源開発が限界に達したこ
とから、甲突川、稲荷川、さらには市域外の万之瀬川な
どの河川を水源としてきており、非常に多くの水源を保
有しています。また、市街地と郊外の団地などとの標高
差が大きいため、配水池及びポンプ施設も多く保有して
います。さらに、簡易水道事業の統合により施設が飛躍
的に増加したところです。現在は、今後の更新需要や維
持管理費を抑制し、効率的・効果的な水運用を図るため、
水道施設の統廃合を進めておりますが、依然として施設

表－１　 第1回水道整備事業計画

目標年度 令和13年度

行 政 区 域 内 人 口 （人） 592,600

給 水 人 口 （人） 573,900

一 日 最 大 給 水 量 （㎥/日） 198,800

施 設 能 力 （㎥/日） 291,400

鹿児島市水道事業における鹿児島市水道事業における
アセットマネジメントアセットマネジメント

クローズアップ　 水坤 Vol.47 掲載記事『事例報告「鹿児島市水道事業クローズアップ　 水坤 Vol.47 掲載記事『事例報告「鹿児島市水道事業
におけるアセットマネジメント」』続報におけるアセットマネジメント」』続報

鹿児島県／鹿児島市／水道局／水道部長　野間育人野間育人

写真－１　河頭浄水場

表－２　鹿児島市の水道施設の概要（令和5年度）

施設種別 施設数

浄水場・水源地 92箇所

配水池 147池※

ポンプ所 54箇所

管　路 3,459km
※容量100㎥未満を除く
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　これらの業務は、年次計画書を作成し実施するなど計
画的かつ予防保全的な事業執行に努めています。
　定期点検のなかでの施設点検については、施設の特性
や重要度に応じて点検頻度を定めており、以下の頻度で
点検を行っています。

施設項目 頻度

消毒設備がある施設 1回／1週

ポンプ・電動弁・ボールタップ
設備がある施設 1回／2週

配水池及び監視制御がある施設 1回／1ヶ月

休止施設 1回／3ヶ月

　計装機器等の点検については、機器の特性や運転状況
に応じて点検頻度を定めており、以下の頻度で点検を行
っています。

点検項目 頻度

水質分析計 1回／1年

流量計 1回／3年

発電機 1回／7年

取水井洗浄、ろ過池更生 1回／10年

　これらの保守点検を効果的に実施し、施設の長寿命化
につなげていきたいと考えています。
　
ウ．修繕
　施設･設備の修繕については、長年の使用によって様々
な不具合が発生するため、周期を決めて行う予防保全的
修繕を行っています。
　・ポンプ等のオーバーホール（分解・整備）
　・無停電電源装置の蓄電池取替
　・機器、建物等塗装
　
　予防保全的修繕を行っても異常・故障が発生した場合
については、事後修繕を行っています。

エ．施設更新
　水道施設のうち耐用年数が比較的短い機械設備・電気
設備については、これまでの運転管理・保全管理の実績
や知見に基づいて本市独自の更新目標耐用年数を設定し
ています。この更新目標耐用年数を基本としながら重要
度･優先度評価を加えて更新時期を設定し、計画的に更
新を行っています。
　

（２）管路施設
ア．維持管理体制
　管路施設の維持管理は、市域を南北に区分し、水道管
路課の南部維持係（19名）及び北部維持係（19名）が分
担して行っています。
　
イ．点検等
　管路施設の異常･故障は直ちに需要者に影響を与える
こととなるため、日常的に巡視点検を行うとともに、定
期的に点検・調査を実施し、管路施設の現状把握や機能
保持に努めています。
　これらの業務は、年次計画書を作成し実施するなど計
画的かつ予防保全的な事業執行に努めています。
　管路施設の定期点検・調査の項目と、項目ごとの点検・
調査頻度を以下に示します。

点検項目 頻度

地下漏水調査 1回／1～8年

水管橋管体目視調査 1回／3年

減圧弁点検 1回／3ヶ月

ウ．修繕
　管路施設の修繕については、漏水及び他工事による破
損等の修繕のほかに、点検結果を基に計画的な修繕を行
っています。
　・水管橋塗装
　・減圧弁分解清掃
　
エ．管路更新
　配水支管については、令和４年度に改定した「水道管
路更新計画（R４～R13）」に基づき計画的に更新を行っ
ています。
　法定耐用年数を経過した鋳鉄管、硬質塩化ビニル管、
鋼管及びダクタイル鋳鉄管（ポリスリーブ無し）を対象
とし、これらのうち、布設年度、漏水履歴などを基に老
朽度を定量評価し、優先度の高い管路から更新すること
としています。基幹管路については、令和３年度からの

「第２期水道管路耐震化計画」に基づき耐震化と併せて更
新しています。

オ．情報管理
　平成26年度に、管路情報（布設位置、布設年度、管種、
口径）などを一元管理した地理情報システム（GIS）を
導入しました。
　また、平成28年度には、管路情報などのデータ更新が
職員により可能となり、併せて、漏水履歴や工事立会情
報などの維持管理機能を構築しました。
　さらに、令和元年度には、維持管理における業務間の
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つながりを一元管理する業務間連携の機能拡張を実施及
び運用し、日常業務を行う中で情報蓄積が行われる仕組
みを確立しております。

写真―２　地理情報システム(GIS)

３．アセットマネジメントの実施

　本市では平成21年に公表された「水道事業におけるア
セットマネジメントに関する手引き」に基づき同年にア
セットマネジメントを実施しています。
　その後、平成25年度の「アセットマネジメント簡易支
援ツール」を活用し、当時の更新事業計画に反映させま
した。
　また、令和３年度には、今後30年間の「長期的収支見
通し」並びに「水道施設更新計画」の策定にあたり、同
じく簡易支援ツールにより、将来の水需要等を踏まえた
ダウンサイジング計画を反映させた更新需要を算定し、
これら計画に活用しました。

４．課題と対応策

　前述のとおり、これまでも安定給水を確保するために
適切な施設管理に努めてきましたが、アセットマネジメ
ントの実施を通して様々な課題が明らかとなりました。 
　なかでも最も大きな課題としては、水道施設の資産情
報（施設合帳、点検記録簿、修繕履歴等）の管理媒体が
紙ベースであり、様式も統一されていないことなどから
十分に蓄積・活用できていない状況となっていました。
　この課題を解決するためストックマネジメントシステ
ムの導入を進めることとし、平成29年度にはシステム導
入に向けた具体的な整備内容や機能の検討を行うため、
ストックマネジメント導入検討委員会の設置、令和２年
度よりタブレット端末を活用したデータ整備に着手し、
一元管理できるシステムの導入を図っているところで
す。

５．ストックマネジメントの活用

　令和４年３月に策定した「鹿児島市上下水道ビジョン」
では、基本目標「健全な事業運営」の取組事項のひとつ
として「ストックマネジメントシステムの活用」を掲げ
ています。
　ストックマネジメントシステムの導入により、膨大な
施設の状況把握と予防保全的な維持管理が可能となった
ことから、今後の活用にあたっては、システムを用いた
維持管理業務を実施するとともに、本格的な活用を進め
るため、前述した「水道施設更新計画」など現計画との
検証作業を行うこととしております。
　なお、資産情報のデータについては今後も蓄積作業を
重ねるとともに、将来的には、システムを用いたストッ
クマネジメント計画を策定し、事業計画に反映させるこ
ととしております。

６．おわりに

　本市水道事業を取り巻く環境は、給水人口減少などに
より水需要は減少傾向にあり、一方、老朽化し更新が必
要な施設は増加傾向にあります。
　このように経営環境の厳しさが増すなかで、健全な水
道を維持し次世代に引き継ぐためには、将来を見据えた
持続可能な事業運営が必要であり、アセットマネジメン
トの実践は必要不可欠となっております。
　本市ではアセットマネジメントへつなげるための重要
な要素となっているストックマネジメントの更なる充実
に努めており、今後の事業運営にアセットマネジメント
を効果的に活用できるよう、継続的な改善に取り組んで
参りたいと考えております。

写真ー３　桜島
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踏まえ、標高が高い自然排水区域では５年確率降雨（47.2
㎜/hr）、標高が低いポンプ排水区域では10年確率降雨

（57.9㎜/hr）、浸水が発生した際に影響が大きい横浜駅周
辺地区（特別地区）では30年確率降雨（74.2㎜/hr）の３
つの目標整備水準を設定し、下水道施設の整備を推進し
てきた（図－１参照）。

１．はじめに

　横浜市では、汚水処理開始の10年前である昭和27年に
下野谷ポンプ場（現在は廃止）を直営施工により竣工・
供用開始させて以降、ポンプ場と幹線を市内各地で順次
整備することで浸水対策を進めてきた。その後、平成16
年に本市を襲来した台風22号（写真－１参照）、23号に
よる計1,100棟を超える浸水被害の発生を契機として対
策の加速化を図り、さらには、計画を上回る超過降雨の
発生増加をふまえて、内水ハザードマップやグリーンイ
ンフラといったソフト対策に取り組むなど対策の拡充も
図ってきた。
　しかし、近年は気候変動により、水害が頻発化・激甚
化しており、過去に経験したことのない豪雨が発生する
可能性も高まっていることから、気候変動を踏まえた新
たな考え方で対策を講じることが必須である。
　本誌2020年夏号にて、「気候変動を踏まえた上下水道
事業のあり方」というテーマで、本市下水道事業の取組
を紹介させていただいた。この度、続報を執筆する機会
をいただき、現在、本市で行っている取組について、浸
水対策を中心に紹介させていただく。2020年夏号の寄稿
文と比較しながら読んでいただければ幸いである。

写真－１　横浜駅西口の浸水（平成16年台風22号）

２．横浜市におけるこれまでの浸水対策と進捗状況

　本市では、国が設置する社会資本整備審議会の答申を

横浜市における気候変動を踏まえた
下水道事業の取組について

クローズアップ　水坤 vol.60 掲載記事『事例報告「気候変動を踏まえた上下水道
事業のあり方～横浜市における下水道事業の取組について～」』の続報

横浜市／下水道河川局／マネジメント推進部／
マネジメント推進課／担当係長　　　　　　　　河本　武

1

⾃然排⽔区域 ポンプ排⽔区域

【⾃然排⽔区域】
5年確率（47.2㎜/hr）

【ポンプ排⽔区域】
10年確率（57.9㎜/hr）

【特別地区（横浜駅周辺地区）】
30年確率（74.2㎜/hr）

図－１　本市における目標整備水準
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【ポンプ排⽔区域】
10年確率（57.9㎜/hr）

【特別地区（横浜駅周辺地区）】
30年確率（74.2㎜/hr）

図－２　浸水対策の進捗度
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　施設整備にあたっては、これまで「再度災害防止」の
観点により、浸水被害が発生した地区から優先して整備
を進めてきており、令和７年度末までに過去に浸水被害
を受けた179地区のうち158地区、約９割で整備が完了す
る予定であり、対策の完了が近づいている（図－２参照）。

３．気候変動による影響

　近年、気候変動の影響により全国で水害が頻発化・激
甚化しており、気象庁のデータによると50㎜/hr以上の
短時間強雨の、直近10年間の平均年間発生回数は、約40
年前に比べ全国で約1.5倍に増加している（図－３参照）。

図－３　全国の50mm/hr以上の降雨発生回数の推移
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　また、本市においても令和元年９月に、既往最大降雨
を更新する、100mm/hrを観測（栄区　上郷消防出張所）
するなど、これまでに経験のない大雨が発生している。
　さらに、国が設置した技術検討会において、2040年に
世界の平均気温が２℃上昇（COP21で採択されたパリ協
定により掲げられた目標値）した場合、関東地方の降雨
量が現在の1.1倍に増加する予測が示されている（表－１
参照）。

表－１　２℃上昇した場合の降雨量の増加予測

４．気候変動を踏まえた浸水対策プランの策定

　「再度災害防止」の観点による浸水対策が完了に近づい
ていることや、気候変動による影響を踏まえ、新たな下
水道による浸水対策プラン策定に向けた検討を進めてお
り、令和７年３月の策定・公表を予定している。
　以下に本プランの基本的な考え方を紹介する。

（１）事前防災の推進
　これまでの浸水対策は、過去に浸水被害が発生した地
区を優先する「再度災害防止」の観点で進めてきた。今
後の下水道施設の整備は、再度災害防止の対策完了が近
づいてきていること、気候変動の影響により雨の降り方
が変化していること等を踏まえ、「再度災害防止」の観点
に加えてこれまで浸水被害が発生していない地区におい
ても浸水シミュレーションを活用して浸水リスクを評価
し、浸水リスクが高い地区から先手を打って施設整備を
進める「事前防災」の観点で進める。
　浸水リスクは、雨水の流れをもとに市域を6,122地区に
分割し、「浸水想定」と「浸水の影響度」によって評価を
行う（図－４参照）。「浸水想定」は、浸水シミュレーシ
ョンを活用して算出した浸水想定の広さや深さ、「浸水の
影響度」は、人口や資産などの分布状況に加え、特に浸
水した際に影響が大きい地下街・地下施設、鉄道駅など
の施設の分布状況のデータを使用し、マトリクスによっ
て浸水リスクを評価（図－５参照）し、浸水リスクの高
い地区から対策を進めていく。
　気候変動の影響により降雨量が増加するとの予測が示
されていることから、国から示されている降雨量変化倍
率をもとに、これまでの目標整備水準を1.1倍に引き上
げ、雨水幹線等の下水道施設の整備を強化していく。

図－４　浸水リスクの評価
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図－５　マトリクスによる浸水リスクの評価
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（２）減災目標の設定
　目標整備水準を超える降雨が発生していることなどを
踏まえ、市民の皆様の生命・財産を守るため、新たに「減
災目標」を設定する。
ア） 甚大な被害を防ぐ目標（100㎜/hr・床上浸水の概ね

防止）
　甚大な被害を防ぐ目標は、本市で令和元年に時間最大
降雨量100㎜が観測されたこと、床上浸水は床下浸水に
比べ、財産への被害が多く復旧するための費用と時間が
増加することを考慮し、100㎜/hrの降雨で床上浸水を概
ね防止することとする。
イ）命を守る目標（153㎜/hr・安全な避難の確保）
　命を守る目標は、「浸水想定（洪水、内水）の作成等の
ための想定最大外力の設定手法」（平成27年７月　国土
交通省　水管理・国土保全局）において示されている、
想定し得る最大規模の降雨である153㎜/hrの降雨で安
全な避難を確保することとする。

５．横浜駅周辺の浸水対策

　横浜駅は、６社９路線本市最大のターミナル駅であり、
大型商業施設や地下街を有する、本市の重要な拠点の１
つである。ひとたび浸水が発生すると経済活動や事業活
動への影響が大きいことから、横浜駅周辺地区約140ha
の目標整備水準を30年確率降雨に設定し、さらに、都市
機能が集積する約30haの地区を下水道法に基づく「浸水
被害対策区域」に全国で初めて指定するなど、官民をあ
げて浸水対策を強化している。
　30年確率降雨整備に向けたハード整備として、令和２
年度に、エキサイトよこはま竜宮橋雨水幹線の工事に着
手し、シールド発進（φ3,750mm、L=約５km、写真－
２参照）に向けた立坑を築造中である（令和６年11月現
在）。ポンプ施設としては、揚程約70mの東高島ポンプ
場の整備が令和８年度に着手予定であり、早期効果発現
に向けて順次整備を進めていく。

写真－２　立坑築造状況

　令和２年６月に開業した横浜駅の駅ビル「JR横浜タワ
ー」では国と本市が整備の一部を補助し、事業者である
JR東日本が雨水貯留施設を整備した。まちづくりに併せ
てこうした取組を進めることで、将来的に50年確率降雨

（約82mm/hr）まで浸水に対する安全度を向上させてい
く。

６．下水道水位情報の発信

　水位が目に見える河川とは違い、下水道管は、内水氾
濫が発生する前に管内の状況や傾向を把握することが困
難である。下水道管内の水位情報をリアルタイムに公表
することで、市民や地下街管理者の皆様に水害に対する
防災意識の向上や迅速な防災行動に役立てていただくこ
とを目的に、令和３年６月より横浜駅西口の４箇所にて
水位情報の提供を開始し、令和４年からは東口の２箇所
でも開始している。
　水位情報は、ホームページにて公表しており、パソコ
ン、スマートフォン、ガラケーで誰もがリアルタイムに
水位情報を知ることができ、横浜駅周辺の地下街管理者
には避難行動開始を判断するためのツールの１つとして
活用いただいている。
　さらに、地下街を有するターミナル駅である戸塚駅周
辺でも、令和７年３月末より、水位情報の発信を予定し
ており、下水道水位情報の活用に向けて、区役所と連携
しながら地下街管理者への働きかけを行っていく。

７．おわりに

　新たに策定する浸水対策プランを着実に推進すること
や、ハザードマップや下水道水位情報といったソフト対
策を積極的に活用することで、気候変動によって狂暴化
する豪雨から、市民の生命・財産や都市機能を守るとい
う使命を将来にわたって果たしていきたい。　
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う教えられておりましたので、最初に使用する計算ソフ
トについては、必ず手計算で追えるように理解をしてい
ました。その考え方はいまでも継続しています。
　今はCADソフトが全盛の時代でありますが、平成７年
当時は、ちょうど手書きとCADの図面が混在していた時
代であり、入社当時にCADはまったくの未経験だったの
で、仕事の合間をみて使い方を覚えていました。また、
手書きの図面も作成していましたので、テンプレートで
文字をきれいに書く方法など教えてもらった記憶があり
ます。また当時は大判のインクジェットプリンターなど
なく（すくなくとも当社にはありませんでした）、CAD
からの印刷もペンプロッターが主流でした。管きょの縦
断図を、原図のメッシュに合わせる位置の補正方法など、
記憶にある方もいらっしゃるのではないでしょうか。
　報告書も当時は、パソコンではなくワープロで作成し
ており、原稿を手書きの下書きや過去報告書からの切り
貼りで作成し、派遣職員にお願いして打ち込んでもらい
作成していました。図表番号やページも別に作成し原稿
に貼っていました。
　20年前は、手作業が主流で手間も時間も現在にくらべ
大幅に費やしていましたが、その分、理解する力が養わ
れ、現在の技術の礎となっていることと思います。また、
達成感はいまよりも大きかったような気がします。

（２）10～20年目
　入社してから10年目に、新技術を研究するため技術情
報部という部門へ配置換えとなりました。当時、下水道
では施設の延命化に寄与するための長寿命化計画策定に
向けた検討がはじまっていました。既往インフラの長寿
命化技術を学びながら、下水道施設への適用について研
究が必用となり、私がその役割に選ばれました。当社で
はすでに、橋や舗装に関して、業務化に向けた長寿命化
技術の研究が先行して進んでおりました。まずは、その
内容を理解し、重要度を考えた優先順位の設定、ライフ
サイクルコストシミュレーション、リスクマネジメント
などを、下水道施設に適用させる方法など、全国の事例
収集や講習会・勉強会などに参加し、学んできました。
当時、北海道で樋門や堰などの河川施設の長寿命化計画
策定が始まり、私もそのプロジェクトに参加させていた

１．はじめに

　私は平成７年（1995年）４月に株式会社ドーコン下水
道部（部名は当時）に入社しました。入社時より下水道
事業を主とする部に所属し、以来現在まで28年間、下水
道事業を主としながら、上水道などの事業にもかかわっ
てきました。
　平成７年当時、私が暮らす北海道の下水道普及率は74
％であり全国の都府県に比べても割と高い普及率でし
た。まだ未整備の地区も多く、未普及解消にむけた施設
整備が増大する時代を入社時に過ごすこととなります。
　令和５年（2023年）度末の北海道の下水道普及率は92
％におよび施設整備の波は穏やかになった一方で、古く
に急速に整備された施設の改築需用の波がおとずれるこ
とになります。
　この30年間で下水道事業は様々に移り替わり、私もい
ろいろな経験をさせていただきました。
　寄稿にあたり、私が経験してきた過去の仕事内容や会
社の取り組みなど紹介させていただきます。

２．仕事の変遷

（１）入社当時～10年目
　私は入社当時、主に下水道終末処理場やポンプ場の建
設に関する土木技術者として、仕事に従事していました。
入社した４月は、当該年度の工事発注のための発注図や
参考設計書の整理時期であり、最初の仕事も参考設計書
の作成だったことを覚えています。パソコンは使ってい
たものの、当時の設計書はまだ手書きで、工事単価もサ
イクルタイムから積みあげる必用があったものなどがあ
り、作業に手間と時間を要していました。現在は様々な
積算ソフトが誕生しており、入力が簡素化され時間の効
率化を図ることができています。
　施設の構造計算書についても、入社当時は大部分が手
書きの計算書でした。構造フレームの一貫計算は電算機
器で計算していましたが、各部の断面計算はそれぞれ、
手作業での計算でした。当時先輩からは、仮設などの構
図計算ソフトの入力方法を覚えるだけではダメで、しっ
かりその計算方法や計算のロジックについても、学ぶよ

下水道技術者として

会員寄稿

株式会社ドーコン／都市環境部／技師長　木根靖彰
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だきました。施設の優先度を、施設配置の環境条件と劣
化度のマトリクスで設定するなど、現在の下水道施設の
考え方に類するものとなっており、のちの下水道施設で
の検討で役立ちました。
　下水道の長寿命化は現在ストックマネジメントとな
り、重要な事業のひとつです。このころ、施設整備から
再構築の時代に変ってきたのかなと思います。

（３）20年目～現在
　令和元年（2019年）10月末日、当社は諸事情により、
いままで一つのビルで働いていた各部が、札幌市内に分
散して働くこととなりました。
　私がいる部門も別のビルに居を構えることとなり、そ
の際に、職場環境の改善を目的としたフリーアドレスを
実施することとしました。コロナ禍も重なり出社制限が
かかる中、在宅勤務も併用することが必用となり、限ら
れた空間を有効に使えるよう取り組みを実施しました。
　職員ひとりひとりに個人用のロッカーを準備し、毎日、
仕事の資料などは帰宅時に片づけてもらうようにお願い
しました。標準的な３列横並びの机の他、集中スペース
とした個人ブースや、プロジェクト単位で顔を合わせて
仕事ができるような、大机のスペースを準備し、日々の
仕事の特性に合わせ、雰囲気を変えられるような取組を
行いました。
　各スペースを有効に活用いただいたとともに、今まで
のように紙に埋もれている職場ではなく綺麗な職場環境
を創出することができました。昨年の11月から再度本社
ビルへ引っ越し、スペースの都合上フリーアドレスは継

続できませんでしたが、職場を綺麗に保つということが
職員それぞれクセとなり、１年が経過しましたが、綺麗
な職場を継続することができています。

３．プライベート

　年齢とともに体を動かす機会も減り、趣味はもっぱら
スポーツ観戦が多くなりました。そんな中でも、学生時
代から観戦しているのがF1（フォーミュラ１）です。F1
は国際自動車連盟が主催する最高峰の自動車レースであ
り、その時々の最高の技術が投入されたマシンで行われ
ます。日本からもフル参戦しているドライバーは、1987
年に中嶋悟氏が初参戦以降10人おり現在でも、一人の日
本人ドライバーが参戦中です。今年は３月末の第１戦か
ら12月初めの第24戦の日程で開催されており、日本でも
４月に日本グランプリが鈴鹿サーキットで行われまし
た。今までの日本人ドライバーの決勝での最高位は３位
で３人が表彰台にあがりました。この寄稿を考えている
この週末、現在参戦中の角田裕毅氏がブラジルグランプ
リで予選３位となりました（決勝は７位残念！！）。30年
以上観戦していますが、実は実際のサーキットで観戦し
たことはなく、いまはサーキットに行って観戦すること
が目標です。

４．おわりに

　簡単ではありましたが、入社から現在までの私の仕事
の経験をお話しさせていただきました。いままでに様々
な工種の人たちからいろいろなことを学ばせていただき
ました。多くの経験から学んだことをこれからも発揮し
て、今後も継続していく水インフラの事業に貢献してき
たいと考えています。写真－２　集中スペース

写真－１　執務スペース

写真－４　出社～退社

写真－３　大机スペース
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　皆様は、雑誌・ポスターなどで写真（写真－１）のよ
うな景色を見たことがあると思います。
　水墨画のような只見川の景色と四季折々の変化のある
車窓が、まさに風光明媚な路線です。

（２）只見線の歴史
　只見線は、大正15年から建設が始まり、暫定的に開業
をしながら、昭和29年に新潟県側が「大白川駅」（現：
魚沼市）まで、昭和31年に福島県側が「会津川口駅」

（現：金山町）まで開業しました。　　　　　　　　　　
　当時は、新潟県側が小出駅起点とした「只見線」、福島
県側が会津若松駅を起点とした「会津線」という名称で
した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　昭和32年から『国土開発法』に基づき只見川電源開発
事業が加速して、本格的なダムが建設されることになり
ました。只見川沿いの町は、『奥只見』と言われ、現在で
も全国有数の豪雪地帯となっており、冬期は豪雪により
主要道路も度々通行止めになるため陸の孤島となってし
まうためダム建設の物資運送手段として鉄道が不可欠で
した。そういった背景から、当時只見川電源開発を担っ
ていた『電源開発㈱（現：J-power）』が福島県金山町ま
で敷設された「会津線」を、さらに只見町までの27.6㎞
を延伸させ、その後国鉄に事業移管し『会津線』の営業
路線となりました。　　　　　　　　　　　　　　　　
そして、昭和46年に福島県と新潟県境に鎮座する浅草岳

（標高1,583.5m）を貫く『六十里越トンネル（延長6,359m）』

　まずは、令和６年１月に発生した能登半島地震で被災
された方々、また９月に発生した能登半島豪雨に被災さ
れた方々に対し、謹んでお見舞い申し上げます。

１．はじめに

　寄稿を依頼されたとき、何を書いたらいいのか悩みま
した。悩んだ結果、とても指向的な文章となってしまい
ますがご容赦ください。
　私は、昔から鉄道でのんびり旅をするのが好きでした。
　今は、家庭の用事などで一人旅をする事は少なくなり
ましたが、以前はよくフラッとローカル線の一人旅に出
かけていたものです。　「一人旅」といっても私の場合
は、今で言うところの『鉄オタ』と言われるような写真
を撮ったり、列車音を録音したりとかいうことではなく、
ただ列車に乗って車窓を眺めるだけで、ろくに途中観光
もせず、すぐ折り返し帰るような旅行ですので、家族か
らすれば「何がおもしろいのか…」という疑問があると
思いますが、それでも乗っていると「何故こんな場所に
鉄道を通したのか？」「どんな人が乗ってくるのか？」と
か様々な事に興味を持ってしまいます。
　前置きが長くなりましたが、そんな私が東北地方で一
番印象深かったローカル線『只見線』を紹介したいと思
います。

２．只見線について

（１）只見線について
　只見線は、福島県会津若松市にある会津若松駅と新潟
県魚沼市にある小出駅を結ぶ全長135.2㎞のJR東日本に
所属する単線非電化の路線です。
　全線を乗り通せる列車は、一日３往復しかなく、途中
下車したら次の列車がない！と、いう程の超ローカル線
になります。もっとも沿線に全く町がないわけではなく、
只見線の沿線市町村と人口は、福島県側から、会津若松
市（112,000人）、会津美里町（18,500人）、会津坂下町

（14,500人）、柳津町（2,900人）、三島町（1,400人）、金山
町（1,700人）、只見町（3,800人）、新潟県側は魚沼市

（32,600人）となっています。

がんばれ「只見線」

会員寄稿

株式会社日本水道設計社／仙台事務所長　三浦　淳

写真－１　只見川第一橋梁
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が完成し、新潟県側『只見線』と福島県側『会津線』が
一つの線路で繋がり、同年全線を『只見線』と改名し全
線開通に至っています。

（３）只見線の苦難
　只見川沿いの山深い峡谷をたどる姿から全国屈指の秘
境路線と言われる只見線は、度々斜面崩壊や落石または
増水の被害にあってきました。さらに東日本大震災が発
生した年の2011年７月27日から30日にかけて新潟県や
会津地方西部を中心に猛烈な豪雨（３日間の雨量710㎜）
が襲い、震災に追い討ちをかけるような大きな被害が発
生しました。『平成23年新潟・福島豪雨災害』です。　
　只見線はこの豪雨災害で、『只見川第５橋梁』～『只見
川第８橋梁』のすべてにおいて橋脚や桁が流出し、また
トンネルやスノーシェッドへの土砂流入、盛土崩壊で、
小出駅から会津坂下駅間の113.6㎞が運行休止となりま
した。これは全区間の84％が不通となったという事にな
ります。
　懸命の復旧作業により会津坂下駅から会津川口駅は営
業再開にこぎつけたものの、甚大な被害となった会津川
口駅から只見駅間の27.6㎞は長期運行停止を余儀なくさ
れました。その後2022年の復旧まで11年の歳月を要しま
した。
　この期間は、東日本大震災に併せ福島第一原発事故に
より不通となっていたJR常磐線の「いわき駅」～「原ノ
町駅」間の復旧に要した期間９年よりも長いのです。
　もちろん復旧への環境が様々なので、一概に比較には
なりませんが、これには只見線特有の理由もあります。
　災害前の只見線は全国でもトップクラスの赤字路線で
した。国鉄からJR東日本に移譲された1987年時点での
平均通過人員は、全区間（会津若松－小出）で644人/
日、災害があった2011年は316人/日、特に災害による
不通となったバス代行区間（会津川口－只見）では21人/
日です。
　また、地方交通線（ローカル線）の収支には『営業係
数』という数値が使われます。営業係数とは「100円の

営業収入を得るために要した営業費用の指数」であり、
数値が100を超えれば赤字路線という事になります。
　只見線の2022年営業数値は下記の通りです。
　
　① 会津若松－会津坂下　 …688
　② 会津坂下－会津川口　…4,199
　③ 会津川口－只見（バス代行路線）…6,700
　④ 只見－小出　…7,845
　　 　　　※営業係数は2022年より採用
　
　上記①に示す「会津若松－会津坂下」は、高校生の通
学に利用されている事から全体の中でも比較的営業係数
の数値は低いですがそれでも６倍以上の費用がかかって
います。また、他の線区は軒並み4,000を越えている非常
に高い数値です。つまり営業収入を100円得るのに4,000
円以上の費用を要するということですので大きな赤字を
計上し運行している状態です。先述の平均通過人員の数
値からも分かる通り、只見線は開業時より赤字運行が続
いておりました。
　ちなみに「営業係数」は、地方交通線（ローカル線）
のみ公表されているため、「営業収支」という数値で比較
すると、JR東日本管轄で営業収支が一番高い線区は「東
海道本線」となり1,906億円です。そして只見線は、
５億９千万の赤字です。
　この豪雨災害のあと当初JR東日本側は、復旧に難色を
示し、只見線の廃止（バス転換）を提案しました。
　地方交通線（ローカル線）のほとんどが営業収支で赤
字を計上しているJR東日本としては、只見線の収支改善
は困難と判断した事になります。
　さらに、流出した『只見川第５～８橋梁』は、橋脚そ
のものが倒壊流出している箇所があり、今後同じような
災害への対策を検討した設計建設をする必要があり、そ
れに要する時間と費用を考えた場合、只見線の運航継続
を断念したという事でしょう。

３．只見線の復旧に向けて

（１）只見線が鉄路復旧となった理由
　過去に只見線と同じようなケースがありました。
　岩手県宮古市にあるJR山田線茂市駅から岩手県下閉
伊郡岩泉町を結ぶ『JR岩泉線』38.4kmの路線です。
　岩泉線は、2010年７月に土砂崩れによる脱線事故のた
め全線運休となりました。2012年にJRは復旧を断念して
バス輸送に転換する方針を出しましたが、当時並行して
いた国道340号線は、途中標高645ⅿの押角峠があり、峠
道路は狭隘道路で悪路であったため、バスが通れる道路
ではなかったのです。
　JRと沿線自治体との協議は難航しましたが、国道340
号線の道路改良事業にJR東日本が協力する形で合意に写真－２　流出した只見川第5橋梁（画像：JR東日本）
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至り、岩泉線の廃止が決定しました。
　この岩泉線と同じように、JR東日本は只見線の災害不
通区間を鉄路復旧するのではなく、バス転換を提案した
わけですが、只見線の場合は状況が違いました。
　只見線沿線にもほぼ並行して国道252号線があります
が、この地域は日本でも有数の豪雪地帯です。第二章で
紹介した通り、新潟と福島の県境には浅草岳を中心に
2,000ⅿ級の山が連なる越後山脈があり、山脈を越える国
道252号線は冬期閉鎖となります。
　また国道252号線のそれ以外の区間でも豪雪により障
害が多く発生し、もし通行止めとなった場合は、只見町
は陸の孤島となってしまいます。
　高齢化が進み、人口減少に歯止めがかからない地域で
は、病院や福祉などの施設に通うのも、越境しなければ
なりません。今までの移動手段である自動車もいずれ運
転できなくなるでしょう。
　つまり只見線は、地域の安全と非常時の避難路として
の役割を担っているということになります。
　事業が、国有の国鉄から民営化されたJR東日本に移行
しているとはいえ、今でも鉄道は公共交通事業としての
社会的責任があるという事を考えると鉄道を存続する意
義があると考えます。

（２）鉄路復旧への道のり
　しかし、当初試算では「復旧させても赤字」という状
態でした。只見線の運転再開までのドキュメンタリー映
画『霧幻鉄道　只見線を300日撮る男』の主人公である
星　賢孝氏は、「１日３往復の列車をすべて満員にしても
赤字」と言っています。そのような状態からどのような
復旧となったのでしょうか。
　元々、2000年代後半に「只見線活性化対策協議会」が
只見線沿線の10市町村（福島県、会津若松市、会津美里
町、会津坂下町、柳津町、三島町、金山町、只見町、昭
和村、魚沼市（新潟県））で構成されていました。災害前
の主な活動は、只見線の利用促進、列車の増便、冬期間
の運行確保などをJR東日本に要望することでした。
　2011年豪雨災害による只見線の不通に対し、「協議会」
は復旧と存続を要請しますが、復旧に係る費用は約85億
円、期間は４年以上という試算に対し、JR東日本は「単
独での復旧は困難」という見解でした。そこで沿線自治
体は、「只見線復旧復興基金」を設立、復旧費用の１/４
にあたる約21億円を負担する計画を立て、さらに沿線自
治体住民を巻き込んだ利用促進活動に力をいれます。
　私は、この時期に郡山営業所の配属でしたので、只見
線沿線自治体には定期的に訪問しておりました。自治体
には、只見線利用促進キャンペーンなどのポスターが貼
られ、様々なグッズや地元紹介冊子などがあり、訪問す
るのがとても楽しかったことを覚えています。
　また趣味の旅行でも只見線を利用しましたが、地元住

民による対応がとても快く感じました。
　自治体と住民が一体となって只見線復旧へ取り組んで
いる姿勢に感動すら覚えました。
　しかし、それでも会津川口駅と只見駅の区間はバス代
行が続き、JR東日本はバス代行の状況を開示しました。
列車では３往復だったものをバス６往復に増便させてい
ましたが、１便当たり平均乗客数４人程度と、将来的に
バス転換でも収支では厳しい現実がありました。
　そこで「協議会」は大きな決断をします。それは「復
旧後の赤字でも支援を継続する」というものでした。
　そこから、「協議会」にJR東日本を加えた「JR只見線
復興推進会議検討会」を発足し、様々な検討をした結果

『上下分離方式』にして鉄路として復旧させることになっ
たのです。
　
　※上下分離方式とは…
　
　　上部…運行、運営を行う
　　下部…施設の維持管理を行う
　　上部と下部を独立した会計にて運営する方式
　　　※ 以前は、第三セクターという方式が主であった

が、運賃の上昇や人員の育成コストなどで経営
状態が悪くなり廃線になる事業者も多い

　
　つまり、只見線の『上下分離方式』は、鉄道インフラ

（駅、橋、トンネルなどの鉄道施設）は自治体に所属し、
列車の運行・車両の管理はJR東日本が行い、運行に際し
自治体へ施設使用料を支払うことになります。
　上下分離方式は、施設維持を担う地元への負担が多く
なります。しかし鉄道がなくなれば、地域に人は来なく
なり、地元の人口流出も加速する。人口減少を食い止め、
周りから多くの人に来てもらいたい。そうした思いが「只
見線を鉄路として継続したい！」という一つの思いとな
り出した結果です。
　これから只見線は、地域輸送であった役割に加え、観
光路線へと変わっていく事になると思います。
　実際に「協議会」は『只見線利活用計画アクションプ
ラン』を発表し、様々な只見線の活用を提案しています。
　沿線自治体は、只見線を観光資源の一つと捉え、地域
活性化につなげるべく活動を開始しております。
　そのための費用として年間２億円以上を投じるという
決断をしています。
　実際、只見線からの車窓は、鉄道ファンではない方も
楽しめる路線です。
　秘境路線ではありますが、関東からでも日帰りで楽し
める路線ですので、是非興味をお持ちになった方は只見
線を楽しんでみて下さい。
　私も、これから只見線ファンとして、只見線を見守っ
ていきたいと思います。
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《参考》東京発日帰り「乗るだけ」プラン
　　　東京発　 9：40　やまびこ55号
　　　郡山着　10：58　（磐越西線に乗換え）
　　　　　発　11：15
　会津若松着　12：31　（只見線に乗換え）
　　　　　発　13：05
　（只見線）
　　　小出着　17：47　（上越線に乗換え）

　　　　　発　18：31
　越後湯沢着　19：13　（上越新幹線に乗換え）
　　　　　発　19：40　とき340号
　　　東京着　21：10
※沿線は、宿泊可能な温泉施設も多数あります。
※但し、途中駅（秘境駅）で降りる際は注が必要
　次の列車が次の日になる事もあります。
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方はメキメキと上達し、SAJ１級が取得できるまでにな
りました。サークルメンバーは長野県出身者が多く、な
かには指導員取得者や元ワールドカップ選手等、強者も
いて、熱心に教えてもらえたことも大きいです。
　話が横道にそれましたが、スキーサークルの仲間に登
山好きな方がいて、ふとしたきっかけで登山に行くこと
に。社会人になるまでの登山経験は、小学校、中学校の
学校行事で登った、飯綱山（長野市）、乗鞍岳（松本市）
位で、約10年振りの登山でした。
　久しぶりの登山は、日本百名山の一つ木曽駒ヶ岳（駒
ケ根市）。早朝に長野市を出発し、一路、登山口がある駒
ケ根市へ、当時は今ほど登山ブームではありませんでし
たが、登山口の千畳敷カールはバス、ロープウェイで簡
単に行けるうえ、眺望が素晴らしい場所なので、そこだ
けを目指していく一般観光客も多く、バスもロープウェ
イも激混み。
　混雑具合はどこかのレジャー施設と変わらない位でし
たが、ロープウェイを降りて登山口に到着すると千畳敷
カールの絶景が待っていました。当日は曇一つない快晴
でしたので、中央アルプス、南アルプスの山々を見なが
ら登ることができ、また、山頂からは御嶽山（王滝村）
が望めるなど、それまで体験したことのない非日常を味
わうことが出来ました。

（３）その後も誘われるたびに
　木曽駒ヶ岳の登山をきっかけに登山を始めることにな
り、それ以降も、北アルプスの唐松岳（白馬村）、八ヶ

１．はじめに

　私は長野オリンピックが開催された1998年４月に地元
の長野で社会人生活をスタートさせ、東日本大震災直後
の2011年４月に新日本設計株式会社に入社しました。社
会人になり早いものでもう25年以上が経過し、その間、
転職等がありましたが、生活の拠点はずっと長野のまま
です。
　長野県は自然豊かな地域であり、夏は登山、冬はスキ
ーを目当てに県外からも多くの方が訪れます。そんな地
域で育ちましたので、幼い頃より自然に触れ合う機会が
多く、特にスキーは私が幼い頃は冬のレジャー＝スキー
という時代でしたので、当たり前のように冬は家族、友
人とスキーに出掛けていました。今でもスキーは続けて
いますが、それに加え、夏は登山、登山ついでに写真撮
影も楽しんでいます。この寄稿では、私の趣味について
触れていきたいと思います。

２．登山との出会い

（１）実は元々はあまり興味がなく
　今でこそ、夏は登山に行くのが、当たり前のような休
日を過ごしていますが、登山に興味を持ったのは社会人
になってからで、学生時代には周りに登山をしている人
がいなかったこともありますが、興味はありませんでし
た。では、なぜ登山に行くようになったのか。そこには、
社会人になって所属したスキーサークルの仲間の影響が
ありました。

（２）スキー仲間に誘われて
　私が社会人になった頃はまだ、スキーブームが続いて
おり、その流れに乗って知人に誘われてスキーサークル
に所属することに。当然、スキー好きの集まりですので、
冬は毎週スキーに行く生活が始まります。当時は同年代
の仲間も多く、誘われるがままに長野県内各地のスキー
場へ、時には泊りで行ったり、そんな生活を繰返してい
ると、給料の大半がスキーに消えていくわけで、スキー
シーズンが終わるころには、金欠なんてことも。
　ただ、毎週のように滑りに行ったおかげで、スキーの

気が付けばもう20年以上

会員寄稿

新日本設計株式会社／長野本社／第３技術部／課長　室賀一哲

写真－１　千畳敷カール
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岳、紅葉の名所で日本百名山の雨飾山（小谷村）や近場
の黒姫山、戸隠山、妙高山等、都合が合えば誘われるた
びに登山を楽しむようになりました。

３．今ではすっかり山の魅力にとりつかれ

（１）�はじめての小屋泊登山、そこでは山の洗礼を浴びる
ことに

　登山を始めた頃は知識、経験がありませんから、登山
経験のある方に連れて行ってもらっていましたが、登山
の魅力にはまっていくと、今後はあの山に登りたいとか
段々に欲が出てきました。
　登山を始めて３年位経つと、今度は自分が企画して登
山をするように。近場の里山からはじまり、徐々にアル
プスや八ヶ岳といった名のある山にも挑戦するようにな
りました。最初の頃は日帰り登山ばかりでしたが、欲望
は止まらず小屋泊りの登山にも行くようになり、初めて
行った泊りの登山は北アルプスの白馬岳。この時も天気
が非常に良く、ついついテンションが上がりハイペース
に、しかし、ここで山の洗礼を浴びることに。日帰り登
山の時よりも装備が重く、また行程も長いため、ハイペ
ースがたたり、ガス欠状態になりヘロヘロになりながら
小屋に着いたのをよく覚えています（それ以降、ペース
配分には気を付けています）。とはいえ、それで登山が嫌
になったわけではなく、それ以降も年１～２回位は小屋
泊の登山も楽しんでいます。

（２）富士山、奥穂高岳、槍ヶ岳にも
　登山の魅力は何といっても、簡単には味わうことので
きない大自然のパノラマと山頂に立った時の達成感にあ
ると思います。その味を一度覚えてしまうと、絶景と非
日常を求めて幾度となく山へ。富士山、奥穂高岳、槍ヶ
岳、御嶽山、立山、北岳、仙丈ケ岳等、3,000ｍ超の山々
にも登頂し、日本百名山も約40座登頂を果たしました。
槍ヶ岳では絶景だけでなく、当時85歳で単独登山をして
いたご老人が、朝から生ビールを美味しそうに飲んでい

た光景は、とても印象に残っています。
　また、好山病の症状は深刻で（笑）、実は新婚旅行も登
山ができるという理由でカナダへ（妻も登山好きです）。
往復10㎞超のカナディアンロッキー登山を満喫してきま
した。

（３）日帰り登山の限界に挑戦
　長年登山をしていると、気が付けば長野市から日帰り
登山できる県内の山は、ほとんど行き尽くしてしまいま
した。そうなると、谷川岳、日光白根山、至仏山（以上、
群馬県）、恵那山（岐阜県）、両神山（埼玉県）、大菩薩嶺

（山梨県）、弥彦山（新潟県）等、県外の山にも登るよう
になり、場所によっては歩いている時間より、車の運転
をしている時間の方が長いなんてことも。夜明け前から
就寝直前までの行動だったので、結構大変でしたが、今
となってはいい思い出です。

（４）たまには冬や残雪期にも
　周りに冬山経験者がほとんどいないので、本格的な登
山は夏山だけですが、雪化粧した山はとても魅力的です。
それに惹かれて、たまには雪山にも行くようになり、特
に冬の上高地は夏の賑わいがうそのような非常に静かな

写真－２　槍ヶ岳

写真－３　奥穂高岳からの眺望

写真－４　立山と剣岳
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空間で、絶景を独り占めできるので、気が付けば冬だけ
で７回位足を運んでいます。残雪期には涸沢カール、唐
松岳、燕岳、立山、西穂丸山等にも行きましたが、夏と
は違う魅力がいっぱいで、なにより夏よりも人が少なく、
景色も相まって別世界感が格別です。

４．カメラ片手に

　木曽駒ヶ岳に登山に行った際、普段行けない所に行く
ので風景写真でも撮影して記録に残しておこうと思い、
その時から今現在でもカメラ片手に登山を楽しんでいま
す。木曽駒ヶ岳に行った当時は、自分のカメラを持って
いなかったので、父親の一眼レフを勝手に拝借して使用
していました。結局そのカメラはそれから10年近く私が
使用することになるのですが、古いフィルム一眼レフで
したので、近年の社会インフラ同様、老朽化が進み、毎
年のように点検、オーバーホール、修理が必要な状態に
なり、最後には次回故障したら修理不可と言われてしま
い、泣く泣く買い替えることに。
　それ以降は、デジタル一眼レフが私の相棒になり、登
山のたびに数々の絶景をカメラに収めてきました。撮影

した写真はコンテストに応募し、何度か入選を果たすこ
とができ、原田の森美術館（兵庫県）や京セラ美術館（京
都府）等に展示されたことは感慨深いです。展示後の作
品は自宅に送られてくるのですが、サイズが大きいので
自宅に飾りきれず、何枚かは会社の好意により会社内に
展示させて頂いております。

５．今でも冬はスキーへ

　登山は主にグリーンシーズンだけで、冬は今でもスキ
ーに行く生活が続いています。長野という土地柄、気軽
にスキーに行ける環境なので、朝起きて天気がいいので
そのままスキーへ何てことも。昔のように朝一からリフ
トが止まるまで滑るのは体力的にキツイので、出来ませ
んが、毎年15～20回程度はゲレンデに足を運んでいて、
12月上旬からGWまでスキーを楽しんでいます。GW辺
りは昼間は雪質が落ちて来るので、早起きして早朝スキ
ーに行くのが恒例になっています。早朝スキーは昼間よ
り人も少なく、ゲレンデも整地され締まっているので、
とてもおすすめです。

６．おわりに

　この寄稿を執筆するにあたり、自分はこれまで何座登
頂を果たしたのだろうと振り返ってみると、きっかけと
なった木曽駒ヶ岳以降、約250座、多い年で約20座登頂
しており、ほほ毎年10座以上は登頂していました。気が
付けばもう20年以上、夏は登山（時々冬も）、冬はスキ
ーと、どっぷり自然に浸かる生活をしてきました。
　密かに目標としている日本百名山の制覇はまだまだ遠
いですが、これからも「里山からアルプスまで、安全登
山」をモットーに体力、気力が続く限り登り続けたいと
思います。拙い文章でしたが、最期まで読んでいただき
ありがとうございます。

写真－５　残雪期の燕岳 写真－７　入選作品の前で記念撮影

写真－６　厳冬期の上高地（大正池と焼岳）
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有しています。
　その後、進学した中学校は市内でバスケットボールが
強く、１年生から試合に出場する機会をいただき、２、
３年生の時には県大会にも出場しました。中学校時代は、
バスケットボールを通じて多くの友人を作り、チームメ
イトとの絆を深めることができました。特に、試合での
勝利や敗北を共に経験することで、チーム全体の結束力
が強まりました。
　高校進学時には県外の強豪校への進学が内定していま
したが、県内の高校の先生から情熱的な誘いを受けたこ
とと、当時の顧問の先生から「山口県に残れば、間違い
なく県代表の選手には選ばれる」との言葉をいただき、
当時、まだ県内の中学校から県外の強豪校に進む事例も
なかったため、最終的には県内の高校に進学する道を選
びました。１年生からインターハイのベンチメンバーに
加わり、２年、３年時にはインターハイ予選決勝戦で敗
れ、悔しい思いをしましたが、国民体育大会のメンバー
に選出され、県外遠征など貴重な経験をさせていただき
ました。国民体育大会では能代工業（現宇都宮ブレック
ス）の田臥勇太選手（当時高校１年生）と会話する機会
もありました。
　私のポジションは、中学生時はセンター、高校生から
はフォワードで、得意なプレイはスリーポイントシュー
トや、ドライブからのジャンプ力を活かしたシュートな
どでした（現在は全く跳べません）。スタミナにも自信が

１．はじめに

　私は、生命保険会社の営業、印刷会社の営業、保険調
査員の仕事を経て、2019年に株式会社巽設計コンサルタ
ントに営業職として入社し、現在に至っています。これ
までの職務経験を通じて、様々なスキルを身につけ、現
在の職務においてもその経験を活かしています。特に、
営業職としての経験は、顧客とのコミュニケーション能
力や問題解決能力を高める上で非常に役立ちました。保
険調査員としての経験は、細部に注意を払い、正確な情
報を収集する能力を養うことができました。これらのス
キルは、現在の職務においても大いに活かされています。

２．バスケットボールの魅力を感じて

　私は小学校５年生から現在（45歳）に至るまで、バス
ケットボールを続けています（ここ数年は年２回の市民
大会に参加）。バスケットボールを始めたきっかけは、当
時５年生にしては身長が高かったこともあり、同級生の
友人から誘われたことでした。当時は漫画『スラムダン
ク』の連載が始まる少し前で、バスケットボール人口は
まだ少ない時期でした。同級生の部員は２名で、下級生
の部員が多かったため、入部間もない時からキャプテン
に任命されました。しかし、当初はバスケットボールに
対する情熱はそれほど強くありませんでした。
　６年生の時、バスケットボールに対する気持ちが一気
に加速する経験がありました。私の父がアメリカのノー
スカロライナ州ウィルミントンに単身赴任しており、夏
休みを利用して父のもとへ渡航した際の出来事です。こ
の地は、あのマイケル・ジョーダンの故郷でした。父の
会社の同僚から「バスケットボールをやっているなら、
マイケル・ジョーダンのビデオを観ると良い。マイケル・
ジョーダンは空中で２回跳ぶ凄い選手」と勧められ、す
ぐに現地で購入して視聴しました。そこから、マイケル・
ジョーダンのプレイに魅了され、憧れ、バスケットボー
ルに対する思いが一段と増し、ほとんどの時間をバスケ
ットボールに注ぐ生活となりました。当時ウィルミント
ンの商業施設で購入したバスケットボールシューズエア
ジョーダン６はその後も何足も購入して、今も大切に保

私とバスケットボール
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株式会社巽設計コンサルタント／営業部　樫山　賢

写真－１　AIR JORDAN ６のコレクションの一部
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あり、ほぼフル出場していました。ただ、才能があった
かというとどうなのかは分かりません。時間があれば自
宅の庭でもずっとシュート練習もしていましたし、負け
ず嫌いで、バスケットボールに対する努力は惜しまなか
った結果だと思っています。
　高校卒業後は、地元のクラブチームで活動を続けて、
2015年に長年続けたクラブチームでの活動は引退し、現
在はそこまで勝ちにこだわらず、エンジョイしてプレイ
することを心掛けた形で市民大会に参加しています。ク
ラブチームでの活動を通じて、地域のバスケットボール
コミュニティとのつながりも深まりました。市民大会で
は、勝利を目指すだけでなく、バスケットボールを楽し
むことを重視しています。
　バスケットボールの魅力は、個々のプレイヤーの成長
だけでなく、チーム全体の成長にもあります。例えば、
NBAにチャレンジ中の河村勇輝選手のように、若くして
プロの舞台で活躍する選手を見ると、その努力と才能に
感銘を受けます。河村選手は、スピードとテクニックを
兼ね備えたプレイヤーであり、そのプレイスタイルは多
くの若い選手たちにとっての目標となっています。また、
八村塁選手のように、NBAという世界最高峰の舞台で活
躍する日本人選手の存在は、日本のバスケットボール界
にとって大きな励みとなっています。八村選手のフィジ
カルの強さとスキルの高さは、世界中のファンを魅了し
ています。

３．バスケットボールを通じて学んだこと

　バスケットボールを通じて、私は多くの貴重な経験を
積み重ねてきました。特に、チームワークの重要性を深
く学びました。バスケットボールは一人では成り立たな
いスポーツであり、チーム全員が一丸となって目標に向
かうことが求められます。試合中の連携プレイや、練習
でのコミュニケーションを通じて、チームメイトとの信
頼関係を築くことができました。この経験は、現在の仕
事においても非常に役立っています。営業職として、チ
ームで協力し合いながら目標を達成することが求められ
るため、バスケットボールで培ったチームワークのスキ
ルは大いに活かされています。
　また、協調性もバスケットボールを通じて学んだ重要
な要素です。異なる背景や考え方を持つチームメイトと
協力し合うことで、相手の意見を尊重し、柔軟に対応す
る力が身につきました。これは、仕事や日常生活におい
ても非常に重要なスキルです。異なる意見やアプローチ
を受け入れ、最善の解決策を見つけるための協調性は、
どのような状況でも役立ちます。

　さらに、バスケットボールを通じて得た達成感は、私
の人生において大きなモチベーションとなっています。
厳しい練習や試合を乗り越えた先にある勝利の喜びや、
目標を達成した時の満足感は、何物にも代えがたいもの
です。この達成感を味わうために、常に努力を惜しまず、
自分自身を高め続けることができました。仕事において
も、目標を達成するための努力を惜しまず、常に前向き
に取り組む姿勢を持ち続けています。
　そして、バスケットボールを通じて得た大切な友達は、
私の人生においてかけがえのない存在です。共に汗を流
し、喜びや悔しさを分かち合った仲間たちは、今でも深
い絆で結ばれています。彼らとの友情は、私の人生を豊
かにし、困難な時にも支えとなってくれました。友達と
の絆を大切にし、互いに励まし合いながら成長していく
ことの大切さを、バスケットボールを通じて学びました。
　バスケットボールを通じて得たこれらの経験は、私の
人生において非常に重要な要素となっています。例えば、
チームワークの重要性を学んだことで、仕事においても
チームで協力し合いながら目標を達成することができる
ようになりました。また、協調性を身につけたことで、
異なる意見やアプローチを受け入れ、最善の解決策を見
つける力が養われました。さらに、達成感を味わうこと
で、常に努力を惜しまず、自分自身を高め続けることが
できるようになりました。そして、大切な友達との絆を
築くことで、困難な時にも支えとなる存在を得ることが
できました。
　これらの経験を活かし、今後も仕事や日常生活におい
て成長し続けていきたいと考えています。バスケットボ
ールを通じて得たチームワーク、協調性、達成感、そし
て大切な友達との絆は、私の人生において非常に重要な
要素となっています。これからもこれらの経験を大切に
しながら、さらなる成長を目指していきたいと思います。

写真－２　クラブチーム引退時の集合写真
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た映画「オズランド」の舞台・ロケ地にもなりました。
　また、市内中心にある大牟田駅は、JR九州と西日本鉄
道（私鉄）が同じ場所にある唯一の駅であり、県外の方
でも知っている天神や博多へのアクセスが楽であること
も特徴です。そのため、社会人の方でも通勤で利用され
る方も多く、特に私鉄は大牟田駅が始終点であることも
あり、朝の電車は発車より前に並んでいないと座ること
ができないほどです。
　近年は、私鉄の西鉄電車が観光列車「THE RAIL 
KITCHEN CHIKUGO」を運行しており、季節や地域に
合わせた食事、沿線の風景を楽しむことができます。沿
線では太宰府天満宮や、柳川市の川下り、そして私のふ
るさと大牟田市の世界文化遺産を観光することができま
す。

（３）世界文化遺産
　大牟田市には世界文化遺産「三池炭鉱宮原坑」「三池炭
鉱専用鉄道敷跡」「三池港」が登録されています。これら
は隣県の熊本県荒尾市の「三池炭鉱万田坑」「三角西港」
とともに、三池炭鉱関連資産ということで平成27年７月
８日に「明治日本の産業革命遺産　製鉄・製鋼、造船、
石炭産業」として登録され、先ほど述べた観光列車のモ
デルコースにもなっていることから観光名所で見学でき
るように整備されています。さらに、世界遺産ではあり
ませんが市内中心からほど近い場所にある「石炭産業科
学館」で石炭産業の歴史を学ぶことができ、平成８年に

１．はじめに

　私は2021年８月に中途入社して、現在４年目になりま
す。前職では電力関係ですが建設コンサルタントとして
従事していましたので、社会人生活のすべて約８年半、
建設コンサルタントとして過ごしています。中途入社当
初は下水道業務に携わっていましたが、現在は上水道業
務に従事しています。
　今回は私が生まれ育った故郷、福岡県大牟田市につい
て紹介させていただきます。

２．福岡県大牟田市について

（１）人口
　福岡県大牟田市は、令和２年国勢調査時点で人口
111,281人であり、福岡県内では福岡市、北九州市、久留
米市、飯塚市に次いで５番目となりますが、どうやら現
在は春日市に抜かれて６番目の都市になっているようで
す。古くは炭鉱の町として発展し昭和34年には人口20万
人超でしたが、平成９年に三池炭鉱が閉山したことによ
り石炭産業に幕を閉じたことが、人口減少の１つの要因
のようです。
　ちなみに、私の苗字である「猿渡」は皆さんの周りに
あまりいないかと思いますが、全国に12,500人ほど「猿
渡」姓がおり、そのうち５分の１である2,500人が大牟田
市に現在住んでいるため、私の故郷では珍しくない苗字
と言えるかもしれません。

（２）位置、交通アクセス
　大牟田市は、福岡県の最南端、九州の真ん中よりやや
北側に位置し、九州最大の都市である福岡市まで高速道
路・電車ともに１時間ほど、隣県の熊本市には高速道路
で30分ほどかかる場所です。学生時代までは、福岡市内
に行くよりも近い熊本県に外出することが多く、特に大
牟田市と県境である熊本県荒尾市にある遊園地「グリー
ンランド」に友人と自転車でよく遊びに行っていました。
九州以外の方はご存知でない遊園地かと思いますが、グ
リーンランドは日本一のアトラクション数を誇ってお
り、2018年には俳優の西島秀俊さんと波瑠さんが出演し

わたしのふるさとわたしのふるさと
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図－１　大牟田市の位置
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は秋篠宮殿下・妃殿下が視察でご訪問されています。入
館無料でかつ図書館のように学習できるスペースもあ
り、実家から自転車で５分ほどの場所であったことから
よく試験勉強をしに行っていました。
　また、余談ですが三池港には福岡のウユニ塩湖と呼ば
れる「ミイケ塩湖」があり、私の学生時代（2010年代後
半ごろ）にインスタ映えスポットとして一時的に有名に
なり、雨が降った翌日早朝に行くとまさにウユニ塩湖さ
ながらの写真が撮影できます。しかし、その写真が撮影
できる場所は塩の集積所、つまり企業の私有地であるた
め、基本的には立ち入り禁止なのでもし訪問される場合
は事前にWEBで検索してみてください。

（４）お祭り
　どの市町村区にも昔からあるお祭りがあると思います
が、大牟田市にも伝統的なお祭りがいくつかあり、今回
はそのうちの１つ「おおむた大蛇山まつり」を紹介しま
す。
　「おおむた大蛇山まつり」は毎年７月下旬ごろに週末２
日間かけて行われる夏祭りで、重さ最大３トンにもなる
木製の山車に和紙やわらで作った頭・胴体・しっぽを大
蛇のように飾り付け、山車の中で太鼓や鐘を鳴らしたり、
大蛇の口から火煙を吐き出させたりしながら町中を歩き

回ります。大蛇は毎年作成・解体するため、姿かたちは
似ていますが同じ大蛇は二度と見られないことも特徴で
す。今年の夏で62回目となり、毎年35万人以上の人出で
賑わい、市民１万人による総踊りは約２キロの列がなさ
れます。
　大人ばかりで構成される地区ごとの山車もあれば、地
域の公民館や小学校単位で作られた山車もあり、私も小
学生までは公民館と小学校の山車で太鼓や鐘を鳴らして
いました。その後、大学生になると、お祭りの本部テン
トの目の前にある牛丼チェーン店でアルバイトをしてい
たこともあり、祭りの熱気から逃げて店内に涼みにきた
お客さまで混み合い賑わう店内から、祭りの様子を眺め
ていました。
　また、子どもをもつご家庭の恒例行事である、子供の
健康祈願「かませ」があります。このお祭りでは大蛇が
御神体であり、その大蛇の口に子どもを「かませ」ると、
その子の一年間の無病息災が約束されるという言い伝え
があります。かませられるのは幼児が多いため、大泣き
しながらかませられる様子は、可哀相ではありますがな
んだか微笑ましく、ご家族にとっては祈願とともにいい
思い出作りにもなっています。
　これもまた余談ですが、中学１年生のころ祭りに遊び
に行った友人がカツアゲに遭ったようなので、やはり“修
羅の国”福岡、お祭り１つでも用心しておいて損はあり
ません。（※おそらく時代によるものなので、現在は平和
だと思います。）

写真－１　三池炭鉱宮原坑

写真－３　おおむた大蛇山まつりポスター

写真－２　煉瓦でできたトンネル（三池炭鉱専用鉄道敷）
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（５）母校
　大牟田市内には公立私立あわせて８校ありますが、今
回は私の母校、大牟田高校について紹介します。
　大牟田高校は正式には「学校法人大牟田学園大牟田高
等学校」という私立高校で、学科は普通科・総合学科・
工業科・調理科があり、さらに学科内でコースや系列が
分かれています。生徒数は1,000名を越え、おそらく大牟
田市内で一番生徒数が多い高校です。市外からも多くの
入学者が来るため、通学用のスクールバスも完備されて
います。
　私が在籍していたのは中高一貫の普通科誠進コース
で、私は10期生だったため、当時地元では少数派の中学
受験生でした。県内のトップ校には及びませんが進学実
績も豊富で、毎年関東や関西の有名大学のほか九州トッ
プの国立大学である九州大学にもほぼ毎年合格者を輩出
しています。私の受験時はまだ実績が少ない状態だった
ので楽に合格できましたが、現在は進学実績を見てか、
中学からの入学希望者が増加し入試通過が容易ではなく
なり、生徒数が増えて教室が足りなくなって校舎を増築
しているほどです。
　また、就職実績も豊富で、学校指導や諸先輩方の功労
のおかげか、九州内外からたくさんの求人が毎年くるた
め、令和５年度の就職率は100%となっています。特に
工業科（建築科、電気科、土木科、電子機械科）は就職
に強いことが特徴で、現在はドローンを使った実習も行
っているようです。
　さらに、大牟田高校は部活動も盛んです。駅伝部は毎
年全国大会の常連校で、昨年の全国高等学校駅伝競走大
会で６位、柔道部は男子団体が今年のインターハイで全
国準優勝、女子は個人で全国優勝しています。野球部も
県内の強豪校で、私が中学１年生の時に春の甲子園に出
場し、全校生徒で応援しに行ったことは今でも覚えてい
ます。その当時エースだった阿部投手は、その後ドラフト
指名され千葉ロッテマリーンズに入団しました。文化部で
は吹奏楽部のマーチングが全国大会の常連で、昨年のマ
ーチングバンド全国大会では中編成の部で銀賞を受賞し
ています。夕方の課外授業中に吹奏楽部の練習音が教室
まで聴こえていたのも、なんだか懐かしい思い出です。

３．おわりに

　文章を見返してみるとなんだか地元愛が強い故郷自慢
の文章になってしまいましたが、ご愛嬌ということでお
許しください。
　ですが、皆さんにも生まれ育った大切な町があり、進
学や就職で地元を離れ、定期的に帰省されている方も多
いかと思います。私は実家に帰るたびに、がらりと変わ
ってしまったもの、いつまでも変わらないでいてくれる
ものを見つけ、時にはショックを感じ、時にはノスタル
ジーな気持ちに浸ることもあります。そうやって故郷の
風を感じ、故郷でしか得られない束の間の休息を得るこ
とで、オンオフを切り替えて日々の業務にこれからも精
進してまいります。

写真－４　大牟田高校パンフレット表紙
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思います。
　業務内容は、既存合流系導水施設の老朽化に伴う合流
系導水渠及び流量計室等の改築実施設計です。老朽化が
進行し代替え施設もないため早期対策が困難な状況であ
り、耐震補強対策は行わず別ルートで新設することとな
っていました。
　現地調査では、既存施設のスカムが多量で腐食環境で
あることを確認し、それを考慮した設計といたしました。
　また、施工計画でも既設から新設に切り替える方法や
維持管理に係る止水作業等、様々な工夫を検討しました。
　検討しないといけないことがたくさんあり、計算で求
める部分や技術者の判断が必要な部分等、設計の大変さ
を感じながらも今では面白さにも気づきつつあります。
　設計業務の進め方や詳細設計の一連を把握することが
でき、日々学びがありました。周りの方々に助けてもら
いながらも良い経験ができた業務であり、客先表彰をい
ただくことができました。業務遂行の一員として、非常
にうれしく励みになっています。

（３）入社３年目
　入社３年目は、下水処理場の施設やポンプ場などの耐
震診断を行いました。
　近年地震発生回数が増加しているとも言われており、
耐震診断は人命・生活を守る重要な業務であると思いま
す。今後も耐震診断業務はあるかと思うので、まず身に
つけたい業務の一つです。
　既存施設の診断条件整理から補強案算定まで、私は資
料収集整理・検討・報告書作成を行い、発注者の方々と

１．はじめに

　私は、小学生のころから構造物に興味があり、大学卒
業後、総合建設コンサルタントである株式会社ニュージ
ェックに入社しました。
　大学では、構造力学が面白いと感じ、授業を担当して
くださっていた教授のもとで橋梁について研究していま
した。何社かインターンシップに参加したうえで、多岐
にわたって仕事をしている総合建設コンサルタントを志
望しました。
　配属先は、“都市・上下水道グループ”で、もともと興
味があった分野でもなく、水理学が苦手だった私は不安
でいっぱいだったのを覚えています。今年で入社４年目
になり、主に下水処理施設の設計を行っています。
　入社してからの私の仕事を紹介します。

２．私の仕事

（１）入社１年目
　入社１年目は、“人財育成センター”という部署で１年
間設計に係る基礎知識習得のための勉強の期間をいただ
きました。初めの半年間は用意された課題を解き、実務
はありません。課題は、ボックスカルバートの構造計算
や、擁壁の計算・配筋図作成、数量計算、土留め計算な
ど実務のように報告書作成まで行います。学生の時に学
んだことの復習・応用のようでしたが、実際に使うとなる
と各地域・施設等で条件が変わり一筋縄ではいかない仕
事であると実感しました。経験を積むことが楽しみでも
あり、責任のある仕事であることに不安も生まれました。
　残りの半年間はOJTを交えながら基礎を習得しまし
た。現地調査にも初めて連れて行ってもらい、社会人だ
という自覚がやっとでてきたころだったと思います。
　人財育成センターで学んだことは、２年目ですぐに活
かす機会がありました。

（２）入社２年目
　初めての担当業務は、下水処理場施設の詳細設計でし
た。１年間かけて基礎を習得したとはいえ、実務にすぐ
に活かすことはできず、上司に負担をかけてしまったと

私の仕事（若手社員レポート）私の仕事（若手社員レポート）

株式会社ニュージェック／国内技術本部／
都市・上下水道グループ　　　　　　　　　今井佑香今井佑香

写真－１　水面スカム
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協議を重ね、どの業務もより良い成果をあげることがで
きました。また、設備機器について知らないことばかり
でしたが、診断条件の中の積載荷重で、既存機器の整理
をする際にフロー図等をみながら機器の役割等も把握す
ることができたと思います。
　２年目は１件のみ担当していましたが、３年目は数件
業務に携わらせていただき、工程を把握しながら優先順
位をつけて作業する力も身につけました。数件業務に携
わらせていただくことになってから、出張に行けること
が仕事の楽しみでもあります。
　仕事でもプライベートでもいろいろな場所に足を運
び、これから経県値をあげていきたいところです。

（４）入社４年目
　入社４年目の現在は、耐震診断のほか、高度処理化に
伴う改築設計業務をしています。水処理施設の仕組みを
学ぶ機会になり、高度処理化についても学びながら業務
を遂行しています。
　初めて容量計算を行い、水処理の仕組みを理解するこ
とができました。まだまだ勉強中ではありますが、下水
道の仕事をする技術者として習得すべきことだと思って
います。初めてする検討や作業は、時間もかかり理解で
きるまで苦労することもありますが、私の上司・先輩は
技術力が高く、私が理解できるまで時間をかけて教えて
くださいます。チーム直属の後輩がまだいないですが、
メンバーが増えた際には教わったことを継承していきた
いです。
　また、今年度は上水道施設（配水池）の耐震診断に携
わらせていただいており、動的解析について習得したい
と思っています。下水道施設と共通するところや違いに
気づきながら、施設設計に携わる者として、精進してい
きたいです。

３．私の趣味

　私の仕事を頑張るための趣味について少しご紹介しま
す。

　趣味はたくさんあるのですが、旅行を楽しみに頑張っ
ています。国内旅行をすることが多く、温泉のある宿に
泊まりリフレッシュすることが大好きです。
　日頃のリフレッシュとしては、月一岩盤浴にいったり、
春秋には登山に行きます。２年ほど前に富士山に登り御
来光を拝むことができたのが、行ってよかったことの一
つです。富士山頂は極寒で息もしずらかったので、リフ
レッシュには近場の山がおすすめです。

４．おわりに

　入社してからじっくり勉強する時間をいただき、４年目
まで様々な経験をさせていただいていることに感謝して
います。学生の時に面白いと感じた構造力学は、実務の
構造計算になるとそんなに甘くなく非常に奥深いもので
あり、大きな声で構造計算が好きですとは言えません。で
すが、場面ごとでどの指針を見ればいいかわかるように
なってきて、技術向上と業務効率化に向けて成長中です。
　今後は、類似業務があれば自分でできることを増やし、
たくさん壁を乗り越えながら、さらに理解を深めていき
たいです。

写真－２　現地までの道中で見えた桜島（鹿児島県）
写真－３　福岡旅行

写真－４　富士山頂
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幅広い知識を有し、全国にいる技術者と密に連携を取り
ながら顧客のニーズに寄り添った提案を行っていきま
す。
＜ステップ②：入札・契約手続き＞
　業務が発注となれば、次は入札・契約手続きとなりま
す。このステップでは公告資料をもとに配置技術者の調
整や、業務価格の積算、応札額の決定を行い、その結果、
落札となれば契約書や必要書類の作成を行うことになり
ます。
＜ステップ③：契約業務の進捗管理＞
　我々営業職の最大の目的は「業務を受注すること」と
なりますが、営業職の仕事は「取ったらおしまい」では
なく、技術職と連携しながら業務の進捗管理を行わなけ
ればなりません。このステップを疎かにすることで、こ
れまで積上げてきた顧客との信頼関係が崩れてしまう可
能性もありますので重要な活動となります。
＜ステップ④：業務完了後のフォロー＞
　無事業務が完了すれば一区切りとなりますが、事業が
引き続き行われることも多々あるため、継続業務等の発
注提案・支援を行います。
　
　以上が大まかな営業職の役割となりますが、意外とや
ることが多く驚かれる方もいるかと思います。
　しかし、近年は業界でもデジタル化の流れが加速して
おり、当社でもDX推進の一環として新しい営業システ
ム「Salesforce」を導入したことで、更なる営業活動の高
度化と効率化が期待されます。

（２）私の実体験を踏まえた営業職のやりがいについて
　私がエイト日本技術開発へ転職した３年目のときで
す。当時私は前職での経験を活かした下水道分野に特化
した営業活動を行いたいと考えていました。
　まずターゲットとしては、ここ近年激甚化している豪
雨により頻繁に浸水被害を受けている自治体に対して、
総合コンサルタントとして何か支援ができないかと考
え、戦略的な営業活動を実践するために、ネットやニュ
ース・各市町村のHP等で被害状況を調べた上で、いく
つかの自治体へターゲットを絞り、アクションを起こし
ました。

１．はじめに

　私は1992年に宮城県仙台市で生まれ、大学卒業までの
22年間を仙台で過ごしました。
　そんな私は、昔から工事現場を見ると「何が出来るん
だろう？」と疑問を抱き、それをすぐにネットで調べる
癖（趣味？）がありました。
　この興味は仙台を離れた今でも続いており、帰省時な
どにまちが発展していく様子を目の当たりにすると興奮
を覚えると同時に、地元の成長に誇りを感じます。
　その思いから、大学では「まちづくりに関わりたい！」
と考え土木工学を専攻し、卒業後は愛知県名古屋市の建
設コンサルタント会社に就職しました。
　就職後は約４年間、道路設計や下水道設計など大都市
ならではのスケールの大きな事業に関ることができ、と
ても貴重な経験を積むことができました。
　その後、４年目を終える直前に、私の強みであるコミ
ュニケーション力を活かしたいとの思いから、多くの人
と関わりながら、幅広い分野でまちづくりに携わること
ができる営業職への転職を決意しました。
　そして縁あって、現在の株式会社エイト日本技術開発
に入社し、営業職として６年目を迎えております。
　本稿は技術職から営業職へ転職した私が感じる「建設
コンサルタント業界の営業職のやりがい」についてご紹
介いたします。

２．私の仕事

（１）建設コンサルタント業界の営業職とは
　まず初めに建設コンサルタント業界の営業職は何をし
ているかわかるでしょうか？私は正直この職に就くまで
わかりませんでした。
　私が考える建設コンサルタントの営業職の役割は大き
く４つのステップに分かれています。
＜ステップ①：発注提案・支援＞
　刻々と変化する世の中のニーズを読み取り、地域ごと
に抱えているインフラ整備等の課題に対して、建設コン
サルタントの立場から最適な改善策の提案を行っていき
ます。ここでは、営業職として多岐に渡る分野に対して

私の仕事（若手社員レポート）

株式会社エイト日本技術開発／盛岡支店／主任　及川孝久
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　具体的なアクションとしては、会社のPRを含めたパ
ンフレットや上下水道実績一覧等の営業ツールを使った
地道な訪問営業から、経験豊富な技術者に同行を依頼し、
より具体的な改善策の提案を行うなど、様々な方法で顧
客との信頼関係を築いていきました。
　その結果、とある自治体より「無理なお願いかもしれ
ないが、やる気のあるエイトさんに相談がある」と話を
もらうことができました。
　相談内容としては「近年の想定以上の大雨により既設
管の流下能力が不足しているエリアがあり、定期的な浸
水被害が発生している。地元からも早急に改善してほし
いと要望が強いため、今年度急遽雨水管渠の布設替設計
を発注することとなったが、繁忙期でありかつ業務期間
も３ヶ月と短く、業務内容も多岐に渡る（設計・測量・調
査）ため、やり手がない可能性も予想される。そこでこ
れまでの営業経緯も含めて、エイトさんへ相談したいが
体制を整えることは可能だろうか…」というものでした。
　もちろん営業マンとしてはこれまでの行動が身を結ぶ
最大のチャンスのため「もちろんです」と即答したい思
いでいっぱいでしたが、顧客の心配する通り、工期が３
ヶ月しかない中で、測量・地質調査の現場作業とその後
の詳細設計を実施することは非常に困難だと感じ、私が
技術者であれば確実に断る案件だと思いました。
　しかし、これまでの活動内容を認めてくれた顧客の期
待を裏切ることはできないと考え、大急ぎで社内調整を
行いました。
　その結果、当初は難航した社内調整でしたが、有難い
ことにこれまでの営業努力や私の熱意を技術職の方も理
解いただき、何とか体制を整えることができました。
　その後、すぐに案件が公告となり、当社としてできる
最善の調整を行い、その結果が実を結んだのか、当社が
落札することができました。
　受注後は、技術者のご尽力もあり、何とか工期内で業
務を終わらせることができ、顧客からも感謝の言葉をい
ただくことができました。また、技術者の方からも「大
変だったけど取ってくれてありがとう」と最後に言われ
たことは今でも忘れませんし、現在でも私の営業活動を
する上でのモチベーションの一つとなっております。

（３）今後の目標
　そんな私は現在31歳となり、会社の中でも若手から中
堅と呼ばれるくらい順調に年老いてきておりますが、こ
れまでの経験を地元東北のために活かし、発展していく

地元の姿を近くで見届けたい、そんな思いで転勤希望を
出し、今年の６月より岩手県盛岡市で勤務しております。
　実は、恥ずかしながら、人生で一度も盛岡に行ったこ
とがなかった私は不安を感じておりましたが、行ってみ
れば自然豊かで住みやすく、岩手県民を魅了する「岩手
山」と「開運橋（通称 二度泣き橋）」がとても美しくあ
り、今ではすっかり私の心のオアシスとなっております。
　営業マンとしてはまだまだ道半ばではありますが、地
元出身である長所を活かした、地域や顧客の思いに寄り
添った提案ができる、そんな営業マンを目指して活動し
ていきたいと思います。

３．おわりに

　営業職は技術職と違い設計図を描くことはできません
し、１人でできることには限りがあります。
　しかし、多くの人と人を結び付ける重要な架け橋とな
りながら１つのことを成し遂げることができる、非常に
やりがいを感じる職業となります。　　
　特に上下水道分野は、我々が生きるうえで必要不可欠
な飲み水や清潔な生活環境を提供するなど非常に重要な
分野であり、多くの人の生活を支えている、誇り高い仕
事だと思います。
　私はそんな誇り高い仕事に営業職として事業の一端を
担えていることを嬉しく思います。
　これを機に営業職に興味を示す人が増えれば嬉しいで
す。
　最後までお読みいただきありがとうございました。

写真ー１　北上川に架かる開運橋と岩手山の様子
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12月に廃止予定のため、いいタイミングで貴重な体験が
できました。
　立山登山は晴天で幸先の良い出発になり、テンション
が高い様子が写真からも感じられると思います。標高
2,700m程度で次第に息苦しさを感じましたが、なんとか
無事に登頂できました。下山途中で食べたカップラーメ
ンが最高に美味しかったです。（実は登山の２週間前に胃
腸炎にかかりダウン…。久しぶりのジャンクフードで、
より美味しく感じました。）
　冒頭が長くなりましたが、立山登山から約１か月後、
富士登山の日を迎えました。１日目は富士宮口五合目を
出発して赤岩八号館（山小屋）で１泊し、２日目は「富

　「空」に関する随筆が続いており、流れに乗りたいとこ
ろですが、「山」のお話しをしたいと思います。2020年
に社会人生活がスタートしましたが、コロナ禍で人気ス
ポットへ行けず…、そんな時に大学の友人から登山に誘
われたのがきっかけで、登山を始めました。最初は高尾
山などのハイキング程度からのスタートでしたが、2024
年９月には日本一高い山である「富士登山」を成功させ
るまでにレベルアップしていきました。本稿では富士登
山の思い出などについてお話ししたいと思います。
　「人生で一度はやってみたいこと」の代表例とも言える
富士登山ですが、思いがけずの挑戦でした。ある日、登
山仲間から「今度、富士山に行くのだが、一緒にどう
か？」とお酒の席で聞かれ、軽いノリでOKしたのが始
まりでした。それまで登山した中で一番標高の高い山は
埼玉県秩父市と山梨県甲州市の境にそびえる標高1953m
の笠取山でした。余談ですが、笠取山には「水干（みず
ひ）」という、多摩川の最初の一滴が染み出している場
所があります。ここから、東京湾までの約138kmの長い
旅が始まることを考えると、水源のありがたみや自然の
偉大さを改めて実感した瞬間でした。

写真－１　水干（多摩川の最初の一滴が染み出している）

　高山での登山経験が乏しいため、富士山の前に練習と
して立山での登山を計画していただき、人生初の3,000m
級の登山に挑戦しました。
　立山は富山県と長野県を結ぶ山岳観光ルート「立山黒
部アルペンルート」でトンネルを架線の電気で走る国内
で唯一のトロリーバスが有名です。老朽化などで2024年

登山初心者による富士山の挑戦

私の趣味

オリジナル設計株式会社／総務部
（公益財団法人 日本下水道新技術機構出向中） 岩谷文香

写真－２　立山での思い出（一番右が筆者）

写真－３　立山からの景色
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士山頂」と言われている標高3,376mの剣ヶ峰に向かい、
お鉢巡りをして、富士山の醍醐味の大砂走りで下山とい
う計画でした。すれ違う際の挨拶時に、「あと少しだよ！
頑張れ！」や「お気をつけて」と声掛けしている登山客
の方がいて、心意気に感動しました。立山での練習のお
かげで、１日目は余力を残して無事に到着できました。
　山小屋から見る雲海や夕焼けは素晴らしく、雲の流れ
をずっと見ていても飽きないくらいの絶景でした。夜は
星空がきれいで、なんと流れ星も見ることができました。

　この日は山小屋のスタッフさんも驚くほどの晴天でし
たが、夕方からは一気に冷え込み、ダウンを来ていても
寒かったです。その代わり、夕飯のカレーがとても暖か
く美味しかったです。
　２日目は富士山の山頂にある剣ヶ峰に向かい、日本国
内で一番高い場所で記念写真を撮りました。そこから、
山頂部の噴火口を見ながら１周するお鉢巡りをしたので
すが、海と山を含む大パノラマは圧巻で、ひんやり冷た
く気持ちのいい風が吹いていました。
　そして、下山は御殿場ルートで厚い火山灰地を走り抜
ける「大砂走り」で、他の山では体験できないスピード
感とスリル感を堪能してきました。最初は順調でしたが
下山まで３時間くらいかかるので、途中から足が重たく
なってきて、ここで止まったら終わりだ…と思い全力で
走っていました。下山してしまうとあっという間で、さ
っきまで3,700mの場所に本当にいたのだろうか？とい
う気持ちでした。下山後は近くの温泉に立ち寄り、メン
バーでお疲れ様会（これが本当の目的といっても過言で
はない（笑））で宴会をして帰路につきました。

写真－６　富士山（山小屋）から見る夕日

写真－５　富士山の影が雲海に映っている様子

写真－４　富士山1日目の写真

写真－８　富士山2日目の様子

写真－７　富士山頂での記念写真
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　ここで、実際に富士登山を考えている方にネット検索
ではあまり見かけないが、持って良かったものをご紹介
します。一番のおすすめは「ドライシャンプー（シート
タイプ）」です。山小屋はお風呂がないので、汗拭きシ
ートが便利ですが、ドライシャンプーは髪にも体にも使
えて全身さっぱりできます。ふきとり化粧水を染み込ま
せたタイプもあり、個人的には必須アイテムです。
　次に「足首サポーター」です。足の疲労が溜まってい
るとちょっとした岩場でも捻ってしまうので、体力や足
に自信がない私は登山用の靴下を履く前に着用していま
す。ぜひご参考になれば幸いです。
　最後に登山初心者の私の山歩きの楽しみ方をお話しし
たいと思います。Googleレンズというスマホのカメラを

写真－９　大砂走りの様子

通して撮影したものの情報をAI（機械学習）により検索
できるアプリがあります。言語翻訳で活用している方も
多いと思いますが、これが非常に便利で面白い！気にな
ったものをパシャリと撮影するとAIが名前や詳細な情
報を教えてくれます。山に来てまでスマホ…なかなかデ
ジタルデトックスができませんが、楽しみの一つとして
活用しています。
　エネルギー補給や非常食として軽食を持参しますが、
休憩中に突如としてお菓子交換会が開催されます。何を
持ってくるかは人によって様々で、どこで購入できるの
か？他に種類があるのか？など、新商品を知ることがで
きるのも楽しいです。軽食としては塩飴やエネルギーバ
ーの他にも、ドライフルーツやナッツ、羊羹、駄菓子も
軽食として優秀です。私はスーパーの駄菓子コーナーで
梅干しシートやカルパスをよく購入しますが、ついつい
登山前に食べてしまことが多々あります。
　また、登山コーデ（服装）を考えるのも楽しみの１つ
です。登山は適切な服装の用意が必要ですが、一番外側
に着るアウターの色を軸として服装のバランスを考えた
り、ボトムスはロングパンツにするかキュロットスカー
トとタイツの組み合わせとするなど種類が豊富です。夏
場はつば付きの帽子で冬場はニット帽、登山靴に合わせ
て靴下も色々選べます。「山ガール」という言葉がだいぶ
前に流行っていましたが、アウトドア用品も種類やカラ
ーが豊富なので、色々欲しくなってしまいがちです。
　2024年は日本三名山のうち、富士山と立山を制覇した
ので、2025年は残りの一つ「白山」に挑戦したいと思っ
ています。家族にはそのうち海外の山に行くのではない
かと心配されていますが、今のところ国内での登山を楽
しみたいと思っています。最後までお付き合いいただき、
ありがとうございました。
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はありましたが、私が扱うには敷居が高く、今ほど手軽
ではありませんでした。図面はドラフターを使って描い
ていました。当時の上司が「図面はキャンバスだ！」と
熱く語っていたことを今も覚えています。
　ほとんどの計算は手計算で行っていました。そりゃ時
間がかかります。例えば、管網水理計算は反復計算を行
うので、時間短縮のために、管網数が少なくなるように
モデルを工夫しました。この作業は面倒でしたが、きち
んと収束させることができた時の達成感は気持ちよいも
のでした。

写真－１　入社当時の仕事風景

　当時は喫煙に寛容な時代でした。私も喫煙しており、
同僚の多くも喫煙していました。今思えば、健康的な職
場環境とはとても言えず、煙草を吸わない方々にはつら
い思いをさせてしまったと思います。
　喫煙をやめて約20年が経ちますが、今では煙草の匂い
や煙が大嫌いです。昔の自分を棚に上げ、煙草を吸う人
に顔をしかめることもあります。しかし、現在は会社内
が禁煙となり、そうしたことは無くなりました。
　今はさまざまな「○○ハラスメント」が取りざたされ
ています。コミュニケーションは、当時に比べると非常
にデリケートになっています。相手が嫌がる言動を慎む
ことは、当時も変わりませんが、それ以外のあまり気に
されなかった部分についても、今は多くの注意が払われ
ています。

１．はじめに

　私が入社した当時から現在に至るまでの約40年の間、
社会のニーズや価値観、生活スタイル、労働環境、テク
ノロジーなど、あらゆるものが大きく変わりました。そ
の変化を直接経験してきた者として、読者の皆様、特に
若い方々に何かお伝えできればと思います。
　「ベテラン技術者に聴く」というテーマをいただき、ど
のような内容がふさわしいのか悩む部分もありますが、
過去を振り返り、私の拙い経験の中から少しでも役立つ
ものをお伝えできればと思います。

２．当時を思うと

　私は地方の企業で上下水道事業、特に下水道にかかわ
る業務に携わってまいりました。地方企業ゆえに、お客
様のほとんどが地元の自治体でした。
　当時、水道施設が整備されていない未給水地域がまだ
多く、下水道事業は普及率向上が急務とされていました。
バブル経済期だったため、社会資本整備にも力が入り、
業務量は右肩上がりでした。
　残業は多かったです。入社したては自分で時間管理が
できず、指示された通りに仕事をこなし、見よう見まね
で取り組んでいました。生産性やライフワークバランス
という言葉は聞かれない時代でしたし、私自身も「残業」
に抵抗はありませんでした。当時は社会的に残業を美徳
とする風潮があったように思います。
　一生懸命に働きました。とにかく楽しかったです。新
しい発見や知識を得ることが嬉しかったです。図面を作
成し、計算書をまとめ、報告書を仕上げることが楽しか
ったです。やったことが形になるのが喜びでした。
　しかし、振り返ると、当時はがむしゃらで目の前のこ
としか考えていなかったように思います。今の若い方た
ちはキャリア形成を考え、それに従って人生設計を立て、
頑張っておられます。それは素晴らしいことであり、今
の時代に求められる姿勢なのでしょう。私ももっとしっ
かりと物事を考えるべきだったと感じます。
　今ではパソコンは文房具と化し、仕事において必要不
可欠なものとなっています。当時もMS-DOSのパソコン

昔を振り返って、、、（若い方々へ）

ベテラン技術者に聴く

中国水工株式会社／専務取締役　吉田政司
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３．時代の終わり

　ほどなくしてバブルが終わり、経済の低成長とデフレ
状態に陥りました。今に至っても完全には抜け出せてい
ません。また、出生率の低下による少子高齢化は、労働
人口の減少や社会保障制度への負担増を招き、深刻な社
会問題となっています。社会インフラの持続可能性を考
える上で、ヒト（労働力）、モノ（老朽化）、カネ（収益・
予算）の問題に対し、資源をいかに有効に使うかが重要
な課題となっています。
　下水道においては、平成26年に「10年程度を目途に汚
水処理を概成させる方針」が打ち出されました。これに
より、多くの市町で計画が見直され、処理区域の縮小や
整備手法の変更などが行われました。建設の時代に生き
てきた私にとって、この時代が終わりを迎えることを考
えると、大変感慨深いものがあります。

４．若い方々へ

（１）気づかないこと
　例えば、道の拡幅により旧水路の護岸がそのまま埋め
られていることがあります。これに気付かずに計画線を
引いてしまうと、工事の障害となる場合があります。こ
のような埋められた構造物は、往々に路面の凹凸として
あらわれることがあります。現地をつぶさに見れば、そ
の違和感に気づくこともできるでしょう。また、現在は
インターネットを利用して昔の航空写真を閲覧できま
す。道路や河川、土地利用の状況変化を確認し、それを
リスク予知に役立てることができます。工事の支障とな
るものは地下だけではなく、上空にもあります。３Dで
気を配らなければいけません。
　私も経験の浅いころ、架空線の直下に計画線を引いて
しまい、ひどく叱られたことがあります。この時は、工
事の着手前であったため、大きな手戻りとなる前に計画
変更を行うことができました。
　現地状況の把握を例に、気づきの大切さについて述べ
ましたが、経験が浅いがゆえの判断ミスや詰めの甘さは、
他の作業ステップにおいても生じる可能性があるので、
注意が必要です。

（２）取り組んでいただきたいこと
　若手の方に取り組んでいただきたいことがあります。
その一つは、作業ステップに応じて「チェックリスト」
を作成することです。
　経験のある方と経験の浅い方の違いは、気づきの程度
にばらつきがあることだと思います。経験の浅い方は、
どうしても見落としが生じやすく、それが原因で誤った
方向に進み、手戻りになることがあります。チェックリ
ストは、このばらつきを抑え、作業の精度が向上するた

め、品質の確保に役立ちます。
　若手の方には、ばらつきを無くすこと意識して、自ら
チェックリストを作成し、活用していただきたいと思い
ます。なお、チェックリストの作成にあたっては「ベテ
ラン技術者に聴く」ことを忘れないでください。

５．おわりに

　時代の変化は目まぐるしく、特にテクノロジーの進化
には目を見張るものがあります。しかし、そのテクノロ
ジーを活用する技術者が成長してこそ、現代の多様な課
題を克服することができると思います。これからの時代
を担う若い方々の大いなる成長に期待しています。
　最後に、趣味のツーリングで出会った、技術者の思い
がたっぷり込められた土木構造物を紹介して締めくくり
ます。水コンサルとしては意匠に凝る機会はあまりあり
ませんが、同じ技術者として根っ子にある「良いものを
作りたい」という熱意は同じだと思っています。

●南河内橋（福岡県北九州市）
1926年竣工。重要文化財。大正の美感と先達の技術への強い
思いが感じられます。

●牛深ハイヤ大橋（熊本県天草市）
1997年竣工。曲線がたいへん美しい。ライトアップされた姿
は絶品。現代ならではの洗練さと優雅さに見とれます。

写真－２　南河内橋（2023年）

写真－３　牛深ハイヤ大橋（2024年）
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はなく、「将来への投資」として積極的に捉えるべきとさ
れます。

３．会社でのワークライフバランスへの取り組み状況

（１）水曜日のノー残業Dayの実施
　令和元年度より、実施されて５年が経過しました。実
施当時は、なかなか実行されず、偏りがありましたが、
現在ではきちんとこれを含めた工程調整をしてかなりの
割合で実施されています。今後も率先して取り組んでい
きたいと思います。

（２）夏季休暇取得制度の変更
　令和４年度より夏季休暇を廃止して、７月～10月を目
途に連続する３日間の有給休暇を各自で取得する制度に
就業規則を変更しました。以前は、会社でお盆休みとし
て８/13～15日を設定していましたが、これもライフワ
ークバランスで多様な働き方、家族の成長や変化に応じ
た生き方の変化により、自由取得に移行するものとした
改定でした。
　この制度により、仕事の日程調整、私生活での家族や
地域での活動に有意義な使い方が可能となり、より豊か
な生活時間の確保が可能となったと感じています。

（３）健康経営としての歩数計測イベント
　健康で豊かな生活のための一環として、当社では令和
４年度より秋田県健康経営法人認定を受けています。そ
の中の健康運動の一つとして、社員が運動をする機会を
つくることを目的に歩数を競うイベントを昨年から実施
しています。毎月各自の歩数確認をして年間ランキング
を競い、忘年会の時に発表して、賞金や商品などで表彰
しています。
　これを機に少しは、運動を意識することで健康で豊か
な生活に活かされているのではないかと思います。
　自分も休日には、散歩したりスポーツしたりするので
それなりにランクインするかと思いましたが、みなさん
の運動量が凄く足元にも及ばない感じです。順位は気に
せず、安定した歩数確保を目指していこうと思います。

１．はじめに　

　私は平成８年に株式会社三木設計事務所に入社して、
今年で28年になります。
　今回の寄稿にあたり、自分自身を振り返りながらワー
クライフバランスの変化を思い返したいと思います。
　年齢も50代に入り更に充実したコンサルタント人生、
バイタリティある生活を送るために様々なワークライフ
バランスを保つための活動に取り組んでいます。自分の
活動のご紹介がみなさまへ少しでも参考となればと思い
ます。

図－１　社内の様子

２．ワークライフバランスとは

　ワークライフバランスとは、何か？一言で表すと「仕
事と生活の調和」を意味します。「仕事と生活の調和がと
れた社会」とは、「就労による経済的自立が可能な社会」、

「健康で豊かな生活のための時間が確保できる社会」、「多
様な働き方、生き方が選択できる社会」とされています。

「仕事と生活の調和」が必要であると考えられるようにな
った理由には、少子高齢化などの社会の変化があります。
また、労働者の意識も多様化しており、家庭や地域での
活動を重視する人、雇用形態にこだわらずに働く人など
も増加しています。持続的な社会を形成するためには、
多くの人が仕事と生活を両立できる環境が必要です。企
業のワークライフバランスへの取り組みは、「コスト」で

働き方改革～ワークライフバランスへの取り組み事例～

株式会社 三木設計事務所／課長　渡邉　靖

50代のワークライフバランスの紹介
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を軽くすることで総合性能を高め、その日までに再挑戦
できる準備をする予定です。

写真－2　矢島カップ

　男鹿なまはげライドは、要所で男鹿のグルメを楽しみ
ながら、男鹿半島約100キロ、高低差1,700mを１周する
イベントです。順位は関係ありませんが、ルートのアッ
プダウンはかなりきついです。

写真―３　男鹿半島なまはげライド

　二度参加して完走証明、記念Tシャツなどをいただき
ました。男鹿半島は、激走の中アップダウンから見える
海の景色が最高です。車でドライブしても綺麗なのです
が、バイクからの景色はまた格別なものがあります。
　グルメ内容は、男鹿焼きそば、男鹿梨、ババヘラ、唐
揚げ、だまこ鍋、鯉めし、味噌たんぽ、ホットドックと
豊富なエネルギー源の提供があります。

５．おわりに

　ワークライフバランスは、人生の充実感を味わうため
の大切なキーであることを実感しています。仕事への情
熱、資格への挑戦も重要ですが、同時にプライベートの
充実は欠かすことができません。時間の使い方の他に、
心体の健康が重要です。仕事と趣味の双方が成長するこ
とで人生を深めていければ最高です。
　仕事、趣味共に年齢、置かれた環境とともに変化して
いくものです。片方に行き過ぎるとワークライフバラン
スが崩れるため、あくまでも仕事と生活の調和、健康的
で豊かな生活の時間の確保をテーマに、踏み外さずに続
けていきたいと思います。

４．自分のワークライフバランスへの取り組み

　若い時は、目の前の仕事をこなすのに精いっぱいでワ
ークライフバランスなどは全く考えておりませんでし
た。40代中盤くらいからワークライフバランスを意識し
始めた時に、仕事と生活の調和を図るにはどうすべきか
を考え始めました。仕事の確実な実行や工程管理を実施
した上で私生活の充実が必要と思い、そのために、健康
な心体を維持するための取り組み（趣味）を考えてみま
した。
　まずは、「健康で豊かな生活のための時間を確保」する
ため、自分の好きなこと、無理なくできることから始め
ることにしました。
　50代になり、老眼、体力低下を感じる場面が多く、体
のためになり体力維持に繋がる長期的な趣味としてでき
ることをやろうと考えました。ゴルフ、登山、テニス、
ランニングなど色々やりながらもメイン活動として「ロ
ードバイク」に絞り込みました。
　ロードバイクとの出会いは、近所の河川敷に愛犬の散
歩に出かけた時です。ロードバイクで走り去る方を見か
け、風を切って走る姿にあこがれを抱きました。気持ち
よくて体力をつけられる趣味として最適だなとピンとき
ました。それからは、インターネットやSNSなどの情報
を色々見るようになり夢が広がりました。
　価格的な問題、利便性を考え、はじめにクロスバイク
を購入しましたが、もともとロードバイクにあこがれて
いたのでその気持ちを捨てきれず、次にロードバイクの
購入を計画しました。商品は、ピンキリのため仕事以上
に商品の抽出、比較検討、評価により自分にとっての最
適バイクの選択を行いました。
　技術士に合格したら購入しようと自分にプレッシャー
をかけていましたが、そのバランスを守り切れず先に購
入して趣味を充実させることで試験への意気込みを強化
することに計画変更を行いました。昨年、ようやくその
効果が出たようで結果オーライとしておきます。
　ロードバイクを購入して移動可能距離が増え100キロ
くらいまでが活動範囲となり、男鹿半島なまはげライド、
矢島カップ、田沢湖ライド、十和田湖ライドなど各種ロ
ードバイクイベントへの参加ができて世界はぐっと広が
りました。11月の五城目紅葉ライドも楽しみです。
　矢島カップは、矢島駅周辺から花立高原を経て鳥海山
祓川登山口までの27km、高低差1100ｍのコースでほと
んどが登り道、ゴール地点は12％勾配の激坂が続きます。
鳥海山の景色は最高で、仕事で何度も行きましたが惚れ
惚れする景色であり秋田の三本に入る絶景です。ライド
中は楽しむ余裕はありませんが。このライドは、２度挑
戦しておりますが一度はタイムオーバー、令和６年度は、
災害級の悪天候で中止でした。来期は、現状では完走が
無理そうなのでマシンを軽くするバージョンアップや体
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（２）はじめて携わった業務
　入社してはじめて携わった業務は、配水管の新設設計
で既設の配水管に接続するという業務でした。最初は口
径の表記で使われる「φ」の意味や読み方すら分かりま
せんでした。そんな状態で上司と一緒に協議に同席した
り現地調査、図面や数量作成など行ったりしました。一
から全部丁寧に教えてもらいました。専門知識は理解で
きたことやピンと来ないこともありましたがこの業務を
通して計画から設計、製図、数量計算など業務の一連の
流れを把握することができました。

（３）印象に残った業務
　２年目の時に行った配水管の布設替の設計計画は学ぶ
ことの多い業務でした。この業務は古い配水管を布設替
するもので業務目的はシンプルでした。布設ルートには
橋梁があり、初めて添架管の設計計画をしました。添架
管の管種検討があり、今までは鋳鉄管のみだったので、
ほかの管種に触れたのは初めてでした。管種ごとのメリ
ットデメリットといった特徴について知れるいい機会で
した。既設管を供用した状態で布設し重量は大丈夫なの
か？親柱（河川名や橋の名前、竣工年月が記された柱）
の貫通はどうするのか？といった添架管ならではの問題
にいくつか直面しましたが、何とか対応することができ
ました。
　また対象配水管が含まれる配水ブロックは、電鉄軌道
部を横断して維持管理が難しい箇所が何箇所かあり、削
減可能な箇所を決定して頂きたいと要望がありました。
そこで初めて管網計算を行うことになりました。水圧な
どについて詳しく学びました。火災時の水圧も考慮しな
ければならなく、負圧になるたびに管径や管網を調整し
大変でした。そして管網計算により削減可能な箇所を何
箇所か決定しました。維持管理しやすくなると喜ばれや
りがいを感じました。
　この時、逆流箇所があり、逆流により「赤水」が発生
することを知りました。赤水は管の錆だけでなくそんな
理由で発生することもあるのだなと思いました。
　この仕事では初めてすることや学ぶことが多くとても
印象に残りました。初めてすることは新鮮で楽しかった
です。

１．はじめに

　私は、2021年に株式会社松尾設計に入社し、現在３年
目になります。公共設計部水道グループに配属され配管
の設計や計画をする業務に携わっています。専門学校で
は土木工学科を専攻していました。ドローンの操作や施
工に関する勉強が多く、上下水道に関しては一切勉強し
たことがありませんでした。そんな私が今まで携わった
業務と、北九州のご当地マンホールについて紹介したい
と思います。

２．会社のこと

（１）沿革
　当社について簡単に紹介いたします。松尾設計は1959
年（昭和34年）に北九州市八幡東区枝光に事務所を設立
しました。その後1965年（昭和40年）に本社を北九州市
八幡東区西本町（麻生ビル）に移転し、1968年（昭和43
年）に松尾本社ビルを同じく西本町に新築し北九州に建
設コンサルタントとしての拠点を確立しました。その後
東京本部、広島支店、18の事務所を設立し今日に至って
おります。
　当社は土木、建築、上下水道部門の企画、調査、測量、
設計、監理などを手掛けています。「小回りの利いた機動
力」「丁寧な対応」「正確な業務」が当社の持ち味です。

私の仕事

女性技術者の紹介

株式会社松尾設計／公共設計部水道グループ　福本千夏

写真－１　社屋
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３．ご当地マンホール

　各地域独特の意匠を取り入れたご当地マンホール。北
九州にも魅力のあるご当地マンホールがあるので３種類
紹介したいと思います。

（１）銀河鉄道999

　北九州ゆかりの漫画家である松本零士氏の作品と連携
したデザインマンホールです。写真のマンホール蓋は「銀
河鉄道999」の「メーテル」がデザインされており、小
倉駅周辺に１箇所と、北九州空港に１箇所あります。こ
れ以外にも「銀河鉄道999」の「９」にちなんで「大山
トチロー」や「車掌」などの９種類のデザインマンホー
ルが小倉駅周辺にあります。メーテルの美貌が大きくシ
ンプルに印刷されているので私は10種類の中で一番印象
に残りました。

（２）官営八幡製鐵所旧本事務所

　官営八幡製鐵所旧本事務所がデザインされたマンホー
ルです。世界文化遺産に登録されたことを受け製作され
ました。JRスペースワールド駅周辺に10箇所設置されて
います。外観写真の下には建物の特徴や歴史などが紹介
されています。明治日本の産業革命といわれる八幡製鐵
所は当社とも業務で関わりがあります。

写真－2　銀河鉄道999マンホール

写真－3　官営八幡製鐵所旧本事務所マンホール

（３）ギラン君

　2017年北九州をホームタウンとするプロサッカークラ
ブチーム「ギラヴァンツ北九州」の新たなホームスタジ
オが完成しました。これを受けてオフィシャルクラブマ
スコット「ギラン」のデザイン蓋を製作しました。小倉
駅周辺に５箇所設置してあります。ギラヴァンツという
チーム名は、イタリア語で「ひまわり」という意味の

「Girasole」と「前進する」という意味の「Avanzare」を
組み合わせています。ひまわりは市の花でもあります。

「WE KITAKYUSHU」、「がんばれギラヴァンツ北九
州」と記載されており、北九州を一目で感じられるデザ
インになっています。発色の良い黄色は力強くギラン君
のたくましいビジュアルを際立たせていてかっこいいな
と思いました。

４．おわりに

　入社して３年目になりますが今も学ぶことの多い毎日
です。この仕事は細かい作業が多かったり、真夏や真冬
に現場に行くこともあったりと嫌になることもあります
が、やりがいのある仕事なので、何だかんだ楽しくやっ
ています。まだまだ未熟で、自分の考えを持つことや、
協議などで人に説明することを苦手としていますが、少
しでも早く一人前の技術者になれるように経験や知識を
積んでいきたいです。
　今回、過去に携わった業務を振り返ることでそんなこ
ともしたな～と懐かしい気持ちになりました。１つ１つ
の業務が場所や内容が異なるので、思い返したときに感
慨深いのがこの仕事の特徴なのかなと思います。北九州
をはじめ、市外や県外いろんなところの業務にこれから
も携わっていきたいです。
　上下水道施設の多くは、供用開始後、市民の目にふれ
ることはほぼありませんが、陰ながら人々の生活を支え
る重要なこの仕事を続けていけたらいいなと思います。

写真－4　ギラン君マンホール
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［意見交換テーマ］
各事業体が抱える課題及びその取組事例について

（主要トピック）汚泥の肥料化、ウォーターPPP、災害対
策、人材の確保・育成、その他（広域化、未普及対策、
ストックマネジメント、PPP/PFI、省エネ・創エネ、脱
炭素、不明水対策、耐震化対策、デジタル化・DX、働き
方改革など）

２．参加者からの取組み状況等の説明

　初めに参加者のご紹介の後、各事業体の取り組みに関
するご説明をいただきました。各トピックに関する主な
ご発言は次の通りです。

●汚泥の肥料化
・ R5.3.17付け国土交通省通知「発生汚泥等の処理に関す

る基本的考え方について」において、発生汚泥等の処
理に関する基本的考え方が示され、下水道管理者は今
後、発生汚泥等の処理を行うに当たり、肥料としての
利用を最優先し、最大限の利用を行うこととされた。

・ 本県では、農政部局と下水道部局で、下水汚泥の有効
活用を検討すべくワーキンググループを設立し、検討
を続けている。

・ 当課も、今後国から示される検討手順書を参考に、来
年度下水汚泥の性状調査、肥料化の手法等の調査検討
業務委託を実施する。また、その内容を踏まえ、肥料
化等の設計建設を検討する予定である。

・ 課題としては、製造した肥料等の販売先の確保や下水
汚泥の重金属含有量、流域市町との調整等が挙げられ
る。ワーキンググループにおいて検討しているが、利
用先がほぼ見つからないというのが正直なところで、
農政部の方でもいろいろ検討してくれているが、なか
なかいい方向に行かない中で今後肥料化をどうしてい
くかといったところである。

・ 堆肥の製造機をリースして水循環センターに設置し、
堆肥の試験製造を実施中。来年度以降、試作した堆肥
を肥料登録して無料頒布し、イメージ改善等を図りた
い。

・ JAなどへヒアリング等による地域のニーズ調査や事

１．はじめに

　関東支部では毎年１月に、関東圏の１都８県の下水道
部局の幹部の方々並びに日本下水道事業団及び国土交通
省の方々を招いて意見交換を行う「下水道事業座談会」
を開催しております。ここでは令和５年度で37回を数え
た座談会の概要についてご報告します。なお、本年は１
月１日に発生した能登半島地震の影響で長野県環境部生
活排水課、国土交通省関東地方整備局建政部はご出席い
ただけませんでした。
　
開催日時：令和６年１月26日（金）14時～17時
開催方法：会議室とZOOMミーティングの併用
出席者：

（事業体・事業団・国側）
茨城県土木部都市局下水道課、栃木県県土整備部都市整
備課下水道室、群馬県県土整備部下水環境課、埼玉県下
水道局下水道事業課、千葉県県土整備部都市整備局下水
道課、東京都下水道局計画調整部技術開発課、神奈川県
県土整備局河川下水道部下水道課、山梨県県土整備部都
市計画課下水道室、日本下水道事業団事業統括部、同　
東日本設計センター

（協会側）
関東支部長、副支部長２名、幹事５名、幹事代理１名、
総務委員会委員長、下水道委員会正副委員長、専務理事、
常務理事、調査課長
概要：事前に提示したテーマと主要トピックに沿って意
見交換を行いました。

水コン協関東支部

第37回下水道事業座談会報告

支部活動の紹介

第37回下水道事業座談会

関東支部長
（日本水工設計株式会社／取締役）　 菅原一孝
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業スキームなどに関する基本検討を実施中。
・ 大規模な販路の確保が難しく、採算性のある事業スキ

ームの検討に苦慮している。
・ 販路の確保については、地道に拡大するような取り組

み、広報的な取り組みなどをやっていかなければと思
っている。

・ 本県では、下水汚泥の搬出について、民間業者への委
託により一部肥料化を行っているところ。ただし、処
理場における肥料化は実施しておらず、令和５年３月
に国土交通省が示した「下水道管理者は今後、発生汚
泥等の処理を行うに当たっては、肥料としての利用を
最優先し、最大限の利用を行うこととする。」との考え
方を受けて、処理場における汚泥の肥料化について検
討を進めている。

・ 先進自治体の取組みに関する情報収集や、農林部局等
との意見交換を行っているが、温度差を感じていると
ころであり、あまり具体的な進捗を図れていないのが
現状である。

・ 農林部局を交えた検討会の立ち上げ等を踏まえて、農
業従事者の需要の把握や汚泥肥料の試作に向けて取り
組みたいと考えている。

・ 農業集落排水での事例として乾燥汚泥を無償で配布し
ている事例があるが、これは農村地域ということもあ
り、利用して頂けているがやはり量的には微々たるも
の、大規模な流域施設での汚泥について考えていかな
ければならない。

・ 本県としては現状、情報収集をしているといった状況
であり、来年度以降、老朽化した焼却施設の更新と併
せてどのような形が最適なのか見極めていきたい。

●ウォーターPPP
・ 令和９年度より汚水管きょの交付要件として設定され

ているウォーターPPP（以下、W-PPP）導入に対して、
当県で検討を進める必要があるが、W-PPPの４つの要
件それぞれに課題を感じている。

① 長期契約（原則10年）　10年間の長期契約となると、
庁内調整、地元企業・議会等への理解を得るための説
明に苦慮すると思われる。

　 次期契約時に受注業者が寡占状態となり、競争性が生
まれないのではないか。

　 次期契約までの期間が長いため、自治体職員のノウハ
ウ喪失に懸念がある。

② 性能発注　管路管理における要求水準の設定および評
価方法の設定に苦慮すると思われる。

　 モニタリングする自治体職員の技術力が求められるた
め、職員の育成に期間を要すると思われる。

③ 維持管理と更新一体マネジメント　更新実施型を選択
して実施した場合、更新計画に基づく更新事業を滞り
なく実施していくためには、国の安定かつ継続的な支

援が必要となるが、確約はあるのか。（10か年分の全
体設計への計上が可能か）

④ プロフィットシェア　流域下水道は、財源を市町村か
らの負担金で賄っているため、利益は負担金の単価を
下げるなど、市町村に有益となるような説明が必要と
感じており、分配の割合をどのように設定するかが課
題と感じている。

　 また、ウォーターPPP導入までに可能性調査のなどの
様々な検討を実施しなければならず、検討に要する費
用・人員の増に対して不安がある。

・ 社会資本整備総合交付金交付要綱の交付対象事業の要
件において、汚水管の改築については、R９年度以降、
ウォーターPPPの導入を決定済みである場合のみ対象
とする旨追加された。

・ 改正を受け、本県もウォーターPPP導入の検討を開始
した。

・ しかし、国のPPP/PFI手法選択ガイドラインを確認す
ると検討項目が多く、今後職員の負担増を懸念してい
る。

・ また、国が示した導入検討スケジュールでは、「事業検
討から事業開始までの期間は、３年程度の期間を見込
んでおくことが望ましい。」とあり、R９年度までの余
裕がほぼない。

・ 本県内では、下水道事業に比較的早い時期から着手し
た自治体が多く、下水道処理人口普及率は97％を超え
る（R４末）状況となった。しかしながら、市町村別
では、下水道処理人口が数百万人に上る大規模な自治
体から、数百人程度の小規模な自治体まで様々であり、
特に小規模な自治体では、技術系職員の確保が大きな
課題となっている。

・ このため、令和５年３月にとりまとめた「広域化・共
同化計画」に基づき、県が率先して取組を進めること
としていますが、下水道事業を将来に渡り持続可能な
ものとするためには、各自治体が個々に行う取組も不
可欠であり、特に小規模な自治体にとって、更なる官
民連携の推進の取組は、欠くことのできない重要なも
のであると考えている。

・ 特にウォーターPPPの取組は、管理・更新一体マネジ
メントによる経営改善のほか、下水道組織体制を補完
する有効な手段であることから、市町村の個別の状況
を踏まえつつ、適切な導入促進を図っていく考えであ
る。

・ 本県でも管路改築の交付要件化等を受け流域下水道に
対するウォーターPPPの導入に向け取り組みを始めた
ところである。

・ 官民連携に実績のあるコンサルタント数社と意見交換
する中でロードマップを策定し、本年度は概略検討に
向けた基礎調査を行っている。

・ その一方で、小規模な自治体が多く、流域下水道を構
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成するほとんどの市町村では何から手をつけていいの
かわからず苦慮している状況があることや、現下、流
域下水道を包括管理委託している下水道公社の扱いな
ど課題が山積している。

・ 県の方で基礎調査を行いながら、市町村の方々にも声
掛けをしながら一緒に取り組んでいきたいと考えてい
る。

・ 県では構成市町村を取り込むとともにノウハウを持つ
下水道公社を活かした官民連携ができないか思案して
いるところである。

●災害対策
・ 地震等の災害時は迅速に復旧作業を行う必要があるこ

とから、下水道関連団体等（（公社）日本下水道管路管
理業協会等）との支援体制の構築（管路施設復旧支援
協力協定の締結）が急務と考えている。

・ 同協定締結は広域化・共同化計画のソフトメニューに
も掲げており、対象31市町村中30市町村が締結を希望
しているが、現状は県及び７市町村の締結と低い状況
である。

・ 今後、令和６年度の協定締結を目標に市町村との調整
を進める予定であるが、台帳等の整備等についても市
町村ごとの状況が違う中で、どこまで共有して災害時
に対応できるようなものになるのかといった点が大き
な課題なのかと考えている。

・ 耐水化として、大雨災害の部分であるが、令和２年度
の国通知「下水道の施設浸水対策の推進について」に
基づいて令和３年度に耐水化計画を策定したが、令和
５年８月に国直轄管理河川の中高頻度確率での浸水深
データを提示され、見直ししている。

・ 今後、耐水化計画見直し後に、建物での防水扉や蓋、
止水板の設置、施設周囲の土塁や出入口の止水板等の
対策を整備予定である。

・ 近年、集中豪雨の頻発や台風の大型化などにより全国
各地で浸水被害が多発している状況にあることや、気
候変動の影響により降雨量が増加していくことも予想
され、更なる対策の強化が求められています。

・ 下水道局では、区部全域で１時間50ミリ降雨への対応
を基本に、早期に浸水被害を軽減するため、浸水の危
険性が高い地区を重点化して施設整備を推進するとと
もに、浸水被害の影響が大きい大規模地下街や甚大な
浸水被害が発生している地区においては、１時間75ミ
リに対応する施設整備を推進してきた。

・ 昨年末には、東京都豪雨対策基本方針が改定され、そ
の中で、気候変動に伴う1.1倍の降雨量に対応するた
め、目標降雨を都内全域で10ミリ引き上げた。

・ 今後も、幹線やポンプ所などの基幹施設を整備し、能
力増強を図るとともに、雨水貯留施設の整備や再構築
に伴う枝線の増径などに取り組んでいく。

●広域化・共同化
・ 本県では令和５年３月に「山梨県生活排水処理施設広

域化･共同化計画」を策定し、県内すべての市町村を
構成員とした協議会を７月に立ち上げるとともに、協
議会の下に、広域化･共同化の17件のソフトメニュー
毎に代表市町を幹事とした作業部会を設け個別に取り
組むスキームを構築した。

・ 広域化･共同化の取り組みを支援する立場の県として
は、県で委託を一括発注してソフトメニュー毎に現状
把握及び課題整理、対応方針案などを取りまとめ、作
業部会で必要な情報や資料を提供し、幹事市町村が中
心とした市町村主体の議論を期待したいところである
が、いまのところ市町村の積極的な姿勢が見られず、
今後の対応に苦慮しているところである。

●省エネ・創エネ、脱炭素
・ 地球温暖化対策として、超微細散気装置やベルト濃縮

機などの省エネ機種の導入、送風機の運転制御などの
運転管理による対策、焼却炉における高温焼却処理な
どの処理プロセスの変更などを実施してきた。

・ また、消化の導入と合わせた消化ガス発電の導入、固
形燃料化施設の導入、太陽光発電の導入などの創エネ
ルギー対策も実施してきた。

・ 今後も、施設・設備の改築時期等にあわせて、超微細
散気装置、新型焼却炉、消化の導入などの取組を計画
的に推進する予定。

・ 契約先の電気事業者の排出係数が上昇したため、温室
効果ガス排出量の進捗目標を達成できておらず、2030
年の目標達成に向け、国全体のエネルギー供給の排出
係数が国の目標どおり達成されるかが課題。

・ 購入する電気等を再エネ由来のものを購入するといっ
たところを考えていかなければ、私共の施設だけでは
対策に限界があると思っている。

・ 本県では、汚水処理に大量の電力を消費するなど、県
の事務・事業に伴う温室効果ガス排出量の約４割を占
めている。

・ そのため、消費電力の抑制や再生可能エネルギーを活
用した発電といったカーボンニュートラル実現に向け
て取組んでいる。

・ 太陽光発電については、建屋の上に先ずは置いてみな
いかと令和４年度から、終末処理場及びポンプ場の空
間を活用する太陽光発電の検討に着手している。

・ 令和４年度に太陽光発電に関連する制度や全国の導入
実績、導入した場合の発電可能量、事業費、温室効果
ガス削減効果等を調査し、より有用な導入方法は何か

（事業主体や電力の利用方法等）等の検討を行った。
・ 令和５年度はこの検討を踏まえ、資料収集や課題解決

に向けての検討を進めている。
・ 消化ガス発電については、平成30年度に、汚泥処理施
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設の整備、更新にあたっては、下水汚泥の資源化・エ
ネルギー化の観点から、従来の汚泥処理に消化工程を
追加することとした。

・ 消化槽を作りたいと考えているが、本県は下水道普及
率が全国平均以下であり、未普及解消が最優先課題と
なっており、なかなか手が回らないのが実情である。

・ 供用開始から30年以上が経過した焼却炉の更新に合わ
せて、温室効果ガス削減に寄与する消化ガス発電のエ
ネルギー利用について、民間活力導入の可能性を検討
してる。

・ 太陽光発電については、早期事業化に向け検討を進め
る。

・ 消化ガス発電については、近々の汚泥処理施設の更新
等の時期に合わせた実施について、事業化に向け整備
手法を決定していく。

・ 本県の流域下水道では、「流域下水道事業経営ビジョン
（経営戦略）R3.3」において、設備の改築更新に合わ
せ、省エネ・創エネ設備等を導入するなどして、温室
効果ガス排出量を2013年度比で2030年度までに約20
％削減する目標を掲げたが、その後の令和３年10月に
閣議決定された「地球温暖化対策計画」では、下水道
分野において2050年カーボンニュートラル、2030年46
％削減の目標が掲げられた。

・ 県内でも同様の目標に向けて県有施設における脱炭素
化の取組みが加速化しており、国や庁内の目標達成に
向けては、これまでの取組みに加え、大規模な創エネ
設備の導入や下水汚泥のエネルギー化などに取り組ん
でいくことが不可欠。

・ しかしながら、この取組を推進するためには、広域化・
共同化、PPP/PFIやDXなどと連携した総括的な検討
が必要であるほか、脱炭素化に伴い付加される費用の
流域関連市町との負担のあり方を整理する必要がある
と考えている。

●デジタル化・DX
・ 県が管理している流域下水処理場では、大雨等の緊急

時でも処理場の稼働状況を時間や場所に制限なく把握
するために、処理場外から主要データを監視するため
の遠隔監視システム整備を検討している。

・ これは、安全性を考慮して操作系のシステムとは分離
しつつ、大雨や地震等の災害時でも、場外から確認で
きることを目指している。

・ この整備により、異常時はプッシュ型のアラーム通知
を携帯端末等に送信され、管理状況を時間や場所の制
約なく確認できることで、維持管理受託者への指示や
職員参集の判断が容易になる。

・ また、各処理場での状況を遠隔で把握できるため、各
処理場で勤務する管理職員業務の効率化により、コス
ト縮減や安全性向上が図れる。

・ 遠隔での情報管理にはセキュリティ上の問題も考えら
れることからそれらの点については十分注意しつつ進
めていきたい。

●処理場の再構築
・ 本県が管理する深芝処理場は、供用開始後50年以上経

過しているため、処理施設の老朽化が著しく進行して
おり、施設の再構築が急務となっている。

・ 現有施設と同規模の処理施設を新設することを検討し
ているが、現処理場敷地が狭いため、処理場隣接地の
活用などを含め、新たな施設の配置の検討が課題とな
っている。

・ 再構築を実施している期間も、現況施設の運転をして
いくため、運営に支障が無いよう再構築を進めていく
必要がある。

　〈対象施設〉
・ 供用開始　昭和45年９月
・ 処理能力　165,000m3／日
・ 敷地面積　10ha
・ 懸案としては、空いているスペースに新たな施設を設

置し、新設施設に切り替え、それにより不要になった
施設を撤去、空いたスペースに新設といったことを繰
り返し、同じ場所に再構築しようと考えているところ
であるが、10haと狭い敷地なので既設の施設を撤去し
ながら整備ができるか、現在地に建て替えながらの再
構築なので長期間となり、莫大な費用がかかってしま
うがその確保ができるのかといった点についても危惧
している。

●受注者への配慮
・ 東京都では、技術系局で構成された東京都技術会議等

により、「建設業の働き方改革や担い手確保に向けた取
組の一環として、生産性の向上や建設業の魅力向上に
向けた取組を行っている。

・ 生産性向上に向けては、発注サイクルの前倒しや債務
負担行為による工事や委託の施工時期の平準化、ま
た、工事関係書類（全庁的な統一様式）の削減・簡素
化、メール提出などによる、受発注者の生産性向上や
負担軽減に取り組んでいる。また、東京インフラポー
タルサイトにより、ICT活用工事や週休２日制工事の
事例紹介、女性の活躍推進工事の事例やセミナー開催
の紹介などを掲載し、建設業の魅力向上に向けた情報
発信を行っている。また、ＢIM／CIMについても、一
部の設計や工事で活用している。今後も、建設業の働
き方改革や担い手確保に資する取組に努めていきた
い。

●下水道施設の被災支援体制強化について
・ 日本下水道事業団は、第６次中期経営計画（2022～2026
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年度）を策定し、業務を実施しているところ。
・ この中でも、「防災・減災、国土強靱化の実現に向けた

取組への支援等も推進する」としており、災害支援要
請対応率100%を評価指標に位置付けている。今年度
は５件の支援要請に対応しているところであり、今後
もお話があればサポートすることとしている。

・ 災害が起きた場合、１次調査および災害報告までは無
償で対応しているが、この支援に要する費用について
は「災害時維持修繕準備金」を充当することとしスム
ーズな対応ができるよう整理したところである。

・ 迅速な支援体制確保の一環として、可搬式災害時対応
型水処理施設の整備を進めている。平時は栃木県真岡
市の実験センターに配備しておき、被災があった自治
体から要請があれば、現地へ持ち込んで処理のお手伝
いをする。来年度末を目途に整備し、有事の際の策と
して検討しているところである。

●JSにおける多様な契約形態について
・ JSでは、地域特性や受託団体の意向を踏まえ、下水道

施設の建設、維持管理に、民間事業者のノウハウや創
意工夫を活用することができるPPP/PFI 手法を含め
た多様な契約形態による施設の整備等を実施。

・ その中からセンターの手掛けているデザインビルドオ
ペレーション方式、デザインビルド民設民営方式、ア
ーリーコントラクターインボルメント方式についてご
紹介したい。

★DB＋（O）方式（Design Build Operate）（汚泥肥料化）

・ DB＋O方式であるが、ある県が汚泥肥料化施設を整
備するにあたり、建設手法はDB方式を採用し、整備
後の維持管理を特別目的会社に委託するスキーム、施
設の建設だけでなく維持管理の委託もパッケージした
契約形態を準備して対応している。

・ 汚泥処理施設の設計・施工を一括契約（JS－落札
者建設JV）

・ 建設した肥料化施設の維持管理を特別目的会社に
20年間委託

・ 特別目的会社は施設の維持管理に加え、肥料の売
買も実施

★DB＋民営民設方式（消化ガス発電）

・ DB＋民営民設方式は、ある市が汚泥消化施設を新た
に建設し、発生する消化ガスを発電施設にて有効利用
するために実施する事業で、この中では消化ガス発電
設備は落札者自らの資金で建設し、消化ガス発電事業
を実施する特別目的会社に出資するという形態をとっ
ている。このような形でJSは前面に立って対応してい
るところである。

・ 汚泥処理施設の設計・施工を一括契約（JS－落札
者建設JV）

・ 落札者の代表企業は消化ガス発電設備を自らの資
金により建設

・ 特別目的会社（SPC）は市より消化ガスを購入し
て発電事業を運営（汚泥処理施設の維持管理は市
が実施）

★ECI方式（Early Contractor Involvement）
　（水処理施設新設）

・ ECI方式では、プロジェクトの設計段階から施行者の
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技術力を反映させることでコスト削減、工期短縮を図
れる方式であり、この事例ではJSと技術協力協定を締
結した企業グループの中の設計コンサルタントと個別
に実施計画の委託契約を結んで技術協力を提供いただ
き設計完了後、仕様が確定した後に優先交渉権を持つ
企業グループと価格交渉を行い契約となる。

・ 技術提案に基づいて選定した優先交渉権者と技術
協力協定を締結

・ 別途契約の実施設計において、技術提案の内容を
反映した設計を実施

・ 実施設計において、優先交渉権者（施行者）は技
術協力を提供

・ 実施設計後に優先交渉権者と価格交渉の上、合意
に至れば工事契約

３．参加者との意見交換

　続いて水コン協の取組みについて説明し、参加者のご
意見等をいただいた。

●水コン協の考えるW-PPP
・ 更新計画を作成する上では、中長期の視点も含めた配

慮が必要。特に長期マネジメント計画では公平性の観
点が重要であり、W-PPPを検討する上では、コンサル
タントが役割を担っている「事業全体・経営計画を俯
瞰した計画立案」を別途検討し、実施する必要がある。

・ 水コン協企業は、事業体の課題や今後の方針に精通し
ており、今後の課題解決においては官側・民側双方で
の業務を実施する必要がある。その点を踏まえ、導入
可能性調査を実施した企業でも競争性を阻害しない条
件となる場合には民側企業として参加できる募集条件
を求めたい。

・ 事業実施で蓄積されたデータに対しては、将来の事業
に適切に引継できるよう担保する必要がある。具体に
は公共性の観点から様々な集積データを次期応募時に
提示できるよう整理するとともに事業終了時には汎用
的形式でのデータを提供する。併せて公共事業の持続
性確保の観点から事業終了時には事業について公表な
どを進めていくことを提言していきたい。

・ 小規模の自治体においては職員が少ない中で進めてい
かなければならない、一方民間企業は利益を考えなけ
ればならないので、ある程度の事業規模が欲しい。
W-PPPの検討と共に併せて広域化・共同化といったこ
とも視野に考えていければと思っているところ。

○参加者からのご意見
・ 導入可能性調査を受けてくれるコンサルタントが無く

なるのではないか。国において「こういうやり方なら
透明性が確保できる。」といったものを示してもらいた

い。
・ 本県でも検討しているところであるが、規模の小さめ

のところの方が導入に向いていると感じており、民間
側と自治体側の求めるものが合わないのかなと思え
る。

・ 施設自体は小さくても様々な事業が対象となればいい
のかもしれない。

●汚泥の肥料化について
・ どこの県でも同じような問題があるようで、最終的に

は販路の確保である。佐賀県では自前で作った肥料を
農協や実際の従事者の方に使ってもらって口コミで好
評判が広がって需要が増えている。

・ 今の段階でJAにお話ししても、「できるんですよね。」
で終わってしまって、何か次のアクションが無いと難
しいと思う。

・ 建設をやる人と、維持管理をやる人、販路を持ってい
る人が組まないとうまくいかない。

・ 県におかれては農業試験所でこの地域の特産品にはこ
れがいいといった情報をJAに提供してもらう。JAに
は実際に使ってもらうといったやり方が、時間はかか
るかもしれないが手っ取り早いのではないか。

○参加者からのご意見
・ 施設の整備について、大規模な方が効率的でよさそう

だが、稼働率が低いと事業性が悪化してしまうので、
需要の拡大状況にあわせて段階的に整備することも考
えていく必要があると思う。

・ 汚泥の処分先の一つとして民間のコンポスト会社があ
るが、そこにもっと量をこなしてほしいとお願いする
が、もう一杯いっぱいだと断られる。

→ 新たな仕組みを作っていかないと、今のところでは限
度があるので難しい。

・ 本県では月20ｔくらいの少量を作っていたが、石灰分
が多く地盤改良材としては良いが、肥料には向かない
ものを作っていた。

→ 成分で用途が狭められるということはある。机上の需
要調査でなく、実際の現場のヒアリングをしていくこ
とが間違いないだろう。

●水コン協の災害対応
・ 災害発生時の支援では、水コン協は災害査定図書の作

成支援がメインとなる。
・ 災害発生時の課題としては、経緯を知っているコンサ

ルタントが当該市町を支援できれば良いが、リソース
が限定されるのでそれがかなわない場合や、コンサル
自身が被災している場合などどうしても資料収集、デ
ータ収集に時間がかかるので、電子化を進めていただ
くことがスムーズに支援するポイントになる。

・ 日頃は、災害時支援協定の締結を進めている。各種の
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問い合わせに対応させてもらっている。大きく分けて
一括協定と個別協定になるが、一括協定は県を窓口に
管内の地公体と締結するもので、窓口が県なので今回
の能登半島地震のように多くの地公体が被災した場合
は調整がしやすい。個別協定だとそれぞれの市町と締
結するので幅広く支援要請があった場合、情報が煩雑
になるなど支援体制の構築が難しくなる恐れがある。

・ 災害時支援者育成講習会を年１回秋ごろに開催してお
りオンラインでやることにより、幅広に参加いただけ
ている。

・ 災害時支援における知見向上の普及、省力化に向けた
活動として、水コン協内のマニュアルの策定や改訂な
どを実施している。改訂にあたっては実際の災害時活
動の情報収集を行い、どんな不具合があったか、例え
ば災害図書の作成で、複数のコンサルが対応した時、
図書の作り方が違った。本来なら事前に関係者を集め
てそういったフォーマットやポイントを共有しておく
べきとか、机上だけでは気付かないことなど、関係団
体とも意見交換しながら反映させている。

○参加者からのご意見
・ 能登半島地震においては行政側への支援要請もあるが

下水分野の経験者でないと対応できない。水コン協側
と行政側とでどういった支援のやり方があるのか検討
する必要がある。

・ 下水の協定の説明を頂いたが、水道についても下水と
同じ支援のスキームができているのか。

→ 水コン協としては、支援可能な協会員の紹介をするこ
とを目的としており、具体的な動きまでは協定の中に
盛り込んでいないが個別の状況に応じて色々な内容と
なっている。

・ JSにお聞きしたい。お付き合いのない自治体でも支援
要請には100%対応されるのか。

・ JSも災害支援協定を結んでいる自治体があり、そのよ
うな自治体とは処理場等の図面の資料を事前に共有し
ている。図面等がすべて揃うわけではないが、協定を
締結したら、なるべく資料を提供いただくということ
にしており、災害時にスムーズな対応が出来るよう備
えている。

・ お付き合いのない自治体についてはJSにデータがな
いので、被災時に自治体から図面等の入手をすること
になるが、それが難しい場合は水コン協のネットワー
クを活用させていただきデータを入手するなどして、
JSが１次調査を実施することもある。お付き合いがな
いから困るということでなく、水コン協の協力も得な
がらやっているところ。

●水コン協の人材確保・育成の取組み
・ 昨今、官民双方で上下水道事業の担い手不足、高齢化

の進行ということで、この業界に入ってくる人材が少

なくなっている。また、学の分野でも学生数・指導教
員の減少、上下水道に関する教育機会の減少というよ
うなことがある。

・ このような状況で対応すべき課題、老朽化対策や人口
減少、ダウンサイジング、技術開発の推進などの課題
が山積している。

・ こういうことに対応していくためには人材確保・育成
が重要である。

・ 人材の確保に関しては、新卒学生への情報発信ツール
ということで、各種リーフレット、映像コンテンツ、
プレゼン用パワポなどを作成している。

・ これらのツールをもって大学等の学校訪問、会員各社
でのインターンシップの実施、下水道展での学生向け
イベントの開催といったことに取り組んでいる。

・ 人材育成の取組みとして技術講習会を開催している。
見学会も含めて本部支部あわせて年間40回程度実施し
ている他、若手社員研修会、施設見学会、技術研究発
表会、技術報告集の発行など行っている。

・ このような取組の好事例として、都内私立大学の水環
境工学という講座にて、民間の会社16社が14回の講座
を受け持ち、学生に講義をするということをやってお
り、100名近くの学生で、将来水業界に就職したいと
いう声も聞こえているところ。

・ こういった取組で学生を取り込んでいくということが
重要であると考えている。

●水コン協の主な事業の紹介
・ 最後に、水コン協の主な事業について紹介し、ご参加    

の事業体の皆様には協会活動にご理解いただきご参加 
いただけるものはご参加いただきたい、また各事業体
での催されるイベント等においては水コン協の方も参
加させていただきたいと考えているといったご紹介を
して会は幕を閉じました。

４．おわりに

　ご多忙な中、座談会にご出席いただきました各都県お
よび下水道事業団の皆さまに感謝申し上げます。
　過去３回は、コロナ禍の状況からWeb方式のみによる
開催でしたが、今回は４年ぶりに対面を主体とした開催
となりました。座談会終了後、出席者の皆様から事後ア
ンケートにもご協力いただき、Web方式のみの開催に比
べ意見交換が活発に行われた点は良かったとのご感想を
いただいております。次回以降も対面を主体に実施して
いきたいと思います。また、アンケートでは座談会の進
め方などについても前向きなご意見をいただいており、
さらに有意義な意見交換の場になるように改善を図りま
す。
　当協会会員は、今回の「下水道事業座談会」や「要望
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と提案」活動など、各事業体の皆さまとの直接的な意見
交換の場を通じて、そのニーズやご要望をお聞きし、事
業体や地域社会のベストパートナーを目指して、水イン
フラの安全で安心なまちづくり、持続可能な社会の未来
に貢献してまいります。
　最後になりますが、座談会の企画や運営に携わった協
会委員の皆様に感謝いたします。

ご出席の皆様
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クターズヘルスケア産業医事務所代表、帝京大学大学院
非常勤講師の矢島新子氏をお招きし、水コンサルタント
のためのメンタルヘルスケアについて、ご講演いただき
ました。約220人の参加がありました。本セミナーによ
り、会員各社における働き方改革の一層の推進が期待さ
れます。

Ⅳ　災害時支援者育成講習会
　11月14日、災害時支援者育成講習会を開催しました。
対面及びzoomウェビナーによるオンライン併用のセミ
ナーとして開催しました。今回も自治体職員等の会員以
外の方も参加可能としました。
　講習会プログラムは、災害時支援者育成小委員会メン
バーによる「災害復旧とは」、「管路施設の災害復旧」、「能
登半島地震の災害復旧支援」、「災害復旧支援パターンと
契約」のほか、国土交通省による「令和６年能登半島地
震における下水道施設被害と今後の地震対策・災害対応
のあり方」と日本下水道事業団による「日本下水道事業
団の災害復旧支援」の講演でした。
　災害査定資料作成業務は業務を経験する機会が少ない
ことから、継続的に災害復旧業務に関する知識を有する
災害時支援者を養成していくことが必要と考え、本講習
会を毎年継続的に実施することとしています。270名の
参加がありました。

Ⅴ　事業の概要
凡例　（　）内は、公益社団法人事業の区分
　　　公益目的事業＝（公）
　　　その他の事業（相互扶助等事業）＝（他）
　　　【　】は、担当する委員会名又は支部名

１　調査研究・資料収集（公）
１）調査研究（独自）
①主要刊行物リスト更新 HP更新 【技術・研修】
②業務成果の概要 HP更新 【技術・研修】
２）調査研究（受託） 【受託調査研究】

［（公社）日本下水道協会］
① 令和６年度モニタリング等実施機関のあり方に関する

検討業務委託

　本協会の活動に対しまして、日頃よりご理解、ご協力
をいただいておりますことに深く感謝申し上げます。令
和６年７月から11月までの本協会の主な活動状況は下記
のとおりです。今後とも、ご指導ご鞭撻のほどお願いい
たします。
　当協会の活動状況については、随時、当協会HPに掲
載しておりますので、こちらもご覧ください。

Ⅰ　下水道展’24東京への参加
　下水道界最大のイベントである｢下水道展’24東京｣は、
７月30日から８月２日の４日間にわたり東京ビッグサイ
トで開催されました。来場者数は、下水道展 ’24東京全体
で49,031人でした。また、水コン協ブース来訪者は一般
の親子連れなどを含め1,009人でした。ブースでは、「水
コン協カフェ」と題して、学生向けの就活支援イベント
を行い、三十数名の学生が参加してくれました。
　併催企画として、３日目の８月１日午前、東京ビッグ
サイト近傍の東京ファッションタウンビルの会議室にお
いて「ウォーターPPPの導入に向けて～包括民間委託の
現状と今後の官民連携～」の講演会とパネルディスカッ
ションを開催しました。前半に東京大学の加藤特任准教
授による基調講演を行い、後半に国交省、自治体、企業、
水コン協によるパネルディスカッションを行いました。
会場に約120名、webで約500名の参加がありました。

Ⅱ　国土交通省への提案活動
　11月27日、正副会長が国土交通省上下水道審議官グル
ープ幹部を訪問し、提案・意見交換を行いました。提案・
意見交換の内容は、①上下水道事業の継続のための事業
執行予算の確保、②激甚化する災害に対する強い上下水
道の構築・推進、③新時代の上下水道一体となった取り
組みの推進などでした。予算確保のほか、広域連携、脱
炭素、ウォーターPPP等多様な官民連携、DXなど、幅
広く意見交換を行いました。

Ⅲ　魅力ある職場づくり推進セミナー
　11月６日、「魅力ある職場づくり推進セミナー」を開
催しました。今年度もzoomウェビナーによるオンライ
ンのみのセミナーとして開催しました。講師として、ド

水コン協　活動報告
（令和 6 年 7 月～ 11 月）

公益社団法人 全国上下水道コンサルタント協会／専務理事　内田　勉
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② 下水道用歩掛検討委員会歩掛改に伴う調査設計に関す
る補助業務委託

③ 令和６年度管路更生工法検討調査専門委員会に係る補
助業務委託

④ 令和６年度下水道施設の耐震対策指針等改定調査専門
委員会に係る補助業務委託

［（公財）日本下水道新技術機構］
⑤ 下水道管路管理における多様な官民連携方式の推進に

関する業務委託（その２）
［国土交通省］
⑥ 令和６年能登半島地震における水道施設の被災状況把

握および将来を見据えた水道の復旧方針に関する調査
検討業務

⑦ 令和６年能登半島地震を踏まえた下水道復旧方針等に
関する調査業務

３）出版及び情報発信 【水坤編集】【対外活動】【支部】
① 「水坤」　vol.68　「震災再来～被災地を支える活動～」
（令和6年7月）

　 配布先：会員、地方公共団体、大学、その他（発行部
数4,700部）

４）要望・提案・意見交換活動
①要望と提案活動資料の作成 7月【対外活動】
②国土交通省への提案・意見交換 11月【対外活動】
③新ビジョン策定作業、第三期中期行動計画進捗管理
 【企画】【支部】

【北海道】
④要望と提案活動 8～11月
　 「要望と提案」・「支部会員名簿」を関係事業体へ送付及

び訪問による要望提案活動
【東北】
⑤支部会員名簿及び要望と提案を関係事業団体へ配付
 8～9月

【関東】
⑥日水協関東地方支部総会におけるPR活動 8月7日
　 関東地方支部総会にて正会員235会員に上下水道コン

サルタント活用案内資料を配付
⑦要望と提案活動 8月19日～10月11日
　役員及び正副委員長による12班編成での訪問要望活動
⑧JSとの実務責任者会議 10月18日
　 JS東日本設計センターとの事務者協議、コンサルタン

トからの要望事項及びJSからの伝達事項協議
【中部】
⑨下水道事業研修会　静岡市クーポール会館 8月21日
　 会員47名（会場参加29名、web18名）、自治体（4市）

9名
　 静岡市、名古屋市、岐阜市、桑名市の各市担当者と意

見交換（要望と提案）

⑩名古屋市意見交換会　名古屋市役所会議室 8月28日
　災害協定、電子契約への対応、ウォーターPPP

【関西】
⑪ 2府4県360自治体に要望と提案活動資料、会員名簿、

水坤夏号を送付 10月10日
⑫大阪市及び堺市との意見交換会 11月6日
⑬大阪府との意見交換会 11月7日
⑭滋賀県及び大津市との意見交換会 11月21日

【中国・四国】
⑮要望と提案活動 9～10月
　 中国・四国地方9県の市町村へ要望と提案資料、水坤

夏号、支部会員名簿を訪問および郵送にて配布
【九州】
⑯要望と提案活動 7～9月
　 「支部会員名簿」及び「要望と提案」を関係事業体に配

布
⑰日水協九州地方支部総会にて要望活動
　那覇文化芸術劇場なはーと 7月11日　300名
　 要望と提案資料、水坤新春号、事業活動とその成果等

を配布
⑱日水協九州地方支部技術研究会にて要望活動
　別府国際コンベンションセンター 11月7日　200名
　 要望と提案資料、水坤夏号、事業活動とその成果等を

配布

２　育成（公）
１）学校への働きかけ
①学校・学生向け動画、広報資料等の作成
 【対外活動】【総務】【支部】

【関東】
②上下水道コンサルタント周知協力活動 11月
　 次代の人材確保に向けた学校訪問等による上下水道コ

ンサルタントの啓発活動
　 対象53校に対し役員会社による訪問活動並びに事務局

より資料を郵送
【中部】
③ 中学校キャリア教育「職人と語る会」に参加（愛知県

みよし市立北中学校1年生を対象） 11月5日
④ 大学・高専へパンフレット「水コンサルタントになろ

う」、会員企業情報を郵送 11月8日
【中国・四国】
⑤次代の人材確保に向けた学校訪問 11月～
　 中国・四国地方9県の20校（大学・高専）に対し、訪

問又は郵送にて資料配布等による働きかけ
【九州】
⑥次代の人材確保に向けた学校訪問等の実施
 10月下旬～
　 九州支部管内の大学及び高専17校を対象にリーフレッ

ト、ポスター及び会員各社の採用情報などの資料を持
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【中国・四国】
⑭第1回管路更生工法に関する共催説明会（web）
 8月28日　29名
　 管路更生工法の特殊事例と設計手法/施工可否判断に

ついて
⑮第1回日本ダクタイル鉄管協会共催セミナー
　愛媛県男女共同参画センター 9月3日　81名
　 令和6年能登半島地震における上水道被害とその教訓

/千葉県企業局における災害対応～東日本大震災での
被災経験から能登半島地震への応援活動まで～

⑯中国・四国支部技術講習会（全国配信web併用）　　
　中電技術コンサルタント会議室 9月18日　204名
　 浸水対策における雨水貯留施設と有効活用技術の紹介

/管きょ更生工法の設計概要・新工法の紹介/老朽管の
延命対策としての更生工法から更新する更生工法の提
案（既設管内に自立管を形成する更生工法）/ステン
レス・フレキ管による中小口径管路更新工法

⑰西日本3支部合同技術講座（web併用）
　新大阪江坂東急REIホテル 10月29日
　 「最近の上下水道事業の動き」～上下水道行政の一体化

と官民連携の動向及び事例紹介～
⑱日本技術士会共催講演会（web併用）
　 カンファレンス21広島会議室、エスジーズ鳥取支店会

議室 11月16日　250名
　 南海トラフ巨大地震/技術者に求められる総合的な問

題解決能力/今後の上下水道行政と最近の話題
⑲第2回日本ダクタイル鉄管協会共催セミナー
　広島県民文化センター 11月19日　122名
　 能登半島地震から考えるこれからの水道の災害対策/

水道における災害対応～能登半島地震における対応を
踏まえて～

【九州】
⑳西日本3支部合同技術講座（web併用）
　新大阪江坂東急REIホテル 10月29日
　 「最近の上下水道事業の動き」～上下水道行政の一体化

と官民連携の動向及び事例紹介～
� 研修講演会（水コン協九州支部、日水協九州支部、九

州ウォータークラブ共催）
　JRE天神クリスタルビル会議室
 11月5日　150名（水コン25名）
　 動き始めたウォーターPPPに関するコンサルタントの

取組み、能登半島地震における水道被害とその教訓

３）委員等の派遣
①国土交通省
　下水道技術開発会議 1名
②（公社）日本水道協会
　水道施設設計指針改訂特別調査委員会 1名
③（公財）水道技術研究センター

参し訪問

２）講習会　
①第34回技術研究発表会
 7月19日　400名　【技術・研修】
② 下水道展 ’24東京 併催企画 「ウォーターPPPの導入に

向けて」 8月1日　約600名【対外活動】
③ 令和6年度技術研修会「自然環境・社会環境の変化に

配慮した上下水道施設等の検討事例」
 11月25日　270名【技術・研修】

【北海道】
④上下水道講習会（web併用） 9月2日　237名
　 上下水道行政の最近の動向について/水道広域化に関

する最新動向等について/ドイツの下水道における脱
炭素の取組事例報告/強プラ管の雨水浸水に対する取
り組みと耐震性について/水道事業体の課題を踏まえ
たダクタイル鉄管協会の取組

【東北】
⑤水コン協東北支部技術講習会（全国配信）
 10月8日　212名
　 AI×環境ビッグデータによる管路劣化診断技術につ

いて/水道管路の老朽度評価及びグルーピング技術を
用いた更新優先順位付け/マンホール蓋のアセットマ
ネジメントに向けた取り組み/強プラ管の雨水浸水に
対する取り組み・耐震性・維持管理について

【中部】
⑥技術講習会（及び倫理講習会）（全国配信）
　中日本建設コンサルタント大会議室
 7月16日　225名（会場23名、web202名）
　 育児休業を上手に利用しよう（倫理講習）、水道老朽管

の延命対策に代わる管路更生工法の提案（水道）、新た
な街づくりとグリーンインフラ［防災・減災を中心と
して］（下水道）

【関西】
⑦倫理部会講習会　昭和設計（web併用）
 7月23日　131名
⑧技術セミナー・施設見学会（web併用）
 8月1日　34名
⑨施設見学会事前勉強会（web） 8月8日　42名
⑩夏休み水の教室　大阪市下水道科学館 8月23日
 小学生40名　水コン14名
⑪管更生工法講習会（web） 8月28日　70名
⑫施設見学会　兵庫東流域下水汚泥広域処理場
 9月19日　42名
⑬西日本3支部合同技術講座技術講座（web併用）
　新大阪江坂東急REIホテル 10月29日
　 「最近の上下水道事業の動き」～上下水道行政の一体化

と官民連携の動向及び事例紹介～
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ミュレーション結果の利活用について
⑭愛知県「ウォーターPPP導入に向けての勉強会」
　西三河総合庁舎 10月3日　2名
　 ウォーターPPP導入、導入検討の自治体による紹介、

国土交通省によるモデル都市支援について
【関西】
⑮兵庫県 11月25日　3名
　 下水道に関する技術講習会（録画撮り、1月9日～1月

24日web配信）
　 雨水管理総合計画、液状化によるマンホールの浮上防

止対策について、施設の耐震化について、他
⑯京都府 11月28日　1名
　 京都府市町村下水道担当職員研修会　管路施設のデー

タベース管理について
【九州】
⑰（公財）佐賀県建設技術支援機構 7月11日　1名
　 佐賀県建設技術支援機構研修　下水道施設の計画・設

計業務/下水道事業のコスト削減の取組み
⑱鹿児島県保健福祉部生活衛生課 10月30日　2名
　市町村等の水道事業の広域連携に関する検討会

５）その他
【中部】
①森づくり協力事業（水源涵養）　長野県木曽町共催
 10月26日　34名
　 長野県木曽町（川正奥生産森林組合所有林）　斜面での

間伐作業

３　災害時支援（公）
①災害訓練 7月16日～18日
 【災害時支援】【支部】
②災害時支援者育成講習会 11月14日　270名

【北海道】
③北海道下水道災害対策会議 7月17日
④ 北海道・東北ブロック下水道災害時支援連絡会議（秋

田県） 9月5日
⑤北海道下水道災害対策会議　実地訓練（旭川市）
 10月22日～23日

【東北】
⑥ 北海道・東北ブロック下水道災害時支援連絡会議（秋

田県庁） 9月5日
【関東】
⑦災害時支援協定締結協議
　 山梨県及びさいたま市と上下水道施設災害時支援協定

の協議
⑧災害時支援協定締結都市との連携活動
　東京都流域下水道本部との情報連絡訓練 10月3日
　横浜市下水道BCP図上訓練視察 10月30日
　埼玉県下水道局実動訓練 11月21日

　矩形地上水槽（鋼製）の耐震設計に関する研究会 2名
　 水道の基盤強化に資する浄水システムの更新・再構築

に関する研究 1名
　浄水技術支援委員会 1名
　水道技術ジャーナル編集委員会 1名
④（公社）日本下水道協会
　国際委員会 1名
　下水道協会誌論文審査委員会 1名
⑤（公財）日本下水道新技術機構
　審査証明委員会 1名
　管路技術共同研究委員会 1名
　技術委員会 1名

４）講師の派遣
①日本下水道事業団
　下水道研修 40名
②（公社）日本水道協会
　水道技術者ブロック別研修会 7名
　水道施設耐震技術研修会 7名

【北海道】
③北海道 8月21日　講師１名　アドバイザー3名
　令和６年度第１回「北の下水道場」
④北海道地方下水道協会 8月28日　1名
　 令和６年度北海道地方下水道協会道北地区支部実務担

当者会議
⑤（一財）北海道建設技術センター 9月4日　1名
　令和6年度下水道実務研修会（web）
⑥北海道大学工学部 10月3日～11月21日　8名
　水道・下水道システムにおける設計製図
⑦北海道下水道災害対策会議 10月23日　1名
　令和6年度北海道下水道災害対策会議実地訓練

【東北】
⑧秋田県農業集落排水連絡協議会 7月3日　1名
　令和6年度秋田県農業集落排水連絡協議会講習会
⑨秋田県建設部下水道マネジメント推進課
 8月27日　1名
　 令和6年度秋田県浸水対策及び災害対応力強化に関す

る勉強会
⑩秋田県にかほ市建設部 10月22日　2名
　第61回県南地区水道事業事務・技術研究会
⑪白河地方広域市町村圏整備組合 10月31日　1名
　 全国水道企業団協議会東北地区協議会第39回連絡会及

び第28回研修会
【中部】
⑫岐阜県清流の国ぎふ下水道場
　（公財）岐阜県浄水事業公社（各務原市） 7月24日　1名
　管渠の基礎知識の解説
⑬岐阜県浸水対策勉強会（web） 7月29日　2名
　 簡易手法におけるRRIモデルの活用について、浸水シ
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　 入札談合と独禁法、建設関連業務と下請法等、生成AI
活用の可能性～こんなことができる・ここに注意～

【関東】
⑦ 第1回施設見学会　首都圏外郭放水路 地下神殿「調圧

水槽」 7月28日　27名
⑧第2回技術講習会（web）　ヒューマンエラー対策
 8月23日　290名
⑨第2回施設見学会　埼玉県戸田市雨水貯留管建設工事
 10月4日　33名
⑩若手社員研修会 10月25日
　ロジカルシンキング/クリティカルシンキング
⑪コンプライアンス講習会（web） 11月1日
　 水コン協倫理綱領解説～技術者倫理と企業倫理、その

実践～
⑫ 水道関係者現場技術研修会　神奈川県内広域水道企業

団相模原浄水場見学 11月7日
　 浄水場の施設、ろ過池運用状態の見学及び水処理の概

要
【中部】
⑬下水道事業研修会　静岡市クーポール会館 8月21日
　 会員47名（会場参加29名、web18名）、自治体（4市）

9名
　 静岡市、名古屋市、岐阜市、桑名市の下水道事業の状

況と今後の見通しについて
⑭技術見学会　岐阜県恵那市　小里川ダム
 9月19日　37名
　 国土交通省庄内川河川事務所小里川ダム管理支所担当

者による小里川ダムの説明及び見学
⑮若手研修会　ツドイコ名駅東
 11月7日　27名、関係者9名
　 水コン協活動の紹介、研修会趣旨説明、研修「仕事を

スムーズに進める会話術」
【中国・四国】
⑯建設関連5団体共催講習会　広島県民文化センター
 10月10日　17名（全体202名）
　 独占禁止法の遵守について/新たな中国圏広域地方計

画策定に向けて
⑰施設見学会 11月29日　25名
　 広島駅前プロジェクト現場及び広島県大洲シールド現

場、路面電車が広島駅ビルに乗り入れる等のプロジェ
クト現場視察/東部配水支線管路更新工事（シールド
工事）現場視察

【九州】
⑱若手・中堅育成研修会
　 福岡市水道局乙金浄水場整備工事現場視察及び交流会
 11月19日　23名

５　イベント活動等（他）
①下水道展 ’24東京　東京ビッグサイト

【中部】
⑨令和6年能登半島地震支援対応継続中
⑩ 災害時支援協定締結　静岡市（下水道を廃止し上下水

道として締結） 7月19日
⑪情報伝達訓練等
　下水道事業災害時中部ブロック連絡会情報伝達訓練
 8月9日
　岐阜県災害時支援訓練 11月12日

【関西】
⑫水コン恊災害訓練 7月16日
⑬災害時支援協定締結団体災害訓練（web） 7月16日
⑭災害時近畿ブロック連絡会議（web） 10月3日
⑮近畿ブロック災害時情報伝達訓練（web） 11月6日

【中国・四国】
⑯ 中国・四国ブロック災害時支援連絡会議　香川県庁
（web併用） 9月4日

【九州】
⑰災害時支援協定締結
　鹿児島市 9月27日
　枕崎市 10月1日
　鹿屋市 11月1日
⑱ 九州･山口ブロック下水道事業における災害支援に関

する連絡会議　長崎県庁 11月5～6日
⑲下水道BCP訓練（北九州市・広島市合同訓練）
　広島市千代田庁舎及び市内各所 11月14～15日
　 北九州市関連部署、民間団体参加のもと広島市下水道

局への支援を想定した訓練

４　資質向上（他）
① 魅力ある職場づくりセミナー（web）
 11月6日　約220名【総務】

【北海道】
② 令和６年度オンライン講演会（web併用）（2団体共催）
 7月1日　81名（全体620名）
　 令和６年度能登半島地震における金沢河川国道事務所

での災害対応
③技術研修会（web併用） 8月6日　43名
　 若手技術者の１日、担当業務の一例（浸水解析業務等）

/水道事業の発展と倫理の視点/SDF法（ステンレス・
フレキ管による更新工法）について

④上下水道施設見学会 10月30日　31名
　 札幌市内下水道シールド工事現場・三笠市桂沢浄水場

の見学
⑤ 独占禁止法に関するオンライン研修会（web）（3団体

共催） 11月19日
　入札談合と独占禁止法について

【東北】
⑥ コンプライアンス研修会（web）（6団体共催）
 9月12日　水コン協43名
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 10月19日　水コン協27名（全体500人）
　 社会貢献の一環として北九州市紫川の環境保全活動に

参加
⑩下水道の日イベント（下水道フェア）
　北九州市子どもの館 9月7日　300人
　 小中学生及び保護者を対象に下水道の啓発活動として

北九州市と連携してイベントを開催
⑪熊本市水道百周年記念式典
　熊本城ホール・シビックホール 11月10日

６　厚生事業等（他）
①水コンサルタント賠償責任保険事業 【総務】

【北海道】
②ボウリング大会 9月24日　37名

【東北】
③ゴルフ大会
　西仙台カントリークラブ 10月3日　23名

【関東】
④ボウリング大会 10月18日　86名

【中部】
⑤親睦旅行会
　（会食）岩村山荘、（散策）岩村城下町 9月19日
⑥ボウリング大会
　名古屋グランドボウル 11月21日　40名

Ⅵ　会議の開催
１　業務執行理事会
1） 第26回業務執行理事会 9月5日
　 令和6年度事業計画執行状況／次期ビジョン、第三期

中期行動計画進捗管理／ウォーターPPP／下水道
展 ’24東京報告／特定費用準備資金／設立40周年記念
事業／技術研究発表会／能登半島地震対応／日本下水
道協会賛助会員参与会　他

 7月30日～8月2日【対外活動】【支部】
【北海道】
② 水循環パネル「私たちの大切な水」～豊かな地球　大

切な水～の貸出及びパンフレット配布
　 新ひだか町「上下水道パネル展」 7月30日～8月14日
　 石狩東部広域水道企業団「企業団の参加する自治体の

イベント」 7月31日～9月30日
　北海道「下水道パネル展」 9月3日～10日

【東北】
③仙台市下水道フェア
　勾当台公園いこいのゾーン 9月15日
　 つまらん管の実演、下水道クイズ、くじ引き・お菓子

配付
④ 広瀬川1万人プロジェクト（第36回広瀬川流域一斉清

掃） 9月28日　70名
【関東】
⑤荒川・下水道フェスタ2024出展
　荒川水環境センター（戸田市） 10月5日

【中部】
⑥ 下水道フェア（富山県下水道フェスタ）　神通川左岸流

域下水道神通川左岸浄化センター 9月7日
　 水コン協広報活動（水ペットボトル、エアリス、うち

わを参加者に配布）
【中国・四国】
⑦ 広島市下水道ふれあいフェア出展　広島市西部水資源

再生センター 9月8日　来場者1,381人
　 上下水道コンサルタント業務等を紹介するパネル展示

/冷感タオル、ミネラルウォーターの配布/快適な生活
と地域の良好な水環境を啓発する小学生向けの冊子

「水の妖精エアリス」の配布/水コン協の事業活動に関
するパンフレットなどの配布

⑧建設技術フォーラム2024 inちゅうごく（協賛）
　広島産業会館 10月30～31日
　防災・減災、国土強靭化とインフラDX

【九州】
⑨紫川流域一斉清掃
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　公益社団法人全国上下水道コンサルタント協会（水コ
ン協）の各支部では、それぞれの地域で開催される水環
境や上下水道にかかわる各種イベントや社会に貢献でき
る活動に積極的に参加しています。
　令和５年、各支部が参加した社会貢献活動を以下にご
報告致します。

（１）「水循環パネルの貸し出し事業」� 北海道支部
　北海道支部では支部で作製した水循環パネルを、毎年
様々な会場へ貸し出しを行っています。令和６年度は、
５月28日～７月３日に「足寄町」、７月30日～８月14日
に「新ひだか町」、７月31日～９月30日に「石狩東部広
域水道企業団」、９月３日～９月10日に「北海道」へそ
れぞれ水循環パネルをお貸しして、パンフレットを配布
いたしました。
　足寄町では小学生の上下水道に関する授業の中で活用
していただきました。新ひだか町では「上下水道パネル
展」で会場の新ひだか町図書館・博物館及び総合町民セ
ンターでの展示に、石狩東部広域水道企業団では、企業
団が参加されました自治体でのイベントに、北海道では
下水道の日に合わせて北海道庁１階ロビーにて開催され
た「下水道パネル展」で展示及びパンフレットの配布を
していただきました。それぞれの会場で、訪れた多くの
方々に水循環への理解を深めていただけたと思っており
ます。

支部における社会貢献活動

公益社団法人 全国上下水道コンサルタント協会／調査課長　幡豆英哉

（２）���「広瀬川１万人プロジェクト�～第36回�広瀬川流域
　一斉清掃～」� 東北支部

　開催日時：2024年９月28日（土）10：00～12：00
　広瀬川１万人プロジェクトは、杜の都・仙台のシンボ
ルである広瀬川の自然環境を守り、多くの市民が親しめ
る広瀬川とするため、100万都市仙台の１％・１万人を
キーワードとして、主な活動として、春と秋の年２回実
施されている流域一斉清掃があります。
　水コン協東北支部が参加した秋の一斉清掃では、昨年
に続き、人数制限なしでの開催となり、全18会場（昨年
20会場）で1,705名（昨年1,562名）、集めたゴミは164袋

（昨年281袋）になりました。水コン協東北支部は、今回
で17回目の参加となり、会員17社（昨年15社）から70

写真－1　足寄小学校での活用状況

写真－２　北海道庁での下水道パネル展

写真－３　えにわん産業祭2024 UNITE
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名（昨年59名）の方々が参加しました。この場をお借り
して、改めて感謝申し上げます。
　今年は、うっすら雲がかかる秋空の中、体を動かすに
はちょうど良いコンディションでしたが、みなさんはゴ
ミを見つけ出すのに大変苦労していました。これも長年
の活動の成果だと思っています。このため、早い段階で
清掃活動を終えた方々は、各々が広瀬川の自然に親しみ
ながら、有意義な時間を過ごされていました。
　水コン協東北支部では、これからも多くの市民が広瀬
川に親しめるよう、流域の自然環境を守る活動に貢献し
ていきたいと思います。

（３）�「仙台市下水道フェア」� 東北支部
　開催日時：2024年９月15日（日）10：00～15：00
　水コン協東北支部では、これまで毎年11月３日の文化
の日に「青葉区民まつり」に併設される「仙台市下水道
フェア」に「下水道のがっこう」を出展してきました。
令和６年は、仙台市庁舎の建替え工事の影響もあり、「仙
台市下水道フェア」が単独で開催されることになり、開
催時期も９月に変更となりました。水コン協東北支部で
は、仙台市民の方々に、下水道の役割や大切さを知って
もらうことを目的として、これまで参加してきましたが、
2020～2022年までの３年間は、コロナの影響により開催
されず、2023年にようやく再開されることとなりまし
た。
　イベント当日は、残念ながら朝から雨が降り続きまし
たが、足元が悪い中にも関わらず、多くの市民のみなさ

まにご参加いただきました。
　「下水道のがっこう」では、下水道にまつわるクイズの
出題や「つまらん管」の実演実験を実施しました。実演
実験では、興味津々にのぞき込む子供達も多く、クイズ
の参加者にはクジにより景品を提供し、参加者のみなさ
まには大変喜んでいただきました。
　水コン協東北支部では、下水道フェアへの参加を通じ
て、協会PRのみならず、市民の方々にも下水道に関心
を持っていただく大変重要な機会として捉え、今後も引
き続き参加を継続していきたいと思います。

（４）第21回「身近な水環境の全国一斉調査」� 関東支部
　「身近な水環境の全国一斉調査」は、市民グループと河
川管理者が連携して実施する「全国水環境マップ実行委
員会」が主催して行う水環境の調査活動で、2023年の調
査までに全国で延べ約13万３千人が参加しています。
　21回目となる「身近な水環境の全国一斉調査」は、令
和６年６月２日（日）《※世界環境デー（６月５日）の前
後》に実施され、会員会社10社及び本部事務局の社員と
その家族の合計108名（大人84名、子供24名）が水質調
査に参加しました。

写真－４　広瀬川で清掃作業をする参加者のみなさま

写真－６　水コン協出展サイトの様子

写真－５　清掃活動に参加頂いた水コン協東北支部メンバー

写真－７ 雨の中参加頂いた水コン協東北支部メンバー
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パーとトイレットペーパーを入れて力一杯にシェイクし
たあと、号令でたらいに排水して溶け方の違いを実験し
ます。ティッシュペーパーは飲み口に詰まって排出され
ず、なぜトイレにティッシュペーパーを流してはダメな
のか、実験を通して体感してもらいました。この実験は
結果が視覚的で分かりやすく、毎年生徒さんに大変好評
です。（写真－９）

　調査地点は、参加者が生活されている地域の身近な河
川・湖沼等の64地点で、COD測定と水辺の環境や動植
物について観察を致しました（昨年度は134名（大人104
名、子供30名）、81地点で水質調査に参加）。毎年、参加
加された方あてに、この調査に参加された動機等のアン
ケートをお願いしていますが、参加された方からは「毎
年子供との恒例行事となりました。来年も参加したいと
思います。」また、他の方から「もっと他の水質項目も測
定してみたいです。」などの嬉しい感想がお寄せいただき
ました。

（５）��第11回�「出前授業」� 中部支部
　名古屋市立栄小学校のご協力のもと、令和６年５月28
日、11回目となる「出前授業」を開催しました。この出
前授業は、小学校４年生を対象に授業の１限をお借りし、
中部支部の総務･広報委員が講師となって「下水道の仕
組み」「正しい使い方」「水コンサルタントのお仕事」等
を学んでいただく活動です。
　出前授業の構成は２つあります。１つ目は、下水道の
仕組み、正しい使い方について委員が「下水道橋博士」
に扮して、クイズを交え分かり易く解説します。その終
盤には「博士の弟子」３名を追加動員して水コンサルタ
ントの具体的な仕事内容（設計事例）を紹介するなど、
水コンの活躍をPRしました。（写真－８）
　２つ目は、「ようかい実験」（溶解と妖怪をかけたもの）
です。水を入れた別々のペットボトルにティッシュペー

写真－８ 出前授業の様子

写真－９　ようかい実験の様子

表－1　調査に参加した動機（複数回答可） 

選択肢 回答数
（％） 備　考

イ
自分が住んでいる近
所の河川の水質に興
味があったから

35
（32％）

ロ
水コン協の「社会に
貢献するための行動」
の一環なので協力し
たいと思ったから

29
（27％）

ハ
「身近な水環境全国
一斉調査」の目的に
共感したから

22
（20％）

二
子供たちが水環境や
地球環境を考える良
い機会になると思っ
たから

16
（15％）

ホ
会社の上司から参加
するように言われた
から

2
（2％）

ヘ その他 5
（4％）

・ 学生の頃、水質や地下水
調査を行っていたから

・ 毎年、同じ地点で実施し
ており愛着があるため

・ 水質調査に興味があった
から

・弊社のCSR活動の一環
・CPDの取得

計 109
（100％）

クイズには活発な挙手

ほら、ティッシュは！？

図－１　出前授業のアンケート結果
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　授業の後日にいただいたアンケート結果（図－１）と
生徒さんからの感想（お便り）（図－２）の一例をご紹介
します。令和６年の出前授業も大変に好評で、手応えの
ある結果となりました。いつか、出前授業を受けた生徒
さんが当業界へリクルートにくる、そんな日を夢見て、
委員一同来年も元気な新４年生に出会えるのを楽しみに
しています。

（６）��「下水道フェスタ’24富山県」� 中部支部
　中部支部では毎年、富山県と愛知県の夏の下水道関連
イベントに交互に出展して協会活動のPRを行っていま
す。令和６年は９月７日（下水道の日）に富山県の神通
川左岸浄化センターで開催された「下水道フェスタ’24」
に参加してきました。
　中部支部のブースでは、恒例となる「ゲームDEゲッ
ト！～中部各地のおいしい水～」と称するダーツゲーム
で遊べるイベントを出展しています。ダーツの当たった
番号に応じて景品（ボトル水）と協会PR用のうちわの
配布を行いました。当日は猛暑の中、下水道フェスタは
大勢の親子連れの来場者で賑わい、ゲームに参加した皆
さまには見慣れない各地方のお水に喜んでいただき、用
意した景品のボトル水約500本が想定より早く品切れと
なるなど大盛況となりました。（写真－10）
　富山県でのイベント参加は、普段交流機会の少ない北
陸地域の会員企業の会員さんが参加しやすい貴重な機会
にもなっていて、今年は２社から５名の応援を頂くこと
ができました。来年の夏は愛知県のイベントにお邪魔し、
水コンサルタントのPR活動をする予定です。

（７）�「森造り協力事業（水源涵養）」� 中部支部
　中部支部では、東海地区の水源地域である長野県木曽
町と共催で「森造り協力事業（水源涵養）」を継続して開
催（コロナ禍など４年間の開催中止を経て令和５年から
再開）しています。令和６年は10月27日(土)に、会員企
業７社34名の参加をいただき、参加者は自分たちの使う
水を育む森林の保全活動となる枝打ちや間伐等のボラン
ティア活動を通して、水環境の健全な維持に想いを馳せ
ていただきました。
　午前中は森林所有者である組合のご協力・ご指導のも
と「間伐」と呼ばれる混みあった森林から木を伐採（間
引き）する作業を実施しました。この作業は木が１本１
本たくましく育ち下層植生も生い茂る健全な森林とする
ために欠かせない作業の一つです。作業開始時は少し肌
寒かったですが、約１時間の作業後は皆さん良い汗をか
いていました。作業前後を比べて森林内への日差しの量
が明らかに増しており、森林の保全作業の重要性とその
苦労を実感しました。（写真－11、12）
　午後には、地元木曽町の人気スポット「木曽おもちゃ
美術館」を見学しました。木のぬくもりを感じながら様々
なおもちゃを手に取って遊べる体験型の施設で、若手か
らベテランまで、しばし童心に戻って楽しみ、帰路につ
きました。

図－２　出前授業の感想（お便り）

写真－10　「下水道フェスタʼ24富山県」参加の様子

開始早々に長蛇の列

欲しいお水が当たったかな…
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（８）�「職業人と語る会」� 中部支部
　令和６年11月５日、愛知県下のとある中学校からの講
師派遣依頼を受けて、１年生を対象に毎年開催されてい
る「職業人と語る会」に参加してきました。当支部は令
和４年度から参加（支部公式活動としてはR５～）して
おり、３回目の参加となりました。「さまざまな職業に携
わる職業人と語り合うことを通して、働く目的や意義に
ついて考えを深める」ことを目的に、キャリア教育の一
環として実施されています。
　当日は40分の講座を２回行いました。他の講師陣は、
飲食店経営者、研究者、薬剤師、起業家など知名度の高
い職業人が集まる中、知名度の低い「水コンサルタント」
に興味をもつ延べ18人の生徒に、インフラ整備の重要性、
水コンの役割、やりがいや苦労等について熱く語り、中
学生の率直な質疑に応えてきました。（写真－13）
　後日、生徒からのお便りの一例を図－３に紹介します。
初めて聞く職業にもかかわらず、講師の話を真剣に聞い
ていただき、「水コンサルタントとは？」がそれなりに伝
わったと実感しています。
　就職を意識した大学生へのアプローチは当然ですが、
その上流で職業としての認知度に後れを取っており、
中・高校生世代への認知度向上が必要と感じています。
本活動は、中学生に向けて「水コンサルタントの役割、

特徴、仕事内容」に特化してPRができるため、水コン
PRの草の根活動として大変有意義な機会と考えていま
す。

（９）第21回「身近な水環境の全国一斉水質調査」
　関西支部

　関西支部では、水環境の一斉調査に参加することによ
り、全国で同日に実施される調査結果を全国地図に記入
することにより、わが国の河川等の水質状況が一目で認
識できることに賛同し、関西地区での水環境活動の普及
に努めることとし、第19回から参加しております。令和
６年度は６月２日（日）午前に実施し、会員会社で45名

（前年度33名）の方が参加しました。
　調査地点は、参加者が活動されている地域の身近な河
川等の45地点で、COD測定（パックテスト）、水温測定
と水辺環境や動植物について観察しました。
　昨年と同地点で調査を実施した結果、「昨年１匹であっ
た亀が２匹見ることができた」との報告や「COD結果が
６mg/Lであったことから、腐植土からのフミン酸やフ
ルボ酸などフミン物質の流出によって少し高い数値を示

図－３　職業人と語る会の感想（お便り）

写真－11　間伐作業の様子

なかなか手強いね…

「倒れるぞ～」の発声とともに

写真－12　水源涵養事業参加者集合写真

写真－13　職業人と語る会（講座の様子）

ほら、ティッシュは！？

今年も大勢の参加に感謝

水コンサルタントを熱く語る…
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していると考察される」など、周辺環境を観て多面的に
考察された報告がありました。毎年、水環境の一斉調査
に参加することで水環境、水循環への関心が高まってい
ければと考えております。

（10）�「夏休み水の教室」� 関西支部
　関西支部では、夏休み期間中に小学生を対象にしたイ
ベントを開催しており、昨年に引き続き、上下水道の役
割や水の大切さを勉強して頂くことを目的として、大阪
市下水道科学館において「夏休み水の科学」を開催しま
した。今回は、クリアウォーターOSAKA株式会社、株
式会社フソウと共催し、小学生ら40人が参加しました。
　テーマは、①座学「わたしたちのくらしと下水道」、②
観察（水の科学実験（表面張力、浸透、微生物の観察））、
③クイズ～うんこクイズ、今回新たに併催企画として、
株式会社フソウによる④防災展：防災用簡易浄水器実演、
防災グッズの展示、パネル展示（南海トラフ地震、能登
半島地震、東日本大震災等）を実施しました。①の座学
では、下水道の役割や活性汚泥の微生物の働きについて
説明して頂きました。②の観察では表面張力と大気圧を
利用して、水の性質や知識を深めて頂きました。また、

写真ー14　　加古川水系　美嚢川の様子

写真ー15　CODパックテストの様子

写真－16　押領司関西支部長の開会挨拶

写真－17　水の科学実験の様子（表面張力）

写真－18　顕微鏡による微生物観察

写真－19　防災展（簡易浄水器実演、パネル展示）の様子
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浸透の実験では活性炭による脱色で活性炭によって汚れ
成分が「吸着」していく作用を観察しました。もう一つ
の観察は、活性汚泥の中の微生物を顕微鏡で観察しまし
た。子供たちは熱心に、微生物の動きを観察していまし
た。「うんこクイズ」では汚泥がどのように下水処理され
てどうなっていくか、４つのクイズに答えてもらいまし
た。「君の１年分のうんこで作った電気で10WのLED電
球を何ヶ月照らすことができるか、リンゴ何個が栽培で
きるか」など。④の防災展では、簡易浄水器を実際に操
作し、黒い水が浸透膜を通って、透明できれいな水にな
る様子を観察しました。
　子供たちから「微生物や水の不思議を知れてよかった。
そして水を大切に使おうと思った。いつもきれいにして
くれてありがとう」と感想がありました。
　生活に欠かせない下水道や防災の大切さについて、座
学や実験を通して深めて頂きました。

（11）�広島市「下水道ふれあいフェア」� 中国・四国支部
　広島市主催「下水道ふれあいフェア」が９月８日（日）
に広島市西部水資源再生センターで開催されました。
　このフェアは、９月10日「下水道の日」にちなんだイ
ベントとして、毎年９月10日前後の日曜日に行われてお

り、中国・四国支部もブースを出展しました。来場者の
方々を対象に「上下水道コンサルタント業務等を紹介す
るパネル」の展示や「冷感タオル」、「ミネラルウォータ
ー」、快適な生活と地域の良好な水環境を啓発する小学生
向けの冊子「水の妖精エアリス」、「水コン協の事業活動
に関するパンフレット」などの配布を、支部長、副支部
長及び幹事会社のスタッフが行いました。
　当日は、天候にも恵まれ大勢の方々が来場（1,381人）
されました。
　配布物が無料ということもあり、ブースには長い行列
ができるほどの大盛況で、多くの方に下水道への理解や
下水道事業についての意識向上を努めることが出来まし
た。
　今後とも、積極的に社会貢献活動を行っていきます。

（12）�「紫川流域会議～紫川流域一斉清掃～」� 九州支部
　北九州市内を流れる二級河川紫川では、河川環境の保
全や水質改善など、流域全体の課題に取り組むことを目
的に、北九州市が中心となって紫川流域会議を設立して
います。
　この活動は、市民、ボランテイア団体、企業、学校な

写真－20　中国・四国支部出展ブースの様子（１）

写真－22　中国・四国支部出展ブースの様子（３）

写真－21　中国・四国支部出展ブースの様子（２）

写真－23　中国・四国支部のブーススタッフ集合写真
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どが協力し2004年度から継続して行われています。
　九州支部では、会員の環境意識を高め、紫川の自然を
守ることを目的に、この流域会議と連携して10月19日

（日）の早朝から、紫川中流域を対象に27名の会員及び
会員家族が紫川流域一斉清掃に参加しました。
　当日は、あいにくの小雨まじりの天気でしたが、雑談
を交えながら楽しく清掃活動を行うことができました。
　今回の活動によって、会員同士の親睦を深められたこ
とに加え、この活動に参加した未来を担う子供たちの環
境意識を育むきっかけになれればと考えています。
　九州支部では、社会貢献活動として、この様な環境保
全活動に今後も積極的に取り組んでいきます。

写真ー24　北九州市の中心部を流れる紫川

写真－25　九州支部会員および会員家族の集合写真

写真―26　活動状況（１）

写真－27　活動状況（２）

写真－28　活動を行った紫川中流域
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ら年配の方まで幅広い世代に楽しんで頂けるよう、下水
道や水にちなんだクイズと景品を用意しました。
　
③展示ブースの仕様
　展示ブースは、昨年の’23札幌開催で好評を頂いたシン
プルかつ開放感があり気軽に入れるようなオープンカフ
ェのイメージを継承しました。広さ２小間（幅3.0m×長
6.0m）と小スペースな中で２つのイベントを同時に開催
できるよう人の動線に配慮し、中央の飾り棚を取り除く
ことで開放的なブースになりました。来場客への配布用
飲料をストックする冷蔵庫やイベント用の各種機器も配
置しました。
　今回も’22東京開催から継続している「水と人、次世代
へつなげる」というメッセージを掲げました。このメッ
セージには、「上流から下流に流れる水のように、下水道
事業に関わってくれる人を後世につなげていく」といっ
たメッセージも込められています。

図－１　展示ブースのイメージ

３．運営体制と準備活動

（１）運営体制
　展示ブースの企画、準備、運営は、各委員で役割分担
しました。
・ 関東支部 下水道展運営委員会①（以下、運営委員会

①）：主に若手の技術者、学生イベント企画の準備、運
営

・ 関東支部 下水道展運営委員会②（以下、運営委員会

１．はじめに

　夏の恒例イベントとなった下水道展も36回目を迎え、
今回は２年ぶりに東京都の東京ビッグサイトで開催され
ました。
　水コン協では、７月30日～８月２日の全日程で「水コ
ン協カフェ’24東京」と題した展示ブースを出展し、イベ
ントを開催しました。
　本稿では、出展準備から当日の実施状況について報告
します。

２．出展目的と企画内容

（１）出展目的
　下水道展への出展は、第三期中期行動計画の基本方針

「人材確保支援のためのイメージアップ活動」の一環とし
て、学生や一般来場者に向けて水コンサルタントや下水
道のことを知ってもらい、身近に感じてもらうことで水
コン協及び会員企業のイメージアップを図ることを目的
としました。

（２）展示ブース企画の概要
　展示ブースのデザインとイベント内容については、下
水道展小委員会で検討しました。
　
①学生就活イベント
　夏季休暇中の学生に、若手技術者が水コンサルタント
という職業と働き方をプレゼンテーションし、職業とし
ての魅力等をアピールするイベントです。’19横浜開催
からコンセプトとキャッチフレーズを継続し実施してい
ます。
・ コンセプト：水コンサルタントという職業の魅力を伝

える
・キャッチフレーズ：水コンサルタントになろう！ 
　
②クイズコーナー
　下水道展に訪問される親子連れや一般の方にも下水道
や水コンサルタントという職業に興味を持ってもらえる
ようにクイズコーナーを設けました。小さなお子さんか

水コンサルタントになろう！

下水道展 '24 東京 出展報告

対外活動委員会／下水道展小委員会／委員長
（オリジナル設株式会社／ DX 推進部次長）　 平島昌雄
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②）：ノベルティとクイズイベントの準備、運営、来場
者の受付

・ 本部対外活動委員会 下水道展小委員会（以下、小委員
会）：出展企画、運営委員会①、②のサポート、運営の
サポート、集客活動

・ 本部対外活動委員長：出展企画へのアドバイス、運営
のサポート、集客活動

・ 本部事務局：契約等の事務処理、各委員会の開催、運
営のサポート

（２）出展準備
　小委員会の任期は２年間のため、前回’23札幌開催の準
備段階で招集された小委員が引き続き担当します。
　2024年１月に第１回小委員会を開催し、イベント開催
方針に変更はなく、５月に運営委員会を公募し準備を進
めることを決定しました。
　４月に第２回小委員会を開催し、全体スケジュールの
調整、各委員の役割分担について話し合いました。
　その後、運営委員会の公募を経て、５月に第１回運営
委員会を開催し、いよいよ本格的に出展準備を開始しま
した。
　運営委員会は、本部会議室での現地集合とリモート会
議を併用して開催しました。
＜下水道展’24東京の委員会活動＞
　１月23日 小委員会（１）
　４月10日 小委員会（２）
　５月22日 小委員会（３）、運営委員会（１）
　６月19日 小委員会（４）、運営委員会（２）
　７月10日 小委員会（５）、運営委員会（３）
　７月24日 小委員会（６）、運営委員会（４）

（３）集客活動
　水コン協カフェの告知にはSNSを活用しました。水コ
ン協のX（旧ツイッター）の投稿で下水道展と水コン協
カフェのイベントを紹介し、スマートフォンでも見やす
いサイズのチラシも掲載しました。
　学生の集客では、水コン協ホームページに開催案内と
イベント参加者用エントリーフォームを掲載しました。
コロナ禍前は、大学へ訪問し先生方にお会いして学生へ
の呼びかけを依頼していましたが、コロナ禍では面談が
難しくなり、就職担当窓口にメールでイベント案内をPR
していました。今回は’19横浜開催から積極的に学生を参
加させてくださっている大学に訪問させて頂き、学生へ
参加の呼びかけをして頂けました。しかし、こちらの準
備不足で訪問時期が７月になってしまい、学生への周知
期間が不足してしまったことで、事前の申込み者数が例
年より少ないまま下水道展を迎えることになりました。

図－２　SNS用イベント案内チラシ

図－３　配布用イベント案内チラシ

図－４　学生就活イベント申込みサイト（抜粋）
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４．展示ブースでの訪問客対応

　展示ブースでは、訪問客にパンフレットや協会誌等の
各種資料を配布し、水コン協について説明を行いました。
　’19横浜開催から展示していた壁掛LEDパネルは、閲
覧スペースの都合もあり、今回は展示を断念しました。

５．展示ブースの運営状況

（１）展示ブースでの役割分担
　下水道展当日は、事前に決めた日毎の委員が展示ブー
スを運営しました。
　運営委員会①による学生イベント運営、運営委員会②
によるクイズコーナーの運営を小委員会、対外活動委員
長、事務局の全員でサポートしました。

（２）来場者数
　２年ぶりの東京開催となった今回は、下水道展全体の
来場者数は49,031人、水コン協の展示ブースには1,009人

（学生イベント33人、クイズコーナー743人）が来訪しま
した。’23札幌開催との比較では、下水道展全体で約1.6倍、
水コン協の展示ブースではほぼ同数でした。

（３）学生向けイベントの様子
　学生向けイベントでは、事前申込みをしてくれた学生
18名と下水道展当日に飛び入り参加してくれた15名、計
33名が訪れました。
　最終日は、リモート配信を実施しました。事前に３名
の学生が申込んでくれましたが、こちらの手違いで２名
にZoom案内メールを送付できておらず、参加頂くこと
ができませんでした。大変ご迷惑をおかけしました。
　「若手技術者による仕事紹介」では、運営委員会でグル
ープ毎に作成した説明スライドを使い、水コンサルタン
トという仕事の内容や魅力についてプレゼンテーション
を行いました。
　下水道事業全般や水コン協の役割、水コンサルタント
が下水道事業の一端を担っていることを知ってもらい、
若手技術者が経験した業務を例に現場調査、検討、客先
協議といった一つ一つの仕事を詳しく説明しました。
　また、普段の一日の過ごし方や一年間のタイムテーブ
ル、出張先での楽しみ、そして顧客の課題をクリアする
ために一生懸命に最適解を考え、提案が採用されたとき
の達成感等について語り、学生自身に自分が働いている
姿をイメージしてもらえるように工夫しながら説明しま
した。学生の皆さんは、真剣な表情で話に聞き入ってい
ました。
　「本音トーク」では、働き出してワークライフバランス

写真－１　出展ブースの全景

写真－２　ブース巡り準備中の様子 写真－３　学生に説明する若手技術者



86

がどんな感じになるのか？といった働き方や社会人にな
っての日々の過ごし方についての質問が相次ぎました。
　「下水道展ブース巡り」では、他企業のブースでスタッ
フの方から製品について詳しい説明を受け、下水道事業
は様々な分野の多くの企業や団体の活動により支えられ
ていることを実感できたようでした。
　ブース巡り後のアンケート記入の時間には、「本音トー
ク」では時間が足りずに続きを聞きたいという学生が多
く、時間の許す限り若手技術者が社会人の先輩として真
摯に対応していました。
　下水道展での学生向けイベントは、運営委員会①の若
手技術者にとっては準備段階から他社の技術者たちと協
力してイベントを運営するという普段は味わえない貴重
な体験ができたと思います。

（４）クイズコーナーの様子
　展示ブースに独自のクイズコーナーを設け、小さなお
子さんから年配の方まで幅広い世代に楽しんで頂けるよ
う、下水道や水にちなんだクイズと景品を用意しました。
クイズの内容は、運営委員会②にアイデアを出してもら
い、海外の話題や環境問題を交えた多様なクイズを作成
しました。幅広い世代にも難易度がちょうど良く楽しん
で頂けたようで、「クイズを持ち帰りたい」と反響を頂き
ました。

写真－４　クイズコーナーでの一般来場者

（５）景品・ノベルティ
　展示ブースでクイズを楽しんで頂いた訪問客の方々に
は、トイレ消しゴムや水コン協特注のお菓子をお配りし
ました。お菓子は、運営委員会②に包装をデザインして
もらい、菓子メーカーに「水コン協限定」バージョンを
特注で製作してもらいました。

写真－５　景品・ノベルティも大人気

６．併催行事

　水コン協は、８月１日（木）13：30～15：30にTFT（東
京ファッションタウン）ビル研修室904にて「ウォータ
ーPPPの導入に向けて」～包括民間委託の現状と今後の
官民連携～と題してセミナー講演を行いました。

７．開催後のレビュー

（１）参加学生へのアンケート
　展示ブースに来場して参加してくれた学生の皆さんに
は、イベント後にアンケートを提出してもらいました。
水コン協カフェでの就活イベントは、「良い」「大変良い」
という回答を多く頂きました。
　また、アンケートに寄せられたコメントを一部掲載し
ます。本イベントのコンセプト「水コンサルタントとい
う職業の魅力を伝える」を充分に果たせたと思われます。
・ 笑顔で楽しく話してくださり雰囲気も良く、説明は初

心者でも分かりやすかったです。
・ 出張先では仕事を済ませてオフも楽しまれているのが

分かり良かったです。
・ 社会人としての１日の過ごし方がイメージできまし

た。
・ １年間のスケジュールに忙しさメーターが付いていて

分かりやすかったです。
・ 災害発生した際の水コンサルタントの仕事内容が分か

りました。
・ 水コンサルタントについて多くを学ぶことができまし

た。就職の際にも視野に入れたいと思います。

（２）運営委員の声
　下水道展終了から約２ヶ月が経った10月に最後の運営
委員会を開催し、反省会を行いました。久しぶりに集ま
った旧友の顔を懐かしみながら、下水道展のレビューを
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話し合いました。
運営委員会①
・ 本番は練習と雰囲気が違い少し緊張しましたが、しっ

かり練習できていたのでうまく説明できたと思いま
す。

・ 資料をもう少し分かりやすくボリュームを減らし、本
音トークの時間を増やせると良かったです。

・ 学生の皆さんが熱心に聞いてくれて、質問の中には水
処理についてなどレベルが高いものもあり、こちらも
真剣に考えて答えるのが大変な場面がありました。

運営委員会②
・ クイズコーナーでは、多くの訪問客の皆さんがクイズ

を楽しんでくれて、ノベルティも喜んで受けってくだ
さって良かったです。

・ クイズやノベルティの準備には時間がかかるため、担
当者をしっかり決めて役割分担ができると良かったで
す。

８．おわりに

　今回は、’19横浜開催からイベントの企画・運営で積み
重ねてきた経験が活き、全体的にスムーズに委員会活動
を進めることができたと思います。
　運営委員会を振り返ってみると、５月に初顔合わせを
した若手技術者たちも回を重ねるごとに自発的に発言し
議論を重ね、「どうすれば学生へ水コンサルタントという
職業の魅力を伝えられるか？」「学生が分かりやすいよう
にスライドをもっと見やすくしよう」といった活発な意
見交換がなされるようになり、親交が深まっているよう
に見えました。
　下水道展本番では、多くの就活に熱心な学生がイベン
トに参加してくれました。イベント中は、終始和やかな
雰囲気の中で若手技術者が自分の仕事観や学生からの質
問へ自らの言葉で語ってくれ、その熱意は学生にも十分
に伝わったように見えました。
　また、クイズコーナーでは、４日間で700名を超える
来訪がありました。SNSでの告知が影響したのか予想を
上回る反響があり、準備していた景品が足りないといっ
た嬉しい誤算もありました。
　2024年５月に運営委員会が発足して約２ヶ月半と短い
期間ではありましたが、イベントの準備から本番の運営
という初めての経験を通して、何かしらの手応えを感じ
て成長してくれたと思います。
　運営委員会、小委員会、対外活動委員長、事務局のス
タッフが一丸となってブース運営を楽しみ、４日間と短
い期間ではありましたが、若手を中心にベテランがサポ
ートし、水コン協ファミリーとして世代を超えて絆が深
まったとても貴重なイベントになりました。
　最後に、本イベントの趣旨に賛同し多くの学生を快く
送り出して頂いた学校関係者の皆様、イベントに参加し
て頂いた学生の皆様、クイズコーナーで盛り上がってく
れた子供たちやご家族の皆様、ご来場頂いた皆様、開催
にあたりご協力頂いた出展者の皆様、そして運営委員会
をはじめ関係者の皆様に、誌面をお借りしまして深く感
謝を申し上げます。
　ありがとうございました。

写真－６　初日の委員会メンバー

写真－７　二日目の委員会メンバー

写真－８　三日目の委員会メンバー

写真－９　最終日の委員会メンバー
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容としつつ、変貌の著しい官民連携における事業への参
画方法や事業体への支援策などについても整理・検討し
ながら、水コン協内部へ情報発信を行っています。
　昨年度末から、ウォーターPPP方式の導入が求められ
てきており、本小委員会でもコンサルタントの役割でき
る立ち位置や、ウォーターPPPにおける求められる内容
を整理する活動を行っています。
　そこでウォーターPPPに対しての水コン協の役割を水
コン協内部に発信しつつ、各事業体に向けてはウォータ
ーPPP導入の前段となる包括委託の導入について、併催
企画としてシンポジウムを実施し、水コン協の各企業が
ウォーターPPPに積極的に参加できることを示すことと
しました。

（２）開催概要
◆会長挨拶
　本企画の開催に当たり、今回の開催主旨を踏まえて、
公益社団法人全国上下水道コンサルタント協会の間山 
一典会長より挨拶を行いました。
　ウォーターPPPが始まり、官民連携が加速すると言わ
れている中、コンサルタントにとっては、存在価値を発
揮すべき時が来たと考えており、
　その中で水コン協としては、PPPの良い事例を構築す
ることが期待されており、それぞれの立ち位置をお互い
理解し、取り組むことが肝要だと述べられました。

写真－２　間山会長の挨拶

１．はじめに

　2024年の下水道展が７月30日から８月２日までの４日
間、東京ビックサイトにて開催され、公益社団法人 全国
上下水道コンサルタント協会（以下「水コン協」）も展
示ブースの出展と、８月１日に併催企画「「ウォーター
PPPの導入に向けて」～包括民間委.託の現状と今後の官
民連携～」シンポジウムを開催いたしました。
　今回の下水道展は、コロナ感染症明けの２度目の開催
であり、大勢の参加者が来場される盛況な展示会となり
ました。
　その中で併催企画は、約13点の企画が実施されました。
特に官民連携に掛かるテーマは４企画と多くの関心を集
めています。この様な背景としては、昨年度に内閣府が
提示したウォーターPPPにおける上下水道への展開を公
表されており、これを受けて、各協会や企業・事業体な
どが関心を寄せたものと推察します。
　今回は「東京下水道展」で実施しました併催企画、「ウ
ォーターPPPの導入に向けて」～包括民間委託の現状と
今後の官民連携～」の開催概要を報告いたします。

写真－１　併催企画　会場の様子

２．下水道併催企画の開催報告

（１）開催の目的
　水コン協の企画委員会の下部組織として設立している

「事業運営支援小委員会」は、官民連携を中心的な検討内

ウォーターPPPの導入に向けて
～包括民間委託の現状と今後の官民連携～シンポジウム開催報告

下水道展’24 東京 併催企画

事業運営支援小委員会／委員長
（株式会社日水コン／コンサルティング本部／水道事業部／副事業部長）星信太郎
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◆プログラム１　　基調講演
　今回の併催企画は、基調講演とパネルディスカッショ
ンの２部構成で実施しました。
　最初のプログラムとしては、【包括民間委託の現状と今
後の官民連携】と題して、東京大学 工学系研究科 都市
工学専攻 下水道システムイノベーション研究室 加藤 裕
之 特任准教授から講演を実施頂きました。

　基調講演では、以下の内容について約45分間の講演を
行って頂きました。
　・ものづくりマネジメントサイクルとPPPの状況
　・ウォーターPPPについて思うこと
　・長期契約と管理建設一体マネジメントの留意点
　・モニタリングにおける課題
　・分野横断・官民融合・広域化の組織
　・官側・水コンサルタントへのメッセージ　など
　中でもパネルディスカッションでの中心的な話題であ
る包括委託の現状について、長期委託を踏まえた官側に
対するモチベーションへの提言や、中立的組織における
モニタリング方法を示され、我々水コンサルタントが行
うべき事項や提言が示されたと感じました。
　また今後の官民連携については、産官学がそれぞれに
研鑽を行いつつ、それぞれの分野や活動領域を尊重し合
い、人材が少ない中での効率的な事業実施に向けて配慮
すべき点を示して頂けたと感じました。
　特に水コンサルタントは、「現場感をリスペクトし、国
の指針やマニュアル通りのやり方だけではない方策の検
討」について提言を頂けたと感じます。
　水コンサルタントは、今後の官民連携に重要な役割を
担っているため、これら提言を踏まえ、更なる成長を望
むべきだと改めて感じました。

◆プログラム２　　パネルディスカッション
　基調講演に続き、テーマを【ウォーターPPPの導入に
向けて】と題してパネルディスカッションを実施しまし
た。本ディスカッションでは、以下の話題に基づき実施
しました。

写真－３　基調講演（東京大学 加藤特任准教授）

　・導入事例におけるスタートアップ時の検討事項
　・上記スタートアップ時における留意事項
　・包括委託からW-PPPへの移行に向けて
　パネラーとしては、以下の方々に登壇頂き、産官学の
それぞれの視点で上記話題について論じました。

　最初の話題である「導入事例におけるスタートアップ
時の検討事項」については、既に包括委託を導入した荒
尾市様や豊田市様から、実際の導入事例を中心に話を展
開しました。
　次に「スタートアップ時における留意事項」について
は、荒尾市・豊田市様における今後の展望を踏まえた意
見を頂くと共に、包括委託への導入検討を実施している
北杜市様（水道塾長）や国交省様から、官民連携を含む
今後の事業方針の決定についてのアドバイスを頂けたと
感じました。
　また本セクションでは、民間企業から参画を頂きまし

所　属 役職 氏名
東京大学　工学系研究科都
市工学専攻下水道システム
イノベーション研究室

特任准教授 加藤　裕之

国土交通省　水管理・国土
保全局
上下水道企画課

上下水道政策
企画官/管理
企画指導室長

多田　佐和子

荒尾市企業局
総務課政策企画係 副主任 宮本　晋安

豊田市上下水道局
下水道施設課 担当長 山北　雄司

すいどう塾
（元北杜市上下水道総務課） 塾長（課長） 小澤　栄一

インフロニア・ホールディ
ングス（株）
総合インフラサービス戦略部

部長 大塚　淳

（株）NJS  東京総合事務所 副所長 増屋　征訓
日本水工設計（株）
水インフライノベーション
事業部

部長 小針　伯永

（株）日水コン
コンサルティング本部水道
事業部

副事業部長 星　信太郎

写真－４　パネリスト
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たインフロニア様からも事業を実施する上で次に示す事
項の意見を頂きました。
　〇導入前検討でお願いしたい事項
　　①　適切なPSCと追加要望の整理
　　②　現状のデータの整理と開示
　　③　現状の業務内容・量の整理
　事業者側からの導入検討時における検討要望では、こ
れらの開示資料に基づき民間事業者として効果などにつ
いて検証が行え、参画導入の意思決定に大きな要素にな
ることが示されました。
　水コン協からは、図－１に示すように官民連携事業を
進める上で、様々な業務を通して支援を行うことが出来
ることを示しました。

図－１　 PPP/PFI事業の導入に向けた水コンサルタントの支援

　前段の民間企業からの意見を反映しながら、事業体の
考えを具現化して行くことも水コンサルタントとして
は、重要な責務であると認識しました。
　最後の「包括委託からW-PPPへの移行に向けて」につ
いては、参加者の方々からウォーターPPPに移行して行
くための留意点などについて論じました。
　特にW-PPPは、維持管理と更新の一体マネジメントで
あることを踏まえ、水コンサルタントは図－２に示すよ
うに、従前から事業マネジメント（広義のウォーター
PPP）を視野に、持続と進化に向けた支援を実施してき
たことを示しました。またW-PPPを発展させるための提
言についても発表を行いました。

図－2　水コンサルタントとして活躍できる内容

３．おわりに

　会場からの質疑では、「下水道料金値上げが今後必要と
なるが、市民はサービス向上よりも現状のサービスを継
続し、使用料金が安価になることを望んでいる。その中
で使用料金改定を行うための対応方法について」のご質
問を頂きました。事業の持続を踏まえた料金計画や、事
業方式が今後の重要事項であると再認識しました。
　今回の併催企画の会場は、来場者の方で満員となり、
表－１にも示すように、WEBを含めると600人強の参
加・聴講を頂けました。

表－１　本併催企画 参加者の内訳
単位：人

会場 Web 計
国・地方公共団体・公社 38 69 107
水コン協会員 8 301 309
大学、非会員 50 130 180
併催企画講師 9 0 9
併催企画関係者 12 1 13

参加者合計 618

　官民連携事業を始めW-PPPは、産官学が協力し合っ
て、ヒト・モノ・カネの不足する部分を知恵や協力で補
って、各事業の継続を図る手法であります。
　今回のパネルディスカッションの中で、国交省様から
ご提示されました以下の事項が、今後の上下水道事業に
おける解決策の一つになると思われます。
　・ 関係しそうな部局は初期段階から巻き込む。分野横

断型や広域型も含め、幅広に検討をスタート
　・ PPP/PFI検討会やウォーターPPP分科会等に参加い

ただき、仲間と情報・意見の交換
　・ 最終的には、地域の実情に応じてオーダーメイドで

作り上げていく
　水コン協の各企業は、官民連携だけではなく、上下水
道の各事業に深く精通し、かつ適切なアドバイスや事業
支援が可能であると考えます。今後も様々な形で事業に
参画を行って行くことが、我々の使命であることを認識
できたシンポジウムであったと思います。
　最後にご多忙の中、本シンポジウムへの参加に向けて
資料作成および講演・パネルディスカッション参加を頂
きました加藤先生に感謝の意を表します。
　またパネルディスカッションへご参加を頂きました、
国交省の多田管理企画指導室長、荒尾市の宮本副主任、
豊田市の山北担当長、水道塾の小澤塾長、インフロニア・
ホールディングスの大塚部長にはひとかたならぬお世話
になりました。ありがとうございました。
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公益社団法人 全国上下水道コンサルタント協会の変遷

　国民生活の向上、産業の拡大成長に不可欠の上下水道整備充実は、国
及び地方公共団体において、重要施策としてかかげられ、その推進が積
極的に行われている。
　このすう勢に対応し、昭和 30 年代から上下水道関係コンサルタント
会社が創設され、各地方公共団体における施設整備の増大する需要にこ
たえてきた。その後人材養成等各社の共通的な課題を解決するため、地
区単位でグループ活動を行う気運が高まり、昭和 46 年に中部地区に水
コンサルタント協議会が創設されたのを皮切りに、各地区に協議会が誕
生し、地区行政支局からの密接な指導のもとに当面の諸問題を解決し、
かつ、各社が健全な発展を図ることができるよう努力してきた。これら
の地区協議会は、夫々の地区の独立団体であり、その活動も地域的に限
られ、必要な技術情報等の交換についても円滑を欠く状況にあったため、
昭和 49 年全国上下水道コンサルタント協議会連合会を発足させ、業界
の総力を結集して、国及び地方公共団体への要望活動、他分野のコンサ
ルタントとの協力関係の緊密化など対外活動も合わせて積極的に活動を
行ってきた。しかし、この連合会も地区協議会を母体としていたため、
その地域性の障壁を払拭する必要が求められ、昭和 56 年に全国上下水
道コンサルタント協会（水コン協）が設立され、会員資格を限定し、全
国組織としての形態を備えるに至った。
　国の経済が安定成長期に入るにつれ、量的拡大から質的充実へと政策
の転換が図られ、国民的意識の多様化、技術革新のテンポの高まりもあ
り、上下水道関係事業の推進にあたって環境問題をはじめとする各種の
分野にまたがる課題が増加し、これらの解決方策の検討にあたり新技術
の研究開発、知識情報の共同他、人材の育成確保等が上下水道コンサル
タント業界にも強く求められるようになった。
　このように広範多岐にわたり行政及び上下水道コンサルタント業界に
求められている時代の要請にこたえていくためには、個々の努力では、
すでに限界が見え、中心となって実行していく組織が必要となり、昭
和 60 年 4 月 1 日に、上下水道コンサルタント関係業者が一体となって
上下水道に関する技術の改善向上等につとめ、上下水道コンサルタント
業の健全な発展を図り、もって上下水道事業の推進に貢献することによ
り広く社会公共の福祉の増進に寄与することを目的とし、厚生省並びに
建設省の許可を得て、社団法人「全国上下水道コンサルタント協会」（水
コン協）が設立されました。
　平成 23 年 11 月１日には、公益法人制度改革の下、「一般社団法人」
に移行しました。
　平成 30 年４月１日に「公益社団法人」に移行しました。

昭和30年

昭和46年

昭和49年

昭和56年

昭和60年

平成23年

平成30年
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改正　平成29年6月8日（総会）
（平成30年4月1日公益社団法人）

倫　理　綱　領
全国上下水道コンサルタント協会公益社団法人

１ ．公共の福祉の優先
会員は、公共の福祉の向上に寄与するよう努めなければならない。

２ ．社会の持続性の確保への貢献
会員は、地球環境の保全等、社会の持続性の確保に努めなければならない。

３ ．専門技術の保持
会員は、専門に関する知見を深めるとともに技術力の向上に努め、その力
量を基に業務を遂行しなければならない。

４ ．公正かつ誠実な業務遂行
会員は、公正かつ誠実に業務を遂行しなければならない。

５．秘密の保持
会員は、業務上知り得た秘密を正当な理由なく、他に漏らしてはならない。

６．信用の保持
会員は、上下水道コンサルタントとしての品位を保持し、欺瞞的な行為、
不当な報酬の授受等、信用を失うような行為をしてはならない。

７．会員相互の尊重
会員は、会員相互の名誉や立場を尊重し、信頼関係の醸成に努めなければ
ならない。

８．法令等の順守
会員は、法令、本会の定款等を順守し、公正かつ自由な競争の維持に努め
るとともに、健全な企業活動を行わなければならない。

９．継続研鑽
会員は、継続的に技術の研鑽と人材の育成に努めなければならない。

　会員は、上下水道コンサルタントとしての使命と職責の自覚にたって、
技術に関する知識と経験を駆使して誠実に業務の遂行に努め、持続可能な
社会の実現に貢献するとともに、社会的評価と職業上の地位の向上を図ら
なければならない。そのため、以下の事項を順守するものとする。
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事務局　〒116-0013　東京都荒川区西日暮里５丁目26番８号　スズヨシビル7階
　　　　電話（03）6806-5751　FAX（03）6806-5753
E-mail：info@suikon.or.jp　　URL  https：//www.suikon.or.jp

公益社団法人 全国上下水道コンサルタント協会組織
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支 部 名 所 在 地 電　話・FAX

北 海 道 支 部
〒004-8585 札幌市厚別区厚別中央1条5-4 -1

　㈱ドーコン内

電	話（011）801 - 1513

FAX（011）801 - 1512

東 北 支 部
〒980 -0803 仙台市青葉区国分町3-8 -14

　㈱三協技術内

電	話（022）213 - 3552

FAX（022）797 - 6601

関 東 支 部
〒116 -0013 東京都荒川区西日暮里5-26 -8

　スズヨシビル7F

電	話（03）6806 - 5751

FAX（03）6806 - 5753

中 部 支 部
〒460 -0003 名古屋市中区錦1-8 -6　ONEST名古屋錦スクエア

　中日本建設コンサルタント㈱内

電	話（052）232 - 6032

FAX（052）221 - 7827

関 西 支 部
〒530 -0005 大阪市北区中之島6-2 -40

　中之島インテス19F

電	話（06）6170 - 2806

FAX（06）6170 - 2807

中 国 ・ 四 国 支 部
〒733 -0013 広島県広島市西区横川新町7-3　松井ビル3F

　㈱巽設計コンサルタント広島事務所内

電	話（082）232 - 1503

FAX（082）232 - 1513

九 州 支 部
〒805 -0061 北九州市八幡東区西本町2-5 -5

　㈱松尾設計内

電	話（093）661 - 5800

FAX（093）661 - 8962

公益社団法人　全国上下水道コンサルタント協会地方支部事務局



公益社団法人　全国上下水道コンサルタント協会

加盟会員会社の採用情報のご案内（令和６年版）
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テ
ィ

45
ビ

ル
な

し
U

R：
ht

tp
://

w
w

w
.k

ai
-k

oe
i.c

o.j
p

T
EL

：
01

1-
20

7-
36

66

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
は

、
イ

ン
フ

ラ
整

備
を

通
じ

て
日

本
の

競
争

力
を

高
め

る
一

翼
を

担
え

る
と

考
え

ま
す

。
私

た
ち

が
担

う
地

域
社

会
の

最
適

環
境

の
創

造
を

目
指

し
、「

一
人

は
皆

の
た

め
に

、
皆

は
一

人
の

た
め

に
」

全
社

一
丸

と
な

っ
て

取
り

組
み

ま
す

。

グ
ロ

ー
バ

ル
設

計
（

株
）

北
海

道
札

幌
市

中
央

区
南

2条
西

10
-1

-4
第

二
サ

ン
ト

ー
ビ

ル
な

し
U

RL
：

ht
tp

s:/
/w

w
w

.g
lo

ba
l-s

.co
m

T
EL

：
 0

11
-2

61
-9

68
0

社
会

や
自

然
環

境
の

変
化

や
求

め
ら

れ
る

ニ
ー

ズ
に

よ
り

、
必

要
と

さ
れ

る
水

イ
ン

フ
ラ

の
姿

も
変

わ
っ

て
い

き
ま

す
。

多
面

的
な

視
点

か
ら

様
々

な
検

討
を

行
い

、
人

々
の

暮
ら

し
を

支
え

続
け

て
い

く
、

そ
の

よ
う

な
水

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
を

一
緒

に
目

指
し

て
い

き
ま

し
ょ

う
。

（
株

）
帝

国
設

計
事

務
所

北
海

道
札

幌
市

東
区

北
25

条
東

12
-1

-1
2

な
し

U
RL

：
ht

tp
://

w
w

w
.k

k-
te

ik
ok

u.
jp

T
EL

：
01

1-
75

3-
47

68

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

と
し

て
の

安
全

・
安

定
の

確
保

を
目

指
し

、
社

会
情

勢
の

変
化

と
将

来
を

見
据

え
、

健
全

な
水

循
環

に
資

す
る

イ
ン

フ
ラ

整
備

の
創

造
に

努
め

ま
す

。
地

域
の

水
環

境
を

、
一

緒
に

考
え

て
い

き
ま

せ
ん

か
。

（
株

）
ド

ー
コ

ン
北

海
道

札
幌

市
厚

別
区

厚
別

中
央

1条
5-

4-
1

4日
以

内
5日

以
上

U
RL

：
ht

tp
s:/

/w
w

w
.d

oc
on

.jp
T

EL
：

01
1-

80
1-

15
01

「
人

材
」

＝
「

社
員

」
は

会
社

の
全

て
で

あ
り

、
誇

り
で

あ
り

ま
す

。
皆

さ
ん

も
そ

の
一

員
と

な
っ

て
、

是
非

国
民

の
安

全
と

安
心

を
支

え
、

地
域

の
発

展
に

貢
献

す
る

と
い

う
達

成
感

あ
ふ

れ
る

仕
事

に
一

緒
に

取
り

組
み

ま
し

ょ
う

。

（
株

）
ド

ー
ト

北
海

道
札

幌
市

東
区

北
13

条
東

7-
5-

1
相

沢
ビ

ル
4日

以
内

U
RL

：
ht

tp
s:/

/w
w

w
.c-

do
to

to
.jp

/
T

EL
：

01
1-

72
3-

42
24

【
転

勤
の

な
い

札
幌

で
水

と
環

境
を

守
る

仕
事

を
し

ま
せ

ん
か

】
私

た
ち

は
上

下
水

道
な

ど
の

社
会

基
盤

を
支

え
る

会
社

と
し

て
、そ

の
技

術
を

活
か

し
、地

域
密

着
型

の
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

と
し

て
の

使
命

を
果

た
し

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。是

非「
エ

ン
ト

リ
ー

」し
て

下
さ

い
。

東
日

本
設

計
（

株
）

北
海

道
札

幌
市

中
央

区
大

通
西

25
-4

-1
8

東
日

ビ
ル

4日
以

内
U

RL
：

ht
tp

://
w

w
w

.h
ns

-w
eb

.jp
T

EL
：

01
1-

64
1-

86
00

官
公

庁
か

ら
業

務
を

受
注

し
て

い
ま

す
。建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

の
中

で
も

人
の

生
活

に
直

結
し

た
水

道
分

野
を

中
心

と
し

た
水

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
と

し
て

、道
内

各
地

の
上

下
水

道
施

設
の

計
画

・
設

計
の

ほ
か

土
木

・
農

業
施

設
の

設
計

を
主

に
行

い
ま

す
。勤

務
地

は
札

幌
で

地
下

鉄
駅

の
近

く
で

す
。一

緒
に

将
来

の
北

海
道

に
向

き
合

っ
て

み
ま

せ
ん

か
。

北
王

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
（

株
）

北
海

道
帯

広
市

西
7条

北
1-

11
4日

以
内

U
RL

：
ht

tp
://

ho
ku

o.c
o.j

p/
T

EL
：

01
55

-2
6-

37
75

帯
広

と
札

幌
を

拠
点

と
し

、道
内

を
中

心
に

事
業

を
展

開
す

る
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

会
社

で
す

。北
海

道
で

働
き

た
い

、地
図

に
残

る
仕

事
を

し
た

い
、自

然
と

触
れ

合
い

な
が

ら
仕

事
を

し
た

い
方

大
歓

迎
！

  ★
年

間
休

日
12

0以
上

、フ
レ

ッ
ク

ス
タ

イ
ム

制
度

有
り

、健
康

経
営

優
良

法
人

20
24

ブ
ラ

イ
ト

50
0認

定
企

業
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加
盟
会
員
会
社

本
社
住
所

学
生
の

キ
ャ
リ
ア

形
成

支
援
制
度

ア
ク
セ
ス
・
問
い
合
わ
せ
先

採
用
担
当
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
株

）
ホ

ク
ス

イ
設

計
コ

ン
サ

ル
北

海
道

札
幌

市
北

区
北

6条
西

9-
2

な
し

U
RL

：
ht

tp
://

w
w

w
.h

ok
us

ui
-p

.co
m

T
EL

：
01

1-
73

7-
62

32
地

域
住

民
の

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

の
安

全
・

安
心

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

自
然

災
害

等
の

防
災

・
減

災
を

、
更

に
地

域
と

密
着

し
た

提
案

を
中

心
と

し
た

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
業

務
を

行
っ

て
い

ま
す

。

【
東
北
支
部
】

（
株

）
ウ

ヌ
マ

地
域

総
研

秋
田

県
秋

田
市

八
橋

新
川

向
13

-1
9

4日
以

内
5日

以
上

U
RL

：
ht

tp
s:/

/w
w

w
.u

nu
m

a.c
o.j

p
T

EL
：

01
8-

86
3-

58
09

地
域

密
着

型
の

技
術

者
集

団
企

業
で

す
。

必
要

不
可

欠
な

公
共

イ
ン

フ
ラ

を
支

え
、

地
域

社
会

に
貢

献
し

て
い

ま
す

。
安

全
安

心
な

地
域

づ
く

り
を

様
々

な
公

共
設

計
や

調
査

に
反

映
し

、
高

い
技

術
者

倫
理

観
を

持
っ

て
取

り
組

ん
で

お
り

ま
す

。

（
株

）
三

協
技

術
宮

城
県

仙
台

市
青

葉
区

国
分

町
3-

8-
14

な
し

U
RL

：
ht

tp
s:/

/w
w

w
.sa

nk
yo

cc
.jp

T
EL

：
02

2-
22

4-
55

03
地

域
に

根
差

し
た

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
と

し
て

地
方

経
済

の
発

展
と

向
上

に
貢

献
で

き
る

よ
う

努
め

て
お

り
ま

す
。

（
株

）
復

建
技

術
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

宮
城

県
仙

台
市

青
葉

区
錦

町
1-

7-
25

4日
以

内
5日

以
上

U
RL

：
ht

tp
s:/

/w
w

w
.fg

c.j
p

T
EL

：
02

2-
26

2-
12

34
地

域
の

ホ
ー

ム
ド

ク
タ

ー
と

し
て

信
頼

さ
れ

る
総

合
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

を
目

指
し

て
お

り
ま

す
。

（
株

）
三

木
設

計
事

務
所

秋
田

県
秋

田
市

川
元

松
丘

町
2-

14
4日

以
内

5日
以

上
U

RL
：

ht
tp

s:/
/w

w
w

.m
ik

ise
kk

ei
.co

.jp
T

EL
：

01
8-

86
2-

73
31

豊
か

な
環

境
づ

く
り

の
パ

ー
ト

ナ
ー

を
モ

ッ
ト

ー
に

、
地

域
の

皆
様

の
ご

協
力

を
得

な
が

ら
、

事
業

活
動

を
通

じ
て

、
地

域
社

会
の

繁
栄

と
幸

せ
の

た
め

、
“常

に
セ

ー
フ

テ
ィ

ー
な

水
の

供
給

を
考

え
る

”そ
ん

な
「

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
」

を
目

指
し

て
い

ま
す

。

【
関
東
支
部
】

ア
ジ

ア
航

測
（

株
）

東
京

都
新

宿
区

西
新

宿
6-

14
-1

新
宿

グ
リ

ー
ン

タ
ワ

ー
ビ

ル
4日

以
内

5日
以

上
U

RL
：

ht
tp

s:/
/w

w
w

.aj
ik

o.c
o.j

p/
T

EL
：

04
4-

96
9-

72
50

当
社

は
、上

下
水

道
台

帳
整

備
,G

IS
開

発
,ス

ト
ッ

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
,上

下
水

道
経

営
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

な
ど

、上
下

水
道

事
業

全
般

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
空

間
情

報
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

で
す

。何
ご

と
も

チ
ャ

レ
ン

ジ
を

恐
れ

な
い

方
、最

先
端

技
術

を
駆

使
し

幅
広

い
事

業
を

展
開

す
る

当
社

で
共

に
成

長
し

て
い

き
ま

せ
ん

か
。

（
株

）エ
ヌ・

エ
ス

・
シ

ー
・

エ
ン

ジ
ニ

アリ
ング

東
京

都
台

東
区

東
上

野
3-

3-
3

な
し

U
RL

：
ht

tp
://

w
w

w
.n

sc
-e

.co
.jp

T
EL

：
03

-5
84

6-
30

11

当
社

は
「

人
に

や
さ

し
い

、
地

球
に

や
さ

し
い

水
環

境
づ

く
り

」
を

モ
ッ

ト
ー

に
、

水
に

関
す

る
イ

ン
フ

ラ
設

備
や

施
設

の
設

計
・

技
術

提
案

を
行

っ
て

い
ま

す
。

人
々

の
生

活
を

支
え

る
イ

ン
フ

ラ
整

備
事

業
の

場
で

私
た

ち
と

一
緒

に
活

躍
し

ま
せ

ん
か

？

（
株

）
N

JS
東

京
都

港
区

芝
浦

 1
-1

-1
4日

以
内

5日
以

上
U

RL
：

ht
tp

s:/
/w

w
w

.n
js

.co
.jp

T
EL

：
03

-6
32

4-
43

62

19
51

年
に

水
道

・
下

水
道

の
エ

ン
ジ

ニ
ア

を
育

て
る

会
社

と
し

て
創

立
。以

来
、水

イ
ン

フ
ラ

の
整

備
に

貢
献

し
て

き
て

お
り

、海
外

進
出

や
管

理
運

営
支

援
、東

証
一

部
上

場
な

ど
、業

界
の

パ
イ

オ
ニ

ア
と

し
て

歩
ん

で
き

ま
し

た
。時

代
に

合
わ

せ
て

進
化

し
続

け
る

当
社

で
力

を
発

揮
し

ま
せ

ん
か

？

（
株

）
オ

ウ
ギ

工
設

群
馬

県
前

橋
市

上
泉

町
26

8
な

し
U

RL
：

ht
tp

s:/
/w

w
w

.oh
gi

-k
.co

.jp
T

EL
：

02
7-

23
3-

05
61

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
と

し
て

、
社

会
資

本
整

備
（

道
路

、
河

川
、

下
水

道
、

橋
梁

等
）

に
関

わ
る

中
で

、
川

上
的

位
置

づ
け

に
あ

る
業

務
を

通
じ

、
地

域
環

境
整

備
を

創
る

役
割

を
担

っ
て

い
ま

す
。
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加
盟
会
員
会
社

本
社
住
所

学
生
の

キ
ャ
リ
ア

形
成

支
援
制
度

ア
ク
セ
ス
・
問
い
合
わ
せ
先

採
用
担
当
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
株

）オ
リ

エ
ン

タ
ル

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ツ
東

京
都

渋
谷

区
本

町
3-

12
-1

住
友

不
動

産
西

新
宿

ビ
ル

6号
館

4日
以

内
5日

以
上

U
RL

：
ht

tp
s:/

/w
w

w
.or

ic
on

su
l.c

om
/r

ec
ru

it/
T

EL
：

03
-6

31
1-

75
51

当
社

は
、「

個
の

成
長

」が
「

企
業

の
成

長
」に

つ
な

が
り

、「
豊

か
さ

を
実

現
」

す
る

こ
と

で
、さ

ら
に

個
が

成
長

す
る

と
い

う
好

循
環

を
生

み
出

す
こ

と
を

大
切

に
し

、自
由

闊
達

で
チ

ャ
レ

ン
ジ

精
神

に
富

ん
だ

企
業

風
土

で
す

。ま
た

、社
員

一
人

ひ
と

り
の

“情
熱

と
や

り
が

い
”を

大
切

に
し

た
企

業
で

す
。

オ
リ

ジ
ナ

ル
設

計
（

株
）

東
京

都
渋

谷
区

元
代

々
木

町
30

-1
3

4日
以

内
5日

以
上

U
RL

：
ht

tp
s:/

/w
w

w
.oe

c-
so

lu
tio

n.
co

.jp
/ 

6r
ec

ru
it/

T
EL

：
03

-6
75

7-
88

01

新
卒

か
ら

ベ
テ

ラ
ン

ま
で

、皆
が

健
康

で
活

き
活

き
と

働
き

、ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

を
取

り
な

が
ら

能
力

を
発

揮
で

き
る「

働
き

続
け

た
い

企
業

」を
目

指
し

日
々

職
場

環
境

を
進

化
さ

せ
て

い
ま

す
。水

イ
ン

フ
ラ

を
支

え
る

や
り

が
い

と
公

私
共

充
実

で
き

る
働

き
や

す
さ

、ど
ち

ら
も

実
現

で
き

る
会

社
で

す
。

（
株

）
環

境
技

研
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

千
葉

県
千

葉
市

中
央

区
都

町
3-

14
-4

5日
以

上
U

RL
：

ht
tp

://
w

w
w

.k
an

ky
og

ik
en

.co
.jp

T
EL

：
04

3-
22

6-
45

01

千
葉

県
、

茨
城

県
に

お
い

て
、

県
市

町
村

の
上

下
水

道
事

業
お

よ
び

廃
棄

物
処

理
事

業
に

対
す

る
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
業

務
を

地
域

密
着

型
で

行
っ

て
お

り
ま

す
。

毎
年

、
夏

休
み

の
時

期
に

大
学

３
年

生
の

実
習

を
受

け
入

れ
、

業
務

の
一

端
を

経
験

し
て

も
ら

っ
て

い
ま

す
。

共
和

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
（

株
）

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

浦
和

区
岸

町
7-

10
-5

5日
以

上
U

RL
：

ht
tp

s:/
/w

w
w

.k
yo

w
an

et
.jp

T
EL

：
04

8-
82

9-
24

02
埼

玉
県

内
を

主
体

と
し

て
、

上
下

水
道

施
設

の
設

計
・

維
持

管
理

を
主

に
行

っ
て

お
り

ま
す

。
皆

様
と

共
に

未
来

の
世

代
ま

で
イ

ン
フ

ラ
を

守
り

た
い

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。

（
株

）
工

藤
設

計
栃

木
県

宇
都

宮
市

鶴
田

町
57

8-
6

4日
以

内
５

日
以

上
U

RL
：

ht
tp

s:/
/w

w
w

.k
ud

ou
se

kk
ei

.co
.jp

/
T

EL
：

02
8-

64
8-

17
51

栃
木

県
に

根
ざ

し
た

地
域

密
着

型
の

『
水

』
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

と
し

て
、

上
下

水
道

施
設

の
設

計
や

調
査

診
断

等
を

行
い

、
地

元
の

皆
様

と
共

に
水

イ
ン

フ
ラ

の
問

題
解

決
に

取
り

組
ん

で
お

り
ま

す
。

（
株

）
建

設
技

術
研

究
所

東
京

都
中

央
区

日
本

橋
浜

町
3-

21
-1

5日
以

上
U

RL
：

ht
tp

s:/
/w

w
w

.ct
ie

.co
.jp

/r
ec

ru
it/

T
EL

：
03

-3
66

8-
10

18

水
コ

ン
と

し
て

働
く

た
め

に
必

要
な

の
は

、【
新

し
い

技
術

を
探

究
す

る
好

奇
心

と
、新

た
な

提
案

を
生

む
創

造
力

】で
す

。当
社

に
は

そ
れ

ぞ
れ

の
技

術
研

鑽
や

チ
ャ

レ
ン

ジ
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

制
度

、提
案

を
議

論
し

実
現

し
て

い
く

風
土

が
あ

り
ま

す
。ま

ず
は

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
て

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

（
株

）
コ

ー
セ

ツ
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

神
奈

川
県

横
浜

市
神

奈
川

区
鶴

屋
町

3-
32

-1
3

4日
以

内
5日

以
上

U
RL

：
ht

tp
s:/

/w
w

w
.k

os
et

su
.co

.jp
T

EL
：

04
5-

32
3-

01
36

神
奈

川
県

を
は

じ
め

関
東

地
方

を
中

心
と

す
る

地
域

で
、

上
下

水
道

、
河

川
、

道
路

、
橋

梁
な

ど
、

よ
り

よ
い

生
活

環
境

を
実

現
す

る
社

会
基

盤
づ

く
り

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

国
際

航
業

（
株

）
東

京
都

新
宿

区
北

新
宿

2−
21

−
2

4日
以

内
U

RL
：

ht
tp

s:/
/w

w
w

.k
kc

.co
.jp

/r
ec

ru
it/

in
de

x.
ht

m
l

T
EL

：
03

-6
36

2-
59

31

国
際

航
業

は
総

合
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

と
し

て
、上

下
水

道
整

備
や

ま
ち

づ
く

り
、防

災
、

GI
Sに

よ
る

次
世

代
の

イ
ン

フ
ラ

管
理

な
ど

幅
広

い
事

業
を

展
開

し
て

い
ま

す
。社

会
が

抱
え

る
課

題
の

解
決

に
向

け
最

新
の

技
術

を
提

供
し

、安
全

・
安

心
な

未
来

都
市

の
構

築
に

注
力

し
て

い
ま

す
！

サ
ン

コ
ー

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
（

株
）

東
京

都
江

東
区

亀
戸

1-
8-

9
5日

以
上

U
RL

：
ht

tp
s:/

/w
w

w
.su

nc
oh

.co
.jp

T
EL

：
03

-3
68

3-
71

06

上
下

水
道

、河
川

、道
路

、橋
梁

、ト
ン

ネ
ル

な
ど

の
土

木
設

計
か

ら
、環

境
、

地
質

調
査

ま
で

、幅
広

く
業

務
を

展
開

す
る

総
合

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
で

す
。部

門
間

の
交

流
が

多
く

、総
合

力
を

発
揮

し
た

設
計

が
得

意
な

会
社

で
す

。若
手

職
員

の
生

の
声

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

是
非

確
認

し
て

く
だ

さ
い

！

セ
ン

ト
ラ

ル
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

（
株

）
東

京
都

中
央

区
晴

海
2-

5-
24

晴
海

セ
ン

タ
ー

ビ
ル

4日
以

内
5日

以
上

U
RL

：
ht

tp
s:/

/w
w

w
.ce

nt
ra

l-c
on

.co
.jp

T
EL

：
03

-3
53

2-
80

28

当
社

で
は「

描
く

の
は

未
来

」を
テ

ー
マ

に
、道

路
、橋

梁
、河

川
、上

下
水

道
、都

市
計

画
、環

境
な

ど
幅

広
い

分
野

の
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
て

い
る

総
合

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
で

す
。私

た
ち

と
一

緒
に

成
長

し
、社

会
に

貢
献

す
る

や
り

が
い

を
感

じ
て

み
ま

せ
ん

か
？
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加
盟
会
員
会
社

本
社
住
所

学
生
の

キ
ャ
リ
ア

形
成

支
援
制
度

ア
ク
セ
ス
・
問
い
合
わ
せ
先

採
用
担
当
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

大
日

本
ダ

イ
ヤ

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト（
株

）
東

京
都

千
代

田
区

神
田

練
塀

町
30

0
5日

以
上

U
RL

：
ht

tp
s:/

/w
w

w
.d

cn
e.c

o.j
p

T
EL

：
03

-5
29

8-
20

51

「
手

を
挙

げ
れ

ば
や

り
た

い
こ

と
が

で
き

る
。」

こ
れ

が
当

社
の

誇
る

企
業

文
化

で
す

。し
か

し
勘

違
い

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。強
い

意
志

と
説

得
力

、そ
し

て
、責

任
感

が
伴

っ
て

の
事

で
す

。新
し

い
道

を
つ

く
り

た
い

人
。ス

キ
ル

を
磨

き
た

い
人

。
熱

意
を

隠
せ

な
い

人
。あ

な
た

の
成

長
を

手
助

け
す

る
環

境
は

整
っ

て
い

ま
す

。

中
央

開
発

（
株

）
東

京
都

新
宿

区
西

早
稲

田
3-

13
-5

5日
以

上
U

RL
：

ht
tp

s:/
/w

w
w

.ck
cn

et
.co

.jp
T

EL
：

03
-3

20
8-

31
11

「
土

と
水

と
人

の
調

和
し

た
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
」

を
テ

ー
マ

に
、

特
徴

あ
る

オ
ン

リ
ー

ワ
ン

・
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

を
目

指
し

て
、

豊
富

な
経

験
を

も
と

に
、

全
国

自
治

体
の

下
水

道
施

設
の

最
適

な
再

構
築

計
画

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

（
株

）
長

大
東

京
都

中
央

区
日

本
橋

蛎
殻

町
1-

20
-4

4日
以

内
U

RL
：

ht
tp

s:/
/w

w
w

.ch
od

ai
.co

.jp
/

T
EL

：
03

-3
63

9-
33

01

私
た

ち
の

合
言

葉
は「

人
・

夢
・

技
術

」。
新

し
い

技
術

や
仕

組
み

に
前

向
き

に
取

組
む

人
材

が
欠

か
せ

ま
せ

ん
。

IT
の

進
化

す
る

時
代

に
お

い
て

、有
用

な
情

報
を

活
か

せ
る

の
は

固
定

観
念

に
と

ら
わ

れ
な

い
自

由
な

発
想

の
若

い
力

で
す

。未
来

を
築

く
皆

さ
ん

と
の

出
会

い
を

楽
し

み
に

し
て

い
ま

す
。

（
株

）
デ

ー
タ

設
計

東
京

都
中

央
区

日
本

橋
本

町
2-

8-
12

デ
ー

タ
日

本
橋

本
町

ビ
ル

な
し

U
RL

：
 -

T
EL

：
03

-5
64

1-
13

91

1.ミ
ッ

シ
ョ

ン
　

社
会

の
非

合
理

、
非

効
率

、
不

都
合

、
不

公
平

を
解

消
し

、
社

会
を

変
革

す
る

こ
と

で
、

誰
も

が
豊

か
で

、
快

適
で

、
そ

し
て

持
続

可
能

な
社

会
を

創
造

す
る

。
2.ビ

ジ
ョ

ン
3.バ

リ
ュ

ー
は

当
社

で
語

り
合

い
ま

し
ょ

う
。

（
株

）
東

京
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

東
京

都
豊

島
区

北
大

塚
1-

15
-6

4日
以

内
U

RL
：

 h
tt

ps
://

w
w

w
.to

ke
nc

on
.co

.jp
/

T
EL

：
03

-5
98

0-
26

33
採

用
情

報
等

に
つ

い
て

は
、

当
社

H
Pを

ご
覧

く
だ

さ
い

。

（
株

）
東

京
設

計
事

務
所

東
京

都
千

代
田

区
霞

が
関

3-
7-

1
霞

が
関

東
急

ビ
ル

4日
以

内
5日

以
上

U
RL

：
ht

tp
s:/

/r
ec

ru
it.

to
ky

oe
ng

ic
on

.co
.jp

T
EL

：
03

-3
58

0-
27

51

19
59

年
の

創
業

以
来

、
“誠

実
を

旨
と

し
、優

れ
た

技
術

者
を

育
て

、良
い

作
品

を
残

す
”こ

と
を

モ
ッ

ト
ー

に
、国

内
外

で
上

下
水

道
イ

ン
フ

ラ
の

整
備

や
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
す

る
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
を

行
っ

て
い

ま
す

。水
ビ

ジ
ネ

ス
の

世
界

で
私

た
ち

と
一

緒
に

働
き

ま
せ

ん
か

！

（
株

）
東

洋
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

東
京

都
豊

島
区

高
田

3-
18

-1
1

4日
以

内
U

RL
：

ht
tp

s:/
/t

oy
oc

on
.co

.jp
T

EL
：

03
-5

99
2-

11
61

当
社

は
上

下
水

道
の

水
イ

ン
フ

ラ
を

支
え

る
水

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
と

し
て

、
人

々
の

暮
ら

し
を

支
え

て
い

ま
す

。蛇
口

か
ら

水
が

出
る

、ト
イ

レ
で

水
が

流
せ

る
、温

か
い

お
風

呂
に

入
れ

る
、そ

ん
な

普
通

の
毎

日
を

実
現

す
る

こ
と

が
当

社
の

願
い

で
す

。一
緒

に
社

会
で

必
要

と
さ

れ
る

仕
事

を
し

ま
せ

ん
か

。

（
株

）
東

洋
設

計
事

務
所

東
京

都
文

京
区

本
郷

3-
6-

6
4日

以
内

U
RL

：
ht

tp
s:/

/w
w

w
.to

yo
-se

kk
ei

.co
m

T
EL

：
03

-3
81

6-
40

51

「
水

の
未

来
を

ひ
ら

く
」を

合
言

葉
に

業
務

を
進

め
、7

0周
年

が
経

ち
、

生
活

に
欠

か
せ

な
い

「
水

」
を

守
る

永
続

企
業

と
し

て
在

る
こ

と
を

目
標

に
し

て
い

ま
す

。
命

を
守

る
上

水
道

、
環

境
を

守
る

下
水

道
。

私
た

ち
と

一
緒

に
歩

き
、

知
識

や
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
ま

せ
ん

か
。

都
市

開
発

設
計

（
株

）
群

馬
県

前
橋

市
新

前
橋

町
14

-2
6

4日
以

内
5日

以
上

U
RL

：
ht

tp
s:/

/w
w

w
.to

sh
i.c

o.j
p/

T
EL

：
02

7-
25

1-
39

19

地
域

密
着

型
の

少
数

精
鋭

の
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

で
す

。上
下

水
道

を
は

じ
め

幅
広

い
業

務
を

行
っ

て
い

ま
す

。地
域

貢
献

の
で

き
る

や
り

が
い

あ
る

仕
事

で
す

。一
緒

に
や

り
が

い
を

見
つ

け
て

み
ま

せ
ん

か
？

チ
ャ

レ
ン

ジ
す

る
こ

と
に

支
援

は
惜

し
み

ま
せ

ん
。と

も
に

成
長

し
て

い
き

ま
し

ょ
う

。

（
株

）
利

根
設

計
事

務
所

群
馬

県
前

橋
市

亀
里

町
27

4-
3

4日
以

内
U

RL
：

ht
tp

://
w

w
w

.to
ne

se
kk

ei
.co

.jp
T

EL
：

02
7-

29
0-

35
00

19
60

年
（

昭
和

35
年

）
の

創
業

以
来

、
水

道
行

政
の

一
助

と
な

る
べ

く
一

貫
し

て
携

わ
っ

て
き

ま
し

た
。

私
達

は
水

循
環

の
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

と
し

て
主

に
群

馬
県

及
び

埼
玉

県
の

市
町

村
の

皆
様

に
貢

献
致

し
ま

す
。
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加
盟
会
員
会
社

本
社
住
所

学
生
の

キ
ャ
リ
ア

形
成

支
援
制
度

ア
ク
セ
ス
・
問
い
合
わ
せ
先

採
用
担
当
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
株

）
日

新
技

術
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

東
京

都
中

央
区

東
日

本
橋

1-
1-

7
な

し
U

RL
：

ht
tp

s:/
/w

w
w

.n
ic

t.c
o.j

p
T

EL
：

03
-5

82
3-

50
77

“清
ら

か
な

水
環

境
と

快
適

な
地

域
環

境
づ

く
り

”を
目

指
し

て
地

域
の

種
々

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

た
め

に
一

緒
に

取
り

組
み

ま
せ

ん
か

。ま
た

，維
持

管
理

の
視

点
と

い
う

新
し

い「
差

別
化

・
区

分
化

」の
武

器
を

手
に

入
れ

ま
し

た
。こ

れ
ま

で
以

上
に

付
加

価
値

を
向

上
さ

せ
た

技
術

提
案

を
提

供
し

て
い

き
ま

し
ょ

う
。

（
株

）
日

水
コ

ン
東

京
都

新
宿

区
西

新
宿

6-
22

-1
新

宿
ス

ク
エ

ア
タ

ワ
ー

4日
以

内
5日

以
上

U
RL

：
ht

tp
://

w
w

w
.n

iss
ui

co
n.

co
.jp

T
EL

：
03

-5
32

3-
62

13

当
社

は
水

の
イ

ン
パ

ク
ト

カ
ン

パ
ニ

ー
と

し
て

、テ
レ

ワ
ー

ク
・

フ
レ

ッ
ク

ス
タ

イ
ム

制
な

ど
柔

軟
な

働
き

方
を

実
現

す
る

制
度

を
取

り
入

れ
な

が
ら

、個
人

が
能

力
を

発
揮

で
き

る「
働

き
続

け
た

い
企

業
」を

目
指

し
て

い
ま

す
。水

イ
ン

フ
ラ

を
支

え
る

や
り

が
い

と
自

己
実

現
で

き
る

当
社

で
共

に
成

長
し

て
い

き
ま

せ
ん

か
。

日
本

工
営

（
株

）
東

京
都

千
代

田
麴

町
5-

4
5日

以
上

U
RL

：
 ht

tp
s:/

/w
w

w
.n

-k
oe

i-f
re

sh
er

s.j
p/

 
re

qu
ire

m
en

t_
in

te
rn

sh
ip

.h
tm

l
T

EL
：

03
-3

23
8-

80
35

当
社

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
制

度
を

体
験

し
、社

会
や

会
社

で
働

く
意

味
や

将
来

の
キ

ャ
リ

ア
に

つ
い

て
学

び
、水

コ
ン

業
界

の
仕

事
内

容
、

当
社

の
仕

事
・

人
・

社
風

に
つ

い
て

も
肌

で
感

じ
、設

計
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

を
理

解
す

る
き

っ
か

け
に

し
て

い
た

だ
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

日
本

シ
ビ

ッ
ク

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト（
株

）
東

京
都

千
代

田
区

麹
町

4-
2

麹
町

ミ
ッ

ド
ス

ク
エ

ア
4日

以
内

U
RL

：
ht

tp
s:/

/w
w

w
.n

cc
ne

t.c
o.j

p
T

EL
：

03
-3

63
3-

16
01

地
下

構
造

物
を

得
意

と
す

る
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

と
し

て
、国

内
外

の
道

路
ト

ン
ネ

ル
、鉄

道
、上

下
水

道
と

い
っ

た
地

下
イ

ン
フ

ラ
整

備
に

貢
献

し
て

い
ま

す
。夏

に
長

期
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
、夏

秋
冬

に
ワ

ン
デ

ー
仕

事
体

験
を

開
催

し
て

い
ま

す
。ぜ

ひ
お

気
軽

に
ご

参
加

く
だ

さ
い

。

（
株

）
日

本
水

工
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

大
宮

区
東

町
2-

50
5日

以
上

U
RL

：
ht

tp
://

w
w

w
.n

iss
ui

ko
.co

.jp
T

EL
：

04
8-

78
3-

56
64

埼
玉

に
本

社
を

構
え

、地
域

に
根

ざ
し

た
き

め
細

や
か

な
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
業

務
を

実
践

し
て

い
ま

す
。昭

和
40

年
の

創
業

以
来

、農
業

土
木

と
上

下
水

道
を

主
体

に「
自

然
と

の
調

和
に

配
慮

し
農

村
と

都
市

の
新

た
な

風
景

を
創

造
す

る
」こ

と
を

コ
ン

セ
プ

ト
に

活
躍

し
て

い
ま

す
。

日
本

水
工

設
計

（
株

）
東

京
都

中
央

区
勝

ど
き

3-
12

-1
4日

以
内

5日
以

上
U

RL
：

ht
tp

s:/
/w

w
w

.n
-su

ik
o.c

o.j
p

T
EL

：
03

-3
53

4-
55

11

水
イ

ン
フ

ラ
の

専
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
で

す
。お

客
様

で
あ

る
各

自
治

体
か

ら
課

題
・

ニ
ー

ズ
を

ヒ
ア

リ
ン

グ
し

、調
査

・
計

画
・

設
計

に
よ

っ
て

街
づ

く
り

の
上

流
工

程
を

担
っ

て
い

ま
す

。水
を

通
し

て
地

域
の

暮
ら

し
を

支
え

、快
適

で
安

全
な

街
づ

く
り

に
貢

献
し

て
い

ま
す

。

（
株

）
日

本
水

道
設

計
社

東
京

都
千

代
田

区
三

番
町

1
K

Y
三

番
町

ビ
ル

4日
以

内
U

RL
：

ht
tp

s:/
/w

w
w

.se
kk

ei
sy

a.c
o.j

p
T

EL
：

03
-3

26
3-

84
31

創
業

か
ら

一
貫

し
て

上
下

水
道

に
関

す
る

イ
ン

フ
ラ

事
業

に
貢

献
し

て
き

ま
し

た
。

技
術

者
育

成
の

為
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
制

度
を

導
入

し
て

お
り

ま
す

。
又

、
SD

Gs
,ニ

ュ
ー

ロ
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

の
精

神
に

則
り

未
来

に
向

け
羽

ば
た

け
る

組
織

を
作

り
ま

す
。

パ
シ

フ
ィ

ッ
ク

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ツ（
株

）
東

京
都

千
代

田
区

神
田

錦
町

3-
22

4日
以

内
5日

以
上

U
RL

：
ht

tp
s:/

/w
w

w
.p

ac
ifi

c.c
o.j

p
T

EL
：

03
-6

77
7-

30
45

当
社

は
社

会
資

本
を

整
備

・
充

実
さ

せ
て

い
く

た
め

の
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
を

行
っ

て
い

ま
す

。分
野

は
、上

下
水

道
の

他
、防

災
、ま

ち
づ

く
り

、環
境

、
交

通
な

ど
多

岐
に

渡
り

、各
専

門
分

野
の

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
が

国
内

外
で

活
躍

し
て

い
ま

す
。ぜ

ひ
皆

様
の

ご
応

募
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
！

常
陸

測
工

（
株

）
茨

城
県

水
戸

市
白

梅
2-

4-
11

な
し

U
RL

：
ht

tp
://

w
w

w
.h

ita
ch

i-s
ok

ko
.co

.jp
T

EL
：

02
9-

22
1-

60
11

茨
城

県
、市

町
村

に「
地

域
の

ホ
ー

ム
ド

ク
タ

ー
」と

し
て

安
全

・
安

心
を

モ
ッ

ト
ー

に
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
を

心
が

け
、地

域
と

と
も

に
歩

ん
で

い
ま

す
。

当
社

の
事

業
内

容
、並

び
に

募
集

予
定

等
に

つ
い

て
は

、お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

冨
洋

設
計

（
株

）
東

京
都

墨
田

区
菊

川
2-

23
-6

四
国

菊
川

別
館

な
し

U
RL

：
ht

tp
://

w
w

w
.fu

yo
u.

co
.jp

T
EL

：
03

-5
66

9-
73

33
多

年
に

わ
た

り
培

っ
て

き
た

豊
富

な
経

験
と

優
れ

た
技

術
を

活
か

し
、

多
く

の
人

に
喜

ば
れ

る
高

度
な

未
来

の
環

境
づ

く
り

を
目

指
し

て
い

ま
す

。
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加
盟
会
員
会
社

本
社
住
所

学
生
の

キ
ャ
リ
ア

形
成

支
援
制
度

ア
ク
セ
ス
・
問
い
合
わ
せ
先

採
用
担
当
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
株

）
水

環
境

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

栃
木

県
宇

都
宮

市
鶴

田
町

45
3-

13
1

5日
以

上
U

RL
：

ht
tp

://
w

w
w

.ae
p-

m
iz

uk
an

ky
ou

.jp
/

T
EL

：
02

8-
66

6-
03

16

平
成

18
年

3月
創

業
、平

均
年

齢
33

歳
と

会
社

と
も

に
若

き
企

業
で

す
。

水
イ

ン
フ

ラ
の

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
と

し
て

、高
い

技
術

力
と

社
会

ニ
ー

ズ
に

柔
軟

な
対

応
が

で
き

る
若

き
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

の
継

続
育

成
に

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。貴
方

も
貴

女
も

我
が

社
で

活
躍

し
て

み
ま

せ
ん

か
。

（
株

）
山

下
水

道
設

計
事

務
所

東
京

都
中

央
区

日
本

橋
浜

町
2-

1-
10

な
し

U
RL

：
 -

T
EL

：
03

-5
64

1-
41

00

昭
和

32
年

（
19

57
）

創
業

よ
り

上
下

水
道

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
と

し
て

長
年

に
わ

た
り

地
域

に
貢

献
し

て
ま

い
り

ま
し

た
。

当
社

の
事

業
内

容
、

並
び

に
募

集
予

定
等

に
つ

き
ま

し
て

は
、

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

（
株

）
吉

沢
水

道
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

千
葉

県
千

葉
市

中
央

区
市

場
町

6-
18

な
し

U
RL

：
ht

tp
://

w
w

w
.y

s-c
on

.co
.jp

T
EL

：
04

3-
22

7-
10

64
千

葉
県

、
茨

城
県

、
栃

木
県

、
市

町
村

に
お

い
て

『
水

』
に

関
す

る
総

合
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

と
し

て
、

安
全

・
安

心
な

水
道

供
給

に
地

域
と

連
携

し
て

取
り

組
む

企
業

で
す

。

【
中
部
支
部
】

（
株

）
大

場
上

下
水

道
設

計
静

岡
県

浜
松

市
中

区
早

出
町

11
34

4日
以

内
U

RL
：

ht
tp

://
ob

aj
yo

ge
.co

m
/

T
EL

：
05

3-
46

6-
21

00

静
岡

県
内

の
「

水
の

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
」

と
し

て
は

、
上

水
道

及
び

工
業

用
水

道
事

業
に

お
い

て
「

N
O

.1の
実

績
」

を
誇

り
ま

す
。

若
い

技
術

者
も

多
く

、
と

て
も

ア
ッ

ト
ホ

ー
ム

な
会

社
で

す
。

技
術

と
熱

量
を

も
っ

て
地

域
に

貢
献

し
て

い
ま

す
。

（
株

）
オ

リ
ン

ピ
ア

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
岐

阜
県

大
垣

市
小

野
4-

40
-1

4日
以

内
5日

以
上

U
RL

：
ht

tp
://

w
w

w
.ol

ym
pi

a-
co

n.
co

.jp
T

EL
：

05
84

-8
2-

83
02

弊
社

は
平

成
元

年
7月

創
業

以
来

約
30

年
以

上
、

上
下

水
道

設
計

を
メ

イ
ン

と
し

た
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

を
行

っ
て

ま
い

り
ま

し
た

。
現

在
で

は
国

・
県

・
市

町
村

（
役

所
）

を
顧

客
に

、
全

国
の

上
下

水
道

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
を

行
っ

て
い

ま
す

。

（
株

）
カ

ギ
テ

ッ
ク

三
重

県
松

阪
市

田
村

町
34

1-
1

4日
以

内
U

RL
：

ht
tp

s:/
/k

ag
ite

c.j
p/

T
EL

：
05

98
-2

3-
11

55

三
重

県
内

を
中

心
に

、測
量

、補
償

、土
木

・
上

下
水

道
設

計
を

行
っ

て
い

る
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

で
す

。
三

重
県

を
代

表
す

る
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

と
し

て
、

日
々

技
術

力
の

向
上

に
努

め
、

地
域

の
発

展
に

貢
献

し
て

い
ま

す
。

（
株

）
共

同
設

計
石

川
県

金
沢

市
森

戸
1-

60
-1

5日
以

上
U

RL
：

ht
tp

s:/
/w

w
w

.k
yo

ud
o0

00
.co

.jp
T

EL
：

07
6-

24
0-

18
87

株
式

会
社

共
同

設
計

は
、

昭
和

52
年

の
創

業
以

来
、

水
環

境
を

中
心

に
地

域
に

根
ざ

し
た

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
と

し
て

技
術

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

「
お

客
様

と
と

も
に

歩
む

」
と

い
う

企
業

理
念

に
も

と
づ

き
歩

み
続

け
て

参
り

ま
す

（
株

）
小

林
設

計
事

務
所

愛
知

県
岡

崎
市

小
呂

町
3-

28
-1

な
し

U
RL

：
ht

tp
://

w
w

w
.k

sj
-o

ka
za

ki
.co

.jp
T

EL
：

05
64

-2
7-

10
21

創
業

66
年

、
地

域
に

根
差

し
た

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
と

し
、

数
多

く
の

水
道

事
業

を
手

掛
け

て
い

ま
す

。「
蛇

口
の

向
こ

う
に

見
え

る
街

づ
く

り
」

を
目

指
し

、
安

全
で

安
心

し
て

生
活

で
き

る
環

境
を

守
る

た
め

に
一

緒
に

働
く

仲
間

を
募

集
し

ま
す

。

（
株

）
三

祐
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ツ

愛
知

県
名

古
屋

市
東

区
代

官
町

35
-1

6
第

一
富

士
ビ

ル
5日

以
上

U
RL

：
ht

tp
://

sa
ny

u-
co

n.
jp

T
EL

：
05

2-
93

3-
78

01

創
業

か
ら

60
年

。
ふ

り
返

る
と

原
点

と
い

え
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

、
困

難
を

極
め

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

・
・

熱
い

思
い

が
こ

も
っ

た
数

多
く

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

あ
り

ま
し

た
。

こ
ん

な
私

た
ち

と
海

外
で

の
上

下
水

道
事

業
に

携
わ

る
新

た
な

仲
間

を
募

り
ま

す
。
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加
盟
会
員
会
社

本
社
住
所

学
生
の

キ
ャ
リ
ア

形
成

支
援
制
度

ア
ク
セ
ス
・
問
い
合
わ
せ
先

採
用
担
当
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
株

）
サ

ン
ワ

コ
ン

福
井

県
福

井
市

花
堂

北
1-

7-
25

4日
以

内
5日

以
上

U
RL

：
ht

tp
s:/

/w
w

w
.sa

nw
ac

on
.co

.jp
T

EL
：

07
76

-3
6-

27
90

県
内

、
北

陸
を

は
じ

め
、

東
日

本
、

西
日

本
の

区
画

整
理

、
都

市
・

環
境

計
画

、
測

量
・

地
質

・
補

償
調

査
、

建
築

・
土

木
・

上
下

水
道

設
計

等
を

行
っ

て
い

る
総

合
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

で
す

。
技

術
と

創
造

で
新

た
な

社
会

の
発

展
に

貢
献

し
ま

す
。

（
株

）
白

岩
設

計
静

岡
県

浜
松

市
中

区
山

手
町

31
-2

な
し

U
RL

：
ht

tp
s:/

/w
w

w
.sh

ira
iw

a.c
o.j

p/
T

EL
：

05
3-

45
2-

71
91

事
業

体
ご

と
の

実
情

に
沿

っ
た

提
案

を
目

指
し

、
き

め
細

や
か

な
対

応
を

心
が

け
日

々
業

務
を

続
け

て
い

ま
す

。
50

年
以

上
の

実
績

と
経

験
を

活
か

し
、

今
後

も
皆

さ
ま

の
「

安
心

」「
安

全
」

な
水

道
事

業
を

支
え

る
企

業
と

し
て

社
会

的
責

任
を

果
た

し
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

（
株

）
新

光
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

新
潟

県
新

潟
市

中
央

区
新

光
町

1-
1

な
し

U
RL

：
ht

tp
s:/

/w
w

w
.sh

in
ko

-c
on

su
lta

nt
.co

m
/

T
EL

：
02

5-
28

5-
57

55

上
下

水
道

の
社

会
的

ニ
ー

ズ
で

あ
る

｢安
心

｣「
安

定
」「

安
価

」「
環

境
」

な
ど

の
諸

課
題

に
対

し
、設

計
支

援
だ

け
で

は
な

く
、ア

セ
ッ

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

始
め

、耐
震

調
査

・
診

断
、施

工
監

理
、経

営
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

サ
ポ

ー
ト

な
ど

総
合

的
な

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

に
取

り
組

ん
で

お
り

ま
す

。

新
日

本
設

計
（

株
）

長
野

県
長

野
市

稲
葉

25
61

4日
以

内
5日

以
上

U
RL

：
ht

tp
://

w
w

w
.sn

s.c
o.j

p
T

EL
：

02
6-

26
6-

96
00

創
立

59
余

年
を

迎
え

た
水

道
・

下
水

道
設

計
を

中
心

と
し

た
公

共
事

業
を

行
う

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
で

す
。

水
を

通
し

て
『

か
け

が
え

の
な

い
自

然
環

境
』『

安
全

な
暮

ら
し

』
を

支
え

る
た

め
、

日
々

尽
力

を
注

い
で

い
ま

す
。

（
株

）
太

陽
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

岐
阜

県
岐

阜
市

光
明

町
3-

1
4日

以
内

U
RL

：
ht

tp
s:/

/t
ai

yo
u.

co
.jp

T
EL

：
05

8-
25

3-
60

00

当
社

は
19

73
年

創
業

、
上

下
水

道
設

計
を

専
門

に
取

り
扱

う
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

で
す

。
計

画
か

ら
調

査
・

設
計

・
工

事
監

理
ま

で
行

い
、

丁
寧

か
つ

正
確

な
仕

事
で

地
域

に
信

頼
さ

れ
る

企
業

を
目

指
し

て
い

ま
す

。

（
株

）
俵

設
計

石
川

県
金

沢
市

高
尾

南
3-

37
4日

以
内

5日
以

上
U

RL
：

ht
tp

://
w

w
w

.in
cl

.n
e.j

p/
ts

kt
sk

/
T

EL
：

07
6-

29
8-

11
26

昭
和

43
年

創
業

以
来

上
水

道
及

び
工

業
用

水
道

を
専

門
に

歩
み

、
主

に
石

川
県

内
で

事
業

を
展

開
し

て
き

ま
し

た
。

こ
れ

か
ら

も
技

術
者

個
人

の
資

質
を

高
め

な
が

ら
、

真
に

顧
客

と
社

会
に

役
立

つ
専

門
技

術
者

集
団

を
目

指
し

て
い

き
ま

す
。

中
央

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ツ
（

株
）

愛
知

県
名

古
屋

市
中

区
丸

の
内

3-
22

-1
4日

以
内

5日
以

上
U

RL
：

ht
tp

s:/
/w

w
w

.ch
uo

h-
c.c

o.j
p

T
EL

：
05

2-
97

1-
25

41

当
社

は
、上

下
水

道
施

設
の

新
設

、更
新

、耐
震

補
強

な
ど

と
と

も
に

、総
合

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
と

し
て

橋
梁

、道
路

、河
川

、港
湾

、都
市

計
画

な
ど

幅
広

い
業

務
を

手
掛

け
て

い
ま

す
。ジ

ョ
ブ

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
の

制
度

も
あ

り
、多

様
な

技
術

分
野

の
経

験
を

積
む

こ
と

が
出

来
ま

す
。

（
株

）
中

央
設

計
技

術
研

究
所

石
川

県
金

沢
市

広
岡

3-
3-

77
JR

駅
西

第
一

N
K

ビ
ル

7階
4日

以
内

5日
以

上
U

RL
：

ht
tp

s:/
/w

w
w

.cs
er

.co
.jp

T
EL

：
07

6-
26

3-
64

64

創
業

75
年

の
伝

統
と

歴
史

に
培

わ
れ

た
技

術
力

を
活

か
し

、
地

域
密

着
型

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
と

し
て

、
地

域
の

社
会

基
盤

整
備

と
新

し
い

技
術

へ
の

挑
戦

に
取

り
組

み
、

全
社

一
丸

と
な

っ
て

社
会

貢
献

に
尽

力
し

て
い

ま
す

。

中
日

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
（

株
）

愛
知

県
岡

崎
市

錦
町

10
-1

8
4日

以
内

5日
以

上
U

RL
：

ht
tp

://
w

w
w

.ch
uc

on
.n

et
/

T
EL

：
05

64
-2

1-
53

12

創
業

以
来

上
下

水
道

部
門

に
携

わ
っ

て
事

業
展

開
し

、
新

し
い

技
術

の
習

得
に

日
々

研
鑽

を
重

ね
て

い
ま

す
。

今
後

も
地

域
社

会
に

寄
り

添
っ

た
ま

ち
づ

く
り

を
通

し
、

社
会

貢
献

を
実

現
で

き
る

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
を

目
指

し
ま

す
。

（
株

）
中

部
綜

合
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

静
岡

県
浜

松
市

中
区

元
城

町
22

2-
2

元
城

ビ
ル

3-
A

4日
以

内
U

RL
：

ht
tp

s:/
/c

hu
-so

-c
on

.co
.jp

T
EL

：
05

3-
45

8-
70

80

技
術

と
知

識
を

糧
に

都
市

の
機

能
を

具
体

化
で

き
る

立
場

に
あ

る
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

の
仕

事
は

、
責

任
も

や
り

が
い

も
達

成
感

も
大

き
な

仕
事

で
す

。
当

社
は

創
業

以
来

、
多

く
の

自
治

体
の

様
々

な
事

業
に

携
わ

り
、

地
域

社
会

に
貢

献
し

て
い

ま
す

。
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加
盟
会
員
会
社

本
社
住
所

学
生
の

キ
ャ
リ
ア

形
成

支
援
制
度

ア
ク
セ
ス
・
問
い
合
わ
せ
先

採
用
担
当
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

中
部

復
建

（
株

）
愛

知
県

名
古

屋
市

昭
和

区
福

江
1-

18
05

4日
以

内
5日

以
上

U
RL

：
ht

tp
://

w
w

w
.ch

ub
u-

fk
.co

.jp
T

EL
：

05
2-

88
2-

66
11

社
会

資
本

を
整

備
す

る
た

め
、

測
量

・
調

査
・

設
計

関
連

業
務

の
一

端
を

お
手

伝
い

さ
せ

て
頂

い
て

い
ま

す
。

顧
客

ニ
−

ズ
を

積
極

的
に

取
込

み
、

技
術

を
提

案
し

地
域

社
会

に
貢

献
で

き
る

良
質

な
成

果
を

提
供

し
て

い
ま

す
。

（
株

）
東

洋
設

計
石

川
県

金
沢

市
諸

江
町

中
丁

21
2-

1
5日

以
上

U
RL

：
ht

tp
s:/

/w
w

w
.to

yo
sk

.co
.jp

T
EL

：
07

6-
23

3-
11

24

当
社

は
創

業
以

来
50

年
以

上
に

わ
た

っ
て

、
上

下
水

道
、

一
般

土
木

、
環

境
、

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
な

ど
、

様
々

な
分

野
の

イ
ン

フ
ラ

整
備

に
携

わ
っ

て
い

ま
す

。
こ

れ
か

ら
も

技
術

力
向

上
に

努
め

、
人

材
育

成
に

取
り

組
み

、
安

心
・

安
全

で
快

適
な

ま
ち

づ
く

り
に

貢
献

し
ま

す
。

中
日

本
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

（
株

）
愛

知
県

名
古

屋
市

中
区

錦
1-

8-
6

O
N

ES
T

名
古

屋
錦

ス
ク

エ
ア

4日
以

内
5日

以
上

U
RL

：
ht

tp
s:/

/w
w

w
.n

ak
an

ih
on

.co
.jp

T
EL

：
05

2-
23

2-
60

31

昭
和

39
年

（
19

64
）

の
創

業
以

来
半

世
紀

に
わ

た
り

、
生

活
基

盤
を

中
心

と
し

た
社

会
資

本
の

整
備

に
携

わ
っ

て
き

ま
し

た
。

現
在

、
上

下
水

道
・

橋
、

道
路

な
ど

の
一

般
土

木
、

廃
棄

物
関

連
施

設
な

ど
の

社
会

資
本

の
計

画
・

設
計

を
全

国
展

開
し

て
い

ま
す

。

N
iX

 J
A

PA
N

（
株

）
富

山
県

富
山

市
奥

田
新

町
1-

23
4日

以
内

U
RL

：
ht

tp
://

ni
x-

ja
pa

n.
co

.jp
T

EL
：

07
6-

46
4-

65
20

従
来

型
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

事
業

の
他

、自
社

運
営

の
発

電
事

業
等

、新
た

な
事

業
分

野
へ

も
参

画
し

、着
実

に
成

長
し

続
け

て
い

ま
す

。社
員

全
員

が
技

術
者

と
し

て
の

誇
り

と
夢

を
持

ち
業

務
に

取
り

組
ん

で
お

り
、皆

様
に

も
是

非
そ

の
一

員
に

な
っ

て
い

た
だ

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

日
本

工
営

都
市

空
間

（
株

）
愛

知
県

名
古

屋
市

東
区

東
桜

2-
17

-1
4

5日
以

上
U

RL
：

ht
tp

s:/
/w

w
w

.n
-k

oe
i.c

o.j
p/

ur
ba

ns
pa

ce
/

T
EL

：
05

2-
97

9-
91

91

当
社

の
上

下
水

道
部

門
は

計
画

か
ら

設
計

・
維

持
管

理
ま

で
幅

広
く

事
業

に
関

わ
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

そ
の

他
に

も
総

合
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

と
し

て
様

々
な

事
業

の
行

政
サ

ポ
ー

ト
を

行
っ

て
お

り
、

人
々

の
生

活
の

安
全

と
安

心
を

守
っ

て
い

ま
す

。

若
鈴

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ツ
（

株
）

愛
知

県
名

古
屋

市
西

区
中

小
田

井
5-

45
0

4日
以

内
5日

以
上

U
RL

：
ht

tp
://

w
ak

as
uz

uc
.jp

/
T

EL
：

05
2-

50
1-

13
61

人
材

育
成

を
会

社
方

針
に

掲
げ

、
真

の
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

な
技

術
者

の
育

成
を

目
指

し
て

、
専

門
技

術
力

の
向

上
と

資
格

取
得

に
向

け
て

の
教

育
・

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

し
、

社
員

の
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

形
成

を
支

援
し

て
い

ま
す

。

【
関
西
支
部
】

 （
株

）
潮

技
術

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
奈

良
県

香
芝

市
瓦

口
21

15
な

し
U

RL
：

ht
tp

://
w

w
w

.u
sh

io
-w

a.c
o.j

p
T

EL
：

07
45

-7
7-

11
66

創
業

以
来

45
年

、
地

域
社

会
に

な
く

て
は

な
ら

な
い

水
道

、
下

水
道

な
ど

の
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
整

備
を

通
し

て
地

域
に

貢
献

し
た

い
と

念
願

し
て

い
ま

す
。

弊
社

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
採

用
情

報
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。

（
株

）
エ

ー
ス

京
都

市
下

京
区

七
条

通
木

屋
町

上
る

大
宮

町
20

5
5日

以
上

U
RL

：
ht

tp
s:/

/w
w

w
.ac

ek
yo

to
.co

m
/

T
EL

：
07

5-
36

1-
13

26

弊
社

は
京

都
を

本
拠

地
に

、創
業

19
65

年
以

来
総

合
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

と
し

て
幅

広
い

社
会

資
本

の
分

野
で

調
査

・
計

画
・

設
計

業
務

を
担

っ
て

い
ま

す
。毎

年
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

実
施

し
て

お
り

ま
す

の
で

、興
味

の
あ

る
方

は
弊

社
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。

関
西

技
術

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
（

株
）

大
阪

府
茨

木
市

上
中

条
2-

10
-2

7
な

し
U

RL
：

ht
tp

s:/
/w

w
w

.k
an

-g
i.c

o.j
p

T
EL

：
07

2-
62

6-
02

05
近

畿
一

円
自

治
体

の
上

下
水

道
イ

ン
フ

ラ
整

備
に

関
す

る
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

業
務

を
行

っ
て

お
り

ま
す

。
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加
盟
会
員
会
社

本
社
住
所

学
生
の

キ
ャ
リ
ア

形
成

支
援
制
度

ア
ク
セ
ス
・
問
い
合
わ
せ
先

採
用
担
当
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
株

）
寛

設
計

事
務

所
大

阪
府

大
阪

市
北

区
西

天
満

5-
2-

18
三

共
ビ

ル
東

館
 

な
し

U
RL

：
ht

tp
://

w
w

w
.e-

ka
n.

co
.jp

/
T

EL
：

06
-6

36
4-

92
82

当
社

の
事

業
内

容
、

並
び

に
募

集
予

定
等

は
、

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

協
和

設
計

（
株

）
大

阪
府

茨
木

市
丑

寅
2-

1-
34

5日
以

上
U

RL
：

ht
tp

s:/
/w

w
w

.k
yo

w
as

k.
co

.jp
T

EL
：

07
2-

62
7-

93
51

創
業

60
年

、上
下

水
道

を
始

め
と

し
、道

路
、橋

梁
、砂

防
な

ど
幅

広
い

分
野

で
社

会
資

本
整

備
に

貢
献

し
て

い
ま

す
。以

前
か

ら
実

務
型

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
実

施
し

て
お

り
、マ

イ
ナ

ビ
主

催「
第

７
回

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

プ
ロ

グ
ラ

ム
ア

ワ
ー

ド
」で

、「
学

生
推

奨
プ

ロ
グ

ラ
ム

」に
選

出
さ

れ
ま

し
た

。

（
株

）
極

東
技

工
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

大
阪

府
吹

田
市

南
金

田
2-

3-
26

4日
以

内
U

RL
：

ht
tp

s:/
/w

w
w

.k
gc

21
.co

.jp
T

EL
：

06
-6

38
4-

77
71

上
下

水
道

を
始

め
と

し
た

水
イ

ン
フ

ラ
施

設
の

調
査

・
計

画
・

設
計

業
務

を
通

じ
、人

々
の

安
心

・
安

全
な

生
活

と
環

境
保

護
に

貢
献

し
て

い
ま

す
。ノ

ー
残

業
デ

ー
・

ノ
ー

残
業

マ
ン

ス
の

導
入

や
奨

学
金

返
還

支
援

制
度

な
ど

、社
員

の
働

き
や

す
い

環
境

づ
く

り
に

も
力

を
入

れ
て

い
ま

す
。

近
畿

技
術

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ツ
（

株
）

大
阪

府
大

阪
市

中
央

区
谷

町
2-

6-
4

谷
町

ビ
ル

な
し

U
RL

：
ht

tp
s:/

/w
w

w
.k

in
gi

.co
.jp

T
EL

：
06

-6
94

6-
57

71
当

社
の

事
業

内
容

、
並

び
に

募
集

予
定

等
は

、
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

（
株

）
三

水
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

大
阪

府
大

阪
市

北
区

中
之

島
6-

2-
40

中
之

島
イ

ン
テ

ス
4日

以
内

5日
以

上
U

RL
：

ht
tp

s:/
/w

w
w

.3w
co

n.
co

.jp
T

EL
：

06
-6

44
7-

81
81

創
立

か
ら

50
年

、
重

要
な

生
活

イ
ン

フ
ラ

で
あ

る
上

下
水

道
を

行
政

と
と

も
に

守
り

、
社

会
に

貢
献

し
て

い
る

会
社

で
す

。
社

員
一

人
ひ

と
り

が
の

び
の

び
と

働
く

こ
と

が
で

き
る

労
働

環
境

を
整

備
し

、
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
と

働
き

が
い

の
向

上
に

努
め

て
い

ま
す

。

（
株

）
シ

ー
ド

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
奈

良
県

奈
良

市
芝

辻
町

2-
10

-6
4日

以
内

U
RL

：
ht

tp
s:/

/w
w

w
.se

ed
co

n.
co

.jp
T

EL
：

07
42

-3
3-

27
55

「
快

適
な

社
会

環
境

を
創

造
す

る
企

業
」

と
し

て
、

豊
か

で
快

適
な

社
会

環
境

の
創

造
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
に

よ
り

社
会

に
貢

献
し

て
い

ま
す

。
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
、

会
社

訪
問

等
随

時
受

付
し

て
お

り
ま

す
。

詳
し

く
は

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

（
株

）
昭

和
設

計
大

阪
府

大
阪

市
北

区
豊

崎
4-

12
-1

0
昭

和
設

計
大

阪
ビ

ル
5日

以
上

U
RL

：
ht

tp
://

w
w

w
.sh

ow
a-

se
kk

ei
.co

.jp
T

EL
：

06
-7

17
4-

87
87

上
水

・
下

水
道

に
関

わ
る

計
画

・
設

計
を

行
っ

て
い

ま
す

。
私

た
ち

と
一

緒
に

「
水

イ
ン

フ
ラ

整
備

に
よ

る
社

会
貢

献
」

を
さ

れ
ま

せ
ん

か
。

皆
様

の
エ

ン
ト

リ
ー

を
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

。

（
株

）
昭

和
設

計
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

大
阪

府
大

阪
市

北
区

東
天

満
2-

9-
4

な
し

U
RL

：
ht

tp
s:/

/s
ho

w
ac

on
.co

.jp
T

EL
：

06
-6

35
7-

70
11

確
か

な
技

術
で

、
付

加
価

値
の

高
い

成
果

品
を

提
供

し
、

未
来

を
創

造
し

て
い

く
仕

事
に

携
わ

り
、

社
会

、
街

を
つ

く
る

会
社

で
す

。
働

き
や

す
い

環
境

作
り

に
努

め
て

い
ま

す
。

私
た

ち
と

共
に

働
い

て
み

ま
せ

ん
か

。

（
株

）
相

互
設

計
事

務
所

兵
庫

県
三

木
市

大
村

11
14

５
日

以
上

U
RL

：
ht

tp
s:/

/w
w

w
.so

ug
o-

se
kk

ei
.co

.jp
T

EL
：

07
94

-8
3-

63
62

当
社

は
上

下
水

道
設

計
の

プ
ロ

集
団

と
し

て
、こ

れ
ま

で
半

世
紀

以
上

に
渡

り
実

績
を

積
み

上
げ

て
来

ま
し

た
。蛇

口
を

捻
れ

ば
当

た
り

前
の

よ
う

に
出

て
く

る「
水

」私
た

ち
は

、そ
ん

な「
当

た
り

前
」を

支
え

、
皆

さ
ま

の
暮

ら
し

に「
安

心
」「

安
全

」を
提

供
す

る
会

社
で

す
。

（
株

）
浪

速
技

研
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

大
阪

府
茨

木
市

下
穂

積
1-

2-
29

5日
以

上
U

RL
：

ht
tp

s:/
/w

w
w

.n
an

iw
a-

gi
ke

n.
co

.jp
T

EL
：

07
2-

62
3-

36
95

社
会

基
盤

を
支

え
、

業
界

一
の

顧
客

満
足

を
得

ら
れ

る
地

域
密

着
型

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
を

目
指

し
て

い
ま

す
。『

財
産

は
人

材
』

を
テ

ー
マ

に
、

一
人

一
人

が
の

び
の

び
と

働
け

る
職

場
環

境
整

備
、

さ
ら

に
人

材
の

育
成

・
教

育
に

重
点

的
に

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。
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加
盟
会
員
会
社

本
社
住
所

学
生
の

キ
ャ
リ
ア

形
成

支
援
制
度

ア
ク
セ
ス
・
問
い
合
わ
せ
先

採
用
担
当
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
株

）
西

日
本

技
術

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
滋

賀
県

草
津

市
矢

橋
町

64
9

5日
以

上
U

RL
：

ht
tp

://
w

w
w

.n
gc

on
.co

.jp
T

EL
：

07
7-

56
2-

49
43

着
実

に
成

長
を

続
け

る
西

日
本

技
術

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
。

大
阪

・
滋

賀
・

三
重

に
腰

を
す

え
、

私
た

ち
と

と
も

に
成

長
し

て
い

き
ま

し
ょ

う
！

（
株

）
日

建
技

術
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

大
阪

府
大

阪
市

中
央

区
谷

町
6-

4-
3

4日
以

内
5日

以
上

U
RL

：
ht

tp
s:/

/w
w

w
.n

ik
ke

n-
gc

on
.co

.jp
T

EL
：

06
-6

76
6-

39
00

随
時

受
付

に
て

募
集

し
て

お
り

ま
す

。
進

路
方

針
を

ご
検

討
さ

れ
て

い
る

方
々

等
、

お
話

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

み
な

さ
ま

の
エ

ン
ト

リ
ー

を
お

待
ち

し
て

い
ま

す
。

（
株

）
日

産
技

術
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

大
阪

府
大

阪
市

中
央

区
南

久
宝

寺
町

3-
1-

8
4日

以
内

U
RL

：
ht

tp
://

w
w

w
.n

iss
an

-g
iju

ts
u.

co
.jp

T
EL

：
06

-6
24

3-
23

60

未
来

の
上

下
水

道
イ

ン
フ

ラ
を

支
え

る
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

と
し

て
、

成
長

で
き

る
環

境
が

整
っ

て
い

ま
す

。新
た

な
挑

戦
を

始
め

ま
せ

ん
か

？
会

社
説

明
会

を
開

催
し

て
い

ま
す

の
で

、詳
し

く
は

弊
社

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
採

用
情

報
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

（
株

）
日

本
イ

ン
シ

ー
ク

大
阪

府
大

阪
市

中
央

区
南

本
町

3-
6-

14
イ

ト
ゥ

ビ
ル

4日
以

内
5日

以
上

U
RL

：
ht

tp
s:/

/w
w

w
.in

sie
k.

co
.jp

T
EL

：
06

-6
28

2-
03

31

当
社

独
自

の
CI

T最
先

端
技

術
と

総
合

し
た

技
術

力
で

、私
た

ち
は

人
々

の
生

活
と

社
会

イ
ン

フ
ラ

を
支

え
ま

す
。一

人
ひ

と
り

の
成

長
の

機
会

を
大

切
に

、充
実

し
た

人
材

育
成

の
場

を
も

っ
て

皆
さ

ん
を

お
迎

え
し

ま
す

。ま
ず

は
お

話
か

ら
・

・
・

で
も

構
い

ま
せ

ん
。お

待
ち

し
て

い
ま

す
！

日
本

技
術

サ
ー

ビ
ス

（
株

）
兵

庫
県

神
戸

市
東

灘
区

住
吉

東
町

3-
11

-2
4日

以
内

U
RL

：
ht

tp
s:/

/w
w

w
.n

es
-so

lu
tio

n.
co

.jp
T

EL
：

07
8-

84
1-

45
85

当
社

は
、

将
来

を
見

据
え

、
継

続
し

て
発

展
し

続
け

る
こ

と
を

常
に

考
え

、
会

社
全

体
で

一
歩

ず
つ

総
合

力
を

高
め

る
よ

う
に

努
力

を
続

け
て

お
り

、
部

門
や

組
織

に
と

ら
わ

れ
ず

、
会

社
が

一
体

と
な

っ
て

目
標

を
達

成
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

ま
す

。

（
株

）
ニ

ュ
ー

ジ
ェ

ッ
ク

大
阪

府
大

阪
市

北
区

本
庄

東
2-

3-
20

4日
以

内
5日

以
上

U
RL

：
ht

tp
://

w
w

w
.n

ew
je

c.c
o.j

p/
T

EL
：

01
20

-2
19

-3
14

大
阪

、東
京

、名
古

屋
、福

岡
を

拠
点

に
日

本
が

誇
る

土
木

、建
築

、機
械

電
気

、
環

境
の

高
度

な
応

用
技

術
を

全
国

展
開

し
て

い
る

総
合

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
で

す
。キ

ャ
リ

ア
ス

テ
ッ

プ
に

応
じ

た
階

層
別

研
修

、地
域

限
定

採
用

制
度

も
あ

り
ま

す
。ま

ず
は

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ（

1W
ee

K、
1D

ay
）で

お
待

ち
し

ま
す

。

（
株

）
不

二
設

計
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

大
阪

府
柏

原
市

安
堂

町
1-

29
な

し
U

RL
：

ht
tp

s:/
/w

w
w

.fu
ni

.co
.jp

T
EL

：
07

2-
97

3-
07

21
当

社
の

事
業

内
容

、
並

び
に

募
集

予
定

等
は

、
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

【
中
国
・
四
国
支
部
】

朝
日

設
計

（
株

）
香

川
県

高
松

市
郷

東
町

79
2-

17
4日

以
内

U
RL

：
ht

tp
s:/

/w
w

w
.as

ah
i-s

ek
ke

i.c
o.j

p
T

EL
：

08
7-

88
1-

05
05

会
社

創
立

60
年

、香
川

県
を

拠
点

に
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

根
幹

で
あ

る
水

道
分

野
で

、地
域

に
精

通
し

た
質

の
高

い
技

術
力

に
よ

り
水

道
事

業
発

展
の

一
翼

を
担

っ
て

い
ま

す
。快

適
な

職
場

環
境

、社
員

で
フ

ォ
ロ

ー
し

あ
う

社
風

で
す

。詳
し

く
は

就
職

情
報

サ
イ

ト
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。

（
株

）
荒

谷
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

広
島

県
広

島
市

中
区

江
波

本
町

4-
22

4日
以

内
U

RL
：

ht
tp

s:/
/w

w
w

.ar
at

an
i.c

o.j
p

T
EL

：
08

2-
29

2-
54

81

生
活

に
欠

か
せ

な
い

水
を

供
給

す
る「

井
戸

掘
り

屋
」の

創
業

か
ら

10
0余

年
、一

貫
し

て
社

会
イ

ン
フ

ラ
整

備
に

取
り

組
ん

で
き

ま
し

た
。中

・
四

国
に

精
通

し
た

総
合

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
と

し
て

、ハ
ー

ド
・

ソ
フ

ト
の

両
面

か
ら

地
域

に
寄

り
添

い
、貢

献
し

、地
域

と
共

に
在

り
続

け
る

会
社

で
す

。
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加
盟
会
員
会
社

本
社
住
所

学
生
の

キ
ャ
リ
ア

形
成

支
援
制
度

ア
ク
セ
ス
・
問
い
合
わ
せ
先

採
用
担
当
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
株

）
ウ

エ
ス

コ
岡

山
県

岡
山

市
北

区
島

田
本

町
2-

5-
35

5日
以

上
U

RL
：

ht
tp

://
w

w
w

.w
es

co
.co

.jp
T

EL
：

08
6-

25
4-

24
02

当
社

は
、施

設
長

寿
命

化
、施

設
更

新
な

ど
、多

様
な

調
査

・
計

画
・

設
計

業
務

を
通

じ
て

上
下

水
道

事
業

の
発

展
に

貢
献

し
て

い
ま

す
。総

合
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

と
し

て
、航

空
レ

ー
ザ

ー
測

量
、三

次
元

計
測

技
術

等
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
活

用
し

た
防

災
関

連
業

務
も

推
進

し
て

い
ま

す
。

（
株

）
エ

イ
ト

日
本

技
術

開
発

岡
山

県
岡

山
市

北
区

津
島

京
町

3-
1-

21
4日

以
内

5日
以

上
U

RL
：

ht
tp

s:/
/w

w
w

.ej
ec

.ej
-h

ds
.co

.jp
T

EL
：

03
-5

34
1-

51
52

全
国

各
地

で
上

下
水

道
を

含
む

様
々

な
社

会
イ

ン
フ

ラ
施

設
の

計
画

・
設

計
・

維
持

管
理

で
活

躍
す

る
総

合
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

で
す

。イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

等
を

通
し

て
、当

社
の

仕
事

や
社

風
を

感
じ

、業
界

の
理

解
に

繋
げ

て
い

た
だ

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。気
軽

に
お

問
合

せ
く

だ
さ

い
。

サ
ン

エ
ー

設
計

（
株

）
香

川
県

高
松

市
松

縄
町

11
42

-8
5日

以
上

U
RL

：
ht

tp
://

w
w

w
.sa

ne
ic

op
.co

.jp
T

EL
：

08
7-

86
8-

51
00

香
川

県
内

を
中

心
に

徳
島

、
愛

媛
、

高
知

、
岡

山
県

内
の

地
方

自
治

体
か

ら
発

注
さ

れ
る

公
共

下
水

道
の

施
設

及
び

管
渠

の
調

査
・

計
画

・
設

計
を

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

し
、

地
域

の
発

展
と

社
会

基
盤

整
備

に
貢

献
し

て
い

ま
す

。

（
株

）
親

和
技

術
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

愛
媛

県
松

山
市

久
米

窪
田

町
87

0-
5

な
し

U
RL

：
ht

tp
://

w
w

w
.sg

c-
ce

.co
.jp

T
EL

：
08

9-
97

5-
48

51

昭
和

46
年

の
会

社
設

立
よ

り
愛

媛
県

下
に

て
蓄

積
し

て
き

た
、

社
会

資
本

整
備

（
道

路
・

河
川

・
公

園
・

橋
梁

・
上

下
水

道
）

の
技

術
力

を
駆

使
し

SD
Gs

宣
言

に
よ

り
事

業
活

動
を

通
し

て
の

取
組

を
続

け
て

い
ま

す
。

（
株

）
大

広
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
広

島
県

広
島

市
西

区
南

観
音

7-
13

-1
4

4日
以

内
5日

以
上

U
RL

：
ht

tp
://

w
w

w
.d

ai
ko

-e
ng

.co
.jp

T
EL

：
08

2-
29

1-
13

13

広
島

・
山

口
県

を
基

盤
と

し
て

、上
下

水
道

事
業

を
中

心
に

、調
査

・
計

画
・

設
計

・
施

工
管

理
な

ど
の

業
務

を
通

じ
て

き
め

細
や

か
な

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

を
心

が
け

、
中

国
地

域
の

発
展

と
と

も
に

歩
ん

で
い

ま
す

。

（
株

）
巽

設
計

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
山

口
県

光
市

光
ケ

丘
5-

1
4日

以
内

5日
以

上
U

RL
：

ht
tp

://
w

w
w

.ta
ts

um
ise

kk
ei

.co
.jp

T
EL

：
08

33
-7

1-
26

83

19
61

年（
昭

和
36

年
）設

立
の

土
木

設
計

・
建

築
設

計
を

行
う

総
合

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
と

し
て

、山
口

県
内

を
中

心
に

人
と

自
然

が
調

和
す

る
地

球
環

境
を

創
造

し
、社

会
資

本
の

構
築

に
貢

献
し

て
い

ま
す

。健
康

経
営

・
働

き
方

改
革

に
取

り
組

み
、信

頼
さ

れ
る

10
0年

企
業

を
目

指
し

て
い

ま
す

。

中
国

水
工

（
株

）
山

口
県

宇
部

市
あ

す
と

ぴ
あ

2-
1-

25
5日

以
上

U
RL

：
ht

tp
://

w
w

w
.ch

u-
su

i.c
o.j

p
T

EL
：

08
36

-5
2-

88
10

山
口

県
の

人
々

の
暮

ら
し

を
支

え
る

「
水

」
の

専
門

技
術

者
集

団
で

す
。

計
量

証
明

事
業

（
水

質
分

析
等

）
も

含
め

総
合

的
な

環
境

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

を
目

指
し

て
い

ま
す

。

中
電

技
術

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
（

株
）

広
島

県
広

島
市

南
区

出
汐

2-
3-

30
5日

以
上

U
RL

：
 h

tt
ps

://
w

w
w

.ce
cn

et
.co

.jp
T

EL
：

08
2-

25
6-

33
41

「
技

術
を

磨
き

、
技

術
を

競
い

、
技

術
で

選
ば

れ
る

技
術

創
造

企
業

」
を

ビ
ジ

ョ
ン

と
し

て
掲

げ
「

磨
く

、
競

う
、

選
ば

れ
る

」
と

い
う

プ
ロ

セ
ス

を
循

環
さ

せ
る

こ
と

で
継

続
的

に
成

長
し

中
国

地
域

を
基

盤
と

し
て

広
域

へ
展

開
す

る
技

術
創

造
企

業
で

す
。

（
株

）
都

市
工

学
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

広
島

県
広

島
市

南
区

段
原

山
崎

2-
2-

17
な

し
U

RL
：

ht
tp

://
w

w
w

.to
sh

ik
ou

ga
ku

.co
.jp

T
EL

：
08

2-
56

7-
51

88

地
域

密
着

型
（

広
島

県
中

心
）

の
上

下
水

道
設

計
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

で
あ

り
、

若
い

仲
間

と
と

も
に

社
会

に
貢

献
し

て
い

ま
す

。
当

社
の

特
徴

は
社

員
年

齢
構

成
が

若
く

、
時

代
に

見
合

っ
た

意
識

（
改

革
）

を
有

し
た

男
女

を
問

わ
ず

働
き

や
す

い
企

業
で

あ
り

ま
す

。

ニ
タ

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
（

株
）

徳
島

県
徳

島
市

川
内

町
鈴

江
西

38
-2

4日
以

内
5日

以
上

U
RL

：
 h

tt
ps

://
w

w
w

.n
ita

.co
.jp

/
T

EL
：

08
8-

66
5-

55
50

当
社

は
土

木
設

計
、

地
盤

・
地

質
、

環
境

、
ま

ち
づ

く
り

、
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
開

発
等

、
幅

広
い

事
業

分
野

を
展

開
し

て
お

り
、

多
様

な
人

材
が

活
躍

し
て

い
ま

す
。

や
る

気
と

熱
意

を
持

っ
て

い
る

皆
様

、
当

社
で

存
分

に
力

を
発

揮
し

て
み

ま
せ

ん
か

。
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会
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会
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本
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住
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学
生
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キ
ャ
リ
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形
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支
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制
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採
用
担
当
者
か
ら
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メ
ッ
セ
ー
ジ

冨
士

設
計

（
株

）
高

知
県

高
知

市
百

石
町

1-
12

-1
5

な
し

U
RL

：
ht

tp
://

w
w

w
.fu

jis
k.

co
.jp

T
EL

：
08

8-
83

7-
17

01
「

豊
か

で
快

適
な

水
環

境
づ

く
り

を
通

じ
て

社
会

に
貢

献
す

る
」

を
企

業
理

念
に

掲
げ

、
地

域
に

貢
献

で
き

る
水

の
総

合
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

を
目

指
し

て
い

ま
す

。

復
建

調
査

設
計

（
株

）
広

島
県

広
島

市
東

区
光

町
2-

10
-1

1
4日

以
内

5日
以

上
U

RL
：

ht
tp

s:/
/w

w
w

.fu
kk

en
.co

.jp
T

EL
：

05
0-

90
02

-1
71

5

戦
後

の
国

土
再

建
か

ら
始

ま
り

、
地

質
調

査
、

測
量

、
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

の
3つ

の
分

野
を

中
心

に
技

術
を

蓄
積

・
向

上
さ

せ
、

総
合

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
と

し
て

国
づ

く
り

の
一

端
を

担
っ

て
い

ま
す

。

（
株

）
菱

和
設

計
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

愛
媛

県
松

山
市

東
長

戸
1-

1-
26

５
日

以
上

U
RL

：
ht

tp
://

k-
ry

ow
a.p

-k
it.

co
m

T
EL

：
08

9-
92

3-
00

35
長

い
経

験
と

新
し

い
技

術
を

融
合

さ
せ

、
時

代
の

変
化

に
即

応
し

つ
つ

発
注

者
の

ニ
ー

ズ
に

か
な

っ
た

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

ま
す

。

【
九
州
支
部
】

朝
倉

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
（

株
）

福
岡

県
福

岡
市

南
区

大
楠

1-
4-

22
な

し
U

RL
：

ht
tp

://
w

w
w

.as
ac

on
.co

.jp
T

EL
：

09
2-

40
6-

89
10

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
と

し
て

、
開

発
申

請
業

務
並

び
に

上
下

水
道

施
設

、
水

環
境

施
設

の
計

画
検

討
・

設
計

を
得

意
と

し
、

専
門

知
識

と
経

験
を

も
と

に
常

に
前

向
き

で
、

効
率

の
良

い
技

術
及

び
計

画
の

提
案

・
検

討
を

心
掛

け
て

お
り

ま
す

。

ア
ジ

ア
エ

ン
ヂ

ニ
ア

リ
ン

グ
（

株
）

福
岡

県
福

岡
市

南
区

清
水

1-
14

-8
5日

以
上

U
RL

：
ht

tp
s:/

/w
w

w
.as

ia
-e

.co
.jp

T
EL

：
09

2-
55

3-
28

00

創
業

以
来

、
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

と
し

て
、

地
域

社
会

の
繁

栄
と

人
々

の
幸

せ
の

た
め

に
貢

献
し

て
参

り
ま

し
た

。
５

０
年

以
上

培
っ

て
き

た
技

術
、

ノ
ウ

ハ
ウ

に
よ

り
、

時
代

に
合

わ
せ

た
ア

イ
デ

ア
を

提
供

で
き

る
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

を
目

指
し

て
い

き
ま

す
。

（
株

）
エ

コ
・

プ
ラ

ン
長

崎
県

長
崎

市
松

原
町

26
48

-2
な

し
U

RL
：

ht
tp

s:/
/w

w
w

.ec
op

la
n-

w
at

er
.co

.jp
T

EL
：

09
5-

81
4-

93
30

平
成

5年
創

業
以

来
、

主
に

水
道

事
業

の
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

と
し

て
業

務
に

携
わ

っ
て

参
り

ま
し

た
。

ま
た

、
平

成
13

年
か

ら
は

、
水

道
の

維
持

管
理

に
関

す
る

部
署

を
設

立
し

、
水

中
ロ

ボ
ッ

ト
を

使
用

し
た

調
査

、
閉

鎖
性

水
域

の
水

質
改

善
装

置
の

開
発

等
も

行
っ

て
い

ま
す

。

九
州

水
工

設
計

（
株

）
佐

賀
県

佐
賀

市
鍋

島
5-

7-
24

4日
以

内
5日

以
上

U
RL

：
ht

tp
://

w
w

w
.q

-su
ik

o.c
o.j

p
T

EL
：

09
52

-3
2-

11
05

佐
賀

県
内

唯
一

の
水

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
と

し
て

48
年

の
実

績
と

信
頼

を
着

実
に

積
み

重
ね

て
参

り
ま

し
た

。
今

後
も

限
り

あ
る

資
源

で
あ

る
水

を
活

か
す

技
術

を
提

案
す

る
こ

と
で

、
地

域
に

貢
献

で
き

る
企

業
と

し
て

邁
進

し
て

参
り

ま
す

。

共
立

設
計

（
株

）
熊

本
県

熊
本

市
中

央
区

平
成

3-
8-

1
な

し
U

RL
：

-
T

EL
：

09
6-

33
4-

54
00

創
業

以
来

、
水

道
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

と
し

て
、

地
域

に
密

着
し

た
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

と
し

て
、

55
年

の
経

験
を

基
に

貢
献

し
て

参
り

ま
す

。

（
株

）
ク

ロ
ノ

長
崎

県
長

崎
市

平
野

町
23

-5
な

し
U

RL
：

ht
tp

s:/
/w

w
w

.ch
ro

no
20

10
.co

.jp
T

EL
：

09
5-

86
5-

96
08

長
崎

県
内

数
少

な
い「

水
」に

特
化

し
た

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
で

す
。

①
地

域
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

の
地

位
向

上
②

技
術

力
の

次
世

代
へ

の
継

承
あ

ら
ゆ

る
技

術
を

追
求

し
て

い
き

ま
す

。
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本
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住
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学
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リ
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支
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用
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メ
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セ
ー
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第
一

復
建

（
株

）
福

岡
県

福
岡

市
博

多
区

上
牟

田
1-

17
-9

5日
以

上
U

RL
：

ht
tp

s:/
/w

w
w

.d
fk

.co
.jp

T
EL

：
09

2-
41

2-
22

30

70
年

以
上

の
歴

史
を

持
つ

総
合

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
で

す
。創

業
以

来
、豊

か
な

国
土

の
実

現
と

社
会

資
本

整
備

に
貢

献
し

て
き

ま
し

た
。今

後
の

多
様

化
す

る
イ

ン
フ

ラ
整

備
に

対
応

す
る

た
め

、常
に

新
た

な
技

術
に

目
を

向
け

、自
分

自
身

を
育

て
る

向
上

心
と

チ
ャ

レ
ン

ジ
精

神
の

あ
る

方
、そ

ん
な

人
材

を
求

め
て

い
ま

す
。

（
株

）
太

平
設

計
福

岡
県

北
九

州
市

小
倉

北
区

下
富

野
1-

6-
21

4日
以

内
5日

以
上

U
RL

：
ht

tp
://

w
w

w
.ta

ih
ei

-se
kk

ei
.co

.jp
T

EL
：

09
3-

55
1-

14
13

19
70

年
創

業
以

来
、

社
会

資
本

整
備

の
一

翼
を

担
う

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
と

し
て

イ
ン

フ
ラ

整
備

に
貢

献
し

て
参

り
ま

し
た

。
近

年
、

頻
発

す
る

自
然

災
害

へ
の

対
応

な
ど

多
様

化
・

高
度

化
す

る
ニ

ー
ズ

に
使

命
感

を
持

っ
て

全
力

で
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

（
株

）
タ

イ
ヨ

ー
設

計
福

岡
県

久
留

米
市

御
井

旗
崎

1-
3-

4
4日

以
内

U
RL

：
ht

tp
://

w
w

w
.ta

iy
o-

se
kk

ei
.n

et
T

EL
：

09
42

-4
1-

17
17

創
業

以
来

、
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

と
し

て
、

地
域

社
会

の
繁

栄
と

人
々

の
幸

せ
の

た
め

に
貢

献
し

て
参

り
ま

し
た

。
40

年
以

上
培

っ
て

き
た

技
術

、
ノ

ウ
ハ

ウ
に

よ
り

、
時

代
に

合
わ

せ
た

ア
イ

デ
ア

を
提

供
で

き
る

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
を

目
指

し
て

い
き

ま
す

。

（
株

）
ダ

イ
ワ

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
宮

崎
県

宮
崎

市
生

目
台

西
3-

7-
3

な
し

U
RL

：
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://

da
iw
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on

.co
.jp

T
EL

：
09

85
-5

0-
54

30

上
下

水
道

や
地

域
づ

く
り

等
の

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト（
県

や
市

町
村

の
相

談
役

）と
し

て
、快

適
で

活
力

あ
る

ま
ち

づ
く

り
の

お
手

伝
い

を
し

て
い

ま
す

。ま
た

、社
員

の
能

力
を

活
か

す
と

と
も

に
、社

員
と

そ
の

家
族

の
安

心
で

安
定

し
た

生
活

の
確

保
を

目
指

し
た

経
営

を
行

っ
て

い
ま

す
。

（
株

）
松

尾
設

計
福

岡
県

北
九

州
市

八
幡

東
区

西
本

町
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5-
5

4日
以

内
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以
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U
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：
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w
w

w
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n.
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.jp

T
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：
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3-
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1-
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上
下

水
道

・
工

業
用

水
道

・
道

路
・

河
川

・
橋

梁
・

土
木

・
建

築
・

ガ
ス

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

な
ど

、
人

々
の

快
適

な
暮

ら
し

を
支

え
る

基
盤

イ
ン

フ
ラ

全
般

の
、

企
画

・
設

計
・

監
理

を
含

め
た

総
合

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
事

業
を

手
が

け
て

い
ま

す
。

（
株

）
宮

崎
水

道
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

宮
崎

県
宮

崎
市

大
塚

町
池

ノ
内

11
27

-4
8

な
し

U
RL

：
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tp
s:/
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s.o
og

le
.co

m
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w
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iy

as
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T
EL

：
09

85
-4

7-
64

95

創
業

以
来

、上
水

道
施

設
の

調
査

・
計

画
・

設
計

・
監

理
等

水
の

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
と

し
て

、地
域

の
イ

ン
フ

ラ
整

備
に

貢
献

し
て

来
ま

し
た

。
建

設
か

ら
維

持
の

時
代

に
移

る
中

で
、コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

の
果

た
す

役
割

の
重

要
度

は
増

し
て

お
り

、そ
れ

に
応

え
る

資
質

の
向

上
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

（
株

）
隆

盛
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

沖
縄

県
浦

添
市

当
山

1-
20

-2
0

4日
以

内
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以
上

U
RL

：
ht

tp
://

w
w

w
.ry
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ei

co
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ul
.co

m
T

EL
：

09
8-

87
9-

61
77

昭
和

53
年

創
業

以
来

、
上

水
道

を
軸

と
し

た
イ

ン
フ

ラ
施

設
の

調
査

・
計

画
・

設
計

等
の

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
社

員
の

ラ
イ

フ
ワ

ー
ク

バ
ラ

ン
ス

の
充

実
と

人
材

育
成

に
力

を
入

れ
て

い
ま

す
。
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コ
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パルくん テムちゃん
〒101-0032 東京都千代田区岩本町二丁目6番9号 佐藤産業ビル4階
TEL（03）5825-9455  FAX（03）5825-9456

https://www.paltem.jp/https://www.paltem.jp/



清 流 [美々川]
地下水から川が始まり、湿原の中を蛇行し、
生き物の宝庫ウトナイ湖につながるこの美々川は
広大な石狩低地帯においても
唯一の原始河川として、その美しい姿を残しています。

本 社 ／ 〒004-8585　札幌市厚別区厚別中央1条5丁目4番1号
TEL.011-801-1500   FAX.011-801-1600

https://www.docon.jp



公社

細洞　克己

それは、大地を読むことからはじまる。 
 

 

そこにものを創るとき、私たちは真っ先に 

大地の声を聴き、大地の表情を見つめます。 

人類の発展への近道を急ぐだけでなく、 

大地のあるべき姿との調和を図ること。 

それが私たち「三協技術」の仕事の出発点です。 

P r o g r e s s 

    本社 宮城県仙台市青葉区国分町三丁目8番14号 

     TEL 022-224-5503 FAX 022-224-5526 

公益社団法人全国上下水道コンサルタント協会会員 

代表取締役 髙 橋   郁 



健全な水と環境を

次世代に引き継ぐ





代表取締役社長

専 務 取 締 役 押領司　重　昭

山　﨑　義　広



*** 水コンサルタントになろう ****** 水コンサルタントになろう ***

　上下水道コンサルタント（水コンサルタント）は、地球規模で環境を保全することを常に自覚し、安全
でおいしい水を提供するとともに、汚れた水を処理するための技術を社会に提供することで、我が国の水
と環境を守る社会資本整備において重要な役割を担っています。とてもやりがいのある仕事です。
　あなたも水コンサルタントになって、私たちと一緒に社会に貢献しませんか？
　詳しくは水コンサルタント紹介動画をご視聴ください。

　https://www.suikon.or.jp/consultant/about/recruitment.html

水コンサルタントになろう SDGs 編

リクルート動画 SDGs水道編 リクルート動画 SDGs下水道編



（公益社団法人　全国上下水道コンサルタント協会誌）

編集 : 水坤編集部会
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水坤編集部会

竹　村　雅　之
瀧　瀬　浩　司
小　林　千　裕

デザイン レイアウト：株式会社 キタジマ

笹　尾　圭哉子
出來山　敏　久

令和 6年12 月16 日発行（Vol. 69）

　皆様、明けましておめでとうございます。
　先日、埼玉県春日部市に建設された首都圏外郭放水路の調圧水槽への施設
見学の機会がありました。気候変動の影響もあり、浸水被害が多発する中川
流域の治水対策として、1993年から2006年にかけて建設された治水施設です。
国道16号の地下約50メートル、全長6.3キロメートルの巨大な構造物で、日
本の最先端土木技術を駆使した世界最大級の地下放水路です。部分通水開始
以降、約1,484億円の浸水被害軽減効果があったそうです。この施設は映画や
ドラマのロケ地としても利用されており、幻想的な「地下神殿」として、そ
の知名度は高まっているそうです。
　気候変動への適応は、「健全な水循環への道」における取り組み課題の一つ
です。水資源の確保や生態系の保護、洪水リスクへの対応など、重要な役割
を果たします。
　本誌「水坤（Vol.69）」のテーマは、「健全な水循環への道～上下水道事業
のこれからの姿～」です。上下水道事業のこれからの姿を見据えることがで
きるよう、幅広い視点で多様な取り組み事例を寄稿いただきました。
　上下水道事業は、インフラの老朽化や人口減少、財政的な問題など多岐に
わたる相互に関連した課題があり、新たな対策が必要な時期に来ています。「健
全な水循環への道」における取り組みを通して、次世代が安心して水循環を
継続・維持できるようタスキを渡すことが重要です。
　2025年は「乙巳（きのと・み）」の年、皆様にとってしなやかで知恵に満
ちた一年となりますように。

（Ｃ.Ｋ）

幡　豆　英　哉
事務局
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豊かな地球 水のあるくらし─私たちの原点です

過去に発刊された「水坤」の目次は全て水コン協のホームページに掲載されています
ホームページのアドレスは下記の通りです
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